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プロローグ









　世界は残酷にできている。少女は自分の人生を通してそれを悟った。

　期待すれば裏切られる。手にしたと思えば取り上げられる。苦しみの果てにあったのは、やはり苦しみだった。知ってしまった喜びの味が、皮肉にも傷口に塩を塗ぬった。

　幸せな明日を夢想した。愛する友人たちに囲まれ、皆が笑っている。その中心には自分の大好きな人がいて、その隣には自分がいる。そんな優しい世界が来ると信じていた。

（どう、して？）

　とりわけ……一番欲しいものほど、手に入らないように出来ているのだ。

（もう、終わろうと思ったのに）

　辛つらい現実に引きずり回されるのは、もう嫌だった。

　だから人形になりたかった。心なんてどこかに捨ててしまいたかった。しかし──

　この大嫌いな世界に……守りたいものができてしまう。

　諦あきらめた少女を救わんと、戦う者たちが現れたのだ。彼らは死地に飛び込み、少女を助けようと奮闘した。その姿が、凍った少女の心を溶かす。

　少女はもう一度だけ立ちあがる。死力を尽くしてくれた彼らに報いるため。

　少女は戦った。

　別れるのが嫌で、失うのが嫌で、戦って、戦って、戦い抜いて……しかし、少女の力では届かなかった。それでも……少女は諦めきれなかった。

　心が叫ぶままに、彼に願いを託す。

　そうしたら────────少女の前に『希望』が舞い降りた。

「ゆ……め？」

　少女は手を伸ばす。

　夢で良かった。幻で良かった。一秒でも長く、その姿を見ていたかったから。しかし、少女の世界は黒に染まっていく。

　夢うつつの世界で、少女は最後に声を聞いた。

『俺の全部で……今度こそ世界を救う』

　とても懐かしい人の声。大好きなあの人の、怒っている声に似ていた。

『化物……俺は今、本気で怒っているぞ』

　少年の声を最後に、少女は眠りの世界に落ちていく。

　少女の嫌った世界はどこまでも気まぐれだった。人々が滅亡を覚悟したとき……眩まばゆいまでの希望を遣わしたのだから。

　魔を打ち滅ぼすもの────人はそれを『勇者』と呼んだ。






Ⅰ　オペレーション・リミットブレイク









　砂さ塵じんが舞っていた。猛獣たちの突進が起こす、ソレに似ている。しかし走るのは猛獣よりも醜しゆう悪あくで危険な怪物たちだ。

　マリス──人を食物連鎖の頂点から引きずり下ろした敵性生物。

　嚙かまれれば骨は砕け、肉は食いちぎられる。この怪物に理性はない。あるのは食欲のみ。衰えぬ飢餓を満たすために人を求め、人を襲う。

　怪け我がを負っても怯ひるまない。仲間が死んでも走りを止めない。人が群れ、知恵を絞り、戦術と兵器に頼って初めて対たい峙じできる、そんな怪物だ。

　マリスたちが目指すのは鋼鉄製のカタパルトである。大昔、城攻めで使われた投石機とそっくりな代物だ。先端にセットされるのは鈍い銀色のカプセル。

　カプセルの内側からは音が鳴っていた。

「っ・！　・・！　・っ！」

　金属板を叩たたく音。そして……人の叫び声もその中には混じっていた。

　カタパルトの周りには鋼鉄の巨人兵がいる。全部で六機だ。アメリカ空軍所属の戦せん騎き装そう部隊だった。それぞれの装甲はびっしりと黒い血で染まっている。

『Ｐ－ＳＢ01から24まで、発進を確認。我々も離脱する。ああ。俺たちで最後だ。ブルーバックの射出は移動を開始してから一二分だ。ギリギリまで待っていてくれよ』

　隊長機から声が漏れる。六機の戦騎装は、低空飛行で離脱を開始した。

　一機のカタパルトだけが残される。

　戦騎装が飛び立ってから、一二分後……ブルーバックと呼ばれるカプセルは、野球ボールのように放ほうり投げられる。

　カタパルトを目指して進んでいた一〇〇〇近い怪物たちは、もれなく逆走を開始した。







　潜水艦の中に、作戦司令部が置かれている。

　七人の将校が息を吞のんで戦略卓──光学地図の映ったテーブル──を囲む。

　艦内は暗い。戦略卓のバックライトが男たちの顔を下から照らしていた。

　彼らが見つめるのは、光学地図上にある二四の青い光点マーカーと、無数に存在する赤い光点マーカーだ。青マーカーが赤マーカーの大群を避け、島の中央へと進んでいく。

「Ｐ－ＳＢ点火まであと、一〇・九・八・七──」

　一人がカウントダウンを唱える。もう一人は祈るように手を組んだ。青マーカーがそれぞれ島の中央に近付いていく。「二・一・〇！」と、カウントが最後まで告げられた。

　同時の滅灯────二四の青マーカーは戦略マップから消失する。

　ピーと、空むなしく電子音だけが響く。一人が戦略卓を叩たたいた。隣の男は力なく天井を仰ぐ。

　やがて、この場の責任者が無言で艦内電話を取る。

「ブラヴォーよりチャーリー、作戦は失敗。陸上輸送したＰ－ＳＢはカウントゼロと同時に、全すべて消失。そう、二四個全てだ……。消失原因はクイーンの無差別物質消去ＩＭＥと推測される」

　この報告が全ての悲劇の始まりとなる。

「【ＭＩ02目標】は健在。リミットブレイク６の失敗に伴い、今から一五時間後にリミットブレイク７が発令される……安全保障理事会にもその旨を報告せよ」




　こうして人類は……崖がけっぷちの戦いをマリスに挑むことになる。




　灰色の海を戦艦が進んでいく。それも一隻せきや二隻ではない。計四八隻の大連合艦隊だ。

　大艦隊が目指すのは一つの島。

　すると、島から海中に数え切れないほどの白い線が飛び出す。その全てが海洋タイプのマリスだ。その総数は万を凌しのぐ。同時に上空からもマリスの群影が現れた。

　艦隊の主砲が火を噴き始める。同じく、島の周りをぐるっと囲っていた機雷群が爆発を開始する。爆風に押し上げられた海面が直上へと昇った。

　そして、海上の敵が掃そう討とうされる中……別動の上陸部隊が、島へ向けて進軍を開始した。





　◆ネイバー投入まで、あと一九時間◆






　二〇七一年一二月四日──旧アイスランド島。

　三六〇度四方にモニターが広がる。真ん中には機械製のシート。シートの前には水晶ユニットが置かれている。モニター正面には一人の少女が映り込んでいた。

『ブリーフィングの前に話しておきます』

　白いブラウスにパンツスーツ姿の女の子だ。歳としは中学生ほど。ロングヘアーで、髪を両側に纏まとめて結っている。クリっと大きな瞳ひとみにあるのは、陰気な光──それは決して大人に騙だまされないよう、猜さい疑ぎ心しんを抱き続ける子供のような眼めだった。

　二代目生途会長・陽ひ葉よう茜あかねは説明を始める。

『特務とデストブルムは西側の担当となりました』

　モニター右側に、戦域マップが別ウィンドウで投影される。

　マップには大量の赤マーカーがひしめいていた。友軍を示す青マーカーは一カ所に密集し、一本のラインを描いていた。これは友軍の構築した防衛線を表している。

『独・米・露の共同戦線が、今も西側の予定ルートをこじ開けようとしていますが、戦力差を見るに、突入までこの膠こう着ちやくは続くでしょう。上陸してすぐ、戦闘が始まると思って下さい』

　茜あかねは続ける。

『作戦は単純です。南方から３番機大太龍ダータイロン。北方から15番機クイーンエリザベス、東方から17番機バルゴ・ティアーズ、そして西方を１番機デストブルム、計四機のネイバーを四方から投入……各機はそれぞれ、遭遇するマリスを駆く逐ちくしながら中心部まで進軍。そして、絶対種【キング】を撃滅する』

　シートの少女は聞いているのか、いないのか。虚うつろな目をしていた。

『なお、道中でいずれかのネイバーが欠けることになっても作戦は継続。要は「キングを殺すまで帰ってくるな」ってことです』

　黒と白のパイロットスーツを纏まとう少女。すらりと長い手足に、腰のくびれがはっきりとボディラインに現れている。胸元の生地はパンパンに膨ふくらんでいた。

　扇情的にして蠱惑的。女の色気が凝縮された体つきだ。

　真っ白い肌とライトブルーの瞳ひとみ。その面立ちに、かつての幼さはもうない。

　少女、セレンティーナ・エングヴィスは、この一年で見違えるほどの成長を果たしていた。そんなセレンに茜が言い含める。

『特務、いいですか。今回の作戦は私から言わせれば穴だらけの万歳アタックみたいなものです。生還確率は１％未満。不確定要素が多すぎる……自分の命を第一に考えて下さい。特務とデストブルムにもしもの事があれば、氷ひ室むろ義塾の存在価値はなくなります』

　一方のセレンは何も喋しやべらない。表情は人形のようで、全く反応が無かった。

『勝ち目が無いと分かった時点で、特務は戦線を離脱してください。デストブルムが勝手にそうしたとか、いくらでも理由は作れます。キングの戦闘力は未知数です……もしも、他のネイバーが敗れるようなら、そのときは即時撤退を。集団自殺に付き合う必要なんてありません……絶対に』

　最後の一言には強い感情が込められていた。茜は悔くやむように視線を落とす。

『作戦が始まったら、私は防衛省の管理下に置かれます。そうなるとあいつらの杜ず撰さんな命令を流すことしかできなくなっちゃうから』

　セレンは首を小さく縦に振った。すると茜は形だけの笑みを浮かべる。

『……帰ったら、休暇でも申請して遊びに行きますか。二人でも楽しいですよ、きっと』

　セレンはしばらくしてまた小さく頷うなずく。茜は笑みを深くした。

『約束ですよ』

　そう言って映像通信が切られた。それからセレンはデストブルムに思考を送信する。

　すると正面に、現存する『キングについてのデータ』が羅ら列れつされた。

　セレンは瞬まばたきもせず、データを読む。とある『期待』を、まだ見ぬ敵に抱き始めた。

「こいつなら……もしかして」

　データを読み終えると、セレンは気だるそうにシートに横たわった。

「早く、夏なつ樹きに会いたい」

　船内格納庫に眠る、黒い破壊要よう塞さい……その目は真っ赤に光り始める。





　◆ネイバー投入まで、あと八時間◆






　船内倉庫の一室に茜あかねの姿があった。辺りには配給品のダンボールが山のように積まれている。ダンボールの陰に隠れ、茜はセレンと交信をしていた。

　この船は海上自衛隊の護衛艦だ。茜は端末画面を閉じると、壁に背を預ける。頭を悩ませるように額を手で覆った。

「なんで、こんなことに」

　胸には不安の雲が立ちこめている。氷ひ室むろ義塾の面々は数日前から、ある大作戦に駆かり出されていた。それこそ、人類の命運を左右するような作戦に。

（いったい、何人が生きて帰れるか）

　茜はここに来るまでの間、此こ度たびの作戦を何度も精査していた。

　死人がでる。それも数え切れないほどの死人が。きっとその中には、自分たち氷室義塾生も含まれている。ヘキサである以上、その可能性は極きわめて高い。

（亜あ賀が沼ぬま先輩たちまで死なせちゃったのに……これじゃ紫し貴きさんに顔向けできないよ）

　浮かんだ涙を強めに拭ぬぐう。雷らい鳥ちようが失脚した後、茜が紫貴に代わって会長職を引き継いでいた。以降、氷室義塾では大だい地ちたちを始めとして、幾人もの死人や傷病者を出している。

　原因が政府の出した無理難題だとしても……茜は未いまだに割りきれない。

「痛っ」

　お腹なかに鈍痛を感じる。茜はもう一度、トイレに行くべく倉庫を出ようとした。

　扉を開けると、茜は一驚して後ずさる。

　金髪碧へき眼がんの美青年がドア口に立っていた。茜はその顔に、見覚えがあった。

（なんで、この人が？）

　長身を白のパイロットスーツで包む。均整の取れた筋肉は、外国人特有のものだ。整い過ぎた顔には穏やかな微笑が添えられている。茜は驚きを隠せず、その名を呼んだ。

「クリストファー……皇太子殿下」

　青年改め、クリストファーは笑みを濃くする。しゃがんで茜と視線を合わせた。

「氷室スクールきっての作戦参謀、妖精の三フエアリー・スリーに会いにきた。貴殿がアカーネ・ヒヨーで相違ないか？」

　呼ばれて茜あかねは硬直する。一拍を置いて、慎重に頷うなずいた。

　クリストファー・Ｈヘンリー・ウィル。現イギリス女王陛下の嫡男にして、イギリス保有のネイバー【バルゴ・ティアーズ】のネイバーフッドである。

「作戦に入る前に、貴殿に忌き憚たんのない意見をもらいにきた」

　この碧へき眼がんの優男こそ、大西洋最強と噂うわさされる豪ごう傑けつだった。





　◆ネイバー投入まで、あと七時間◆






　緑色の陽光が降り注ぐ。紫色の大地がどこまでも続いていた。砲声の嘶いななきが、大小綯ない交まぜになって響き渡る。そして地平線を埋め尽くす怪物、怪物、怪物。

『ホーク１よりホーク各機。俺たちは右翼に展開した子団を受け持つ。狙ねらいは後ろでガキをこさえている雌ナイトだ。あのボテ腹に六〇ミリのイチモツをねじ込んでやるとしよう』

　隊長機が突撃銃の銃口を持ち上げる。子団とは幼生態マリスの群れのことだ。

　一二機の鉄巨人が矢尻状に低空飛行をする。一個中隊規模の戦せん騎き装そう部隊だった。

『虎の子たちがお上品に歩けるよう、せいぜいレッドカーペットを敷いてやれ』

　彼らは、先の大艦隊から出撃した上陸部隊の一つである。

　一二機の背後から支援砲火が上がった。地平の先で着弾するとドーム状に爆炎が拡ひろがる。敵の大群が炎に吞のみ込こまれていく。

　一二機の戦騎装は、各々、武器を構えて飛ひ翔しようした。

『紳士淑女の諸君！　さっさと片付けて後方へ下がるとしよう！』

　それからおよそ四時間後のことだ。奮闘も空むなしく……この隊は全滅した。





　◆ネイバー投入まで、あと六時間◆






　対面上に置かれる二脚のソファ。合成樹脂の小テーブル。

　キャビンに移動した茜は、借りてきた猫のように大人しくなっていた。

「チューブのグリーンティーか。これはこれで」

　クリストファーが支給品のお茶を飲む。使い捨てのチューブ状のものだ。

　対面に座る茜は縮こまっていた。

（勘弁してよ……作戦前で胃が痛いってのに）

　ヨーロッパ大陸でバルゴ・ティアーズの名を知らぬ者はいない。そしてそのネイバーフッドがイギリスの王子さまだったという話は、最近になって発表されたことだ。

　茜の発言一つで日英の外交問題に発展しかねない。茜の対面に座る青年は、それほどの権力を持っていた。

「さて。アカーネ、君はこの作戦をどう見る」

　クリストファーの問いが、茜あかねに嫌な汗をかかせる。クリストファーは空になったチューブのお茶を置いた。背を丸めてその顔を近付ける。

「オペレーション・リミットブレイクで、人類側に勝算はあるかい？」

【オペレーション・リミットブレイク】──史上二回目となる、マリス反攻作戦だ。

　四機のネイバーを同時投入し、四方からマリスの群生地を総攻撃。

　絶対種【キング】を撃滅し、同・群生地を制圧する大規模作戦である。

　そう……これはかつて人類が大敗を喫した【オペレーション・ヘラクレス】と全く同内容の作戦だった。クリストファーの質問に、茜が出した答えはＮＯだ。

　しかし『勝てません。負けます』とは口が裂けても言えない。何な故ぜなら、この大作戦の発起人はウィル王家を擁ようする、イギリスなのだから。茜は返答に窮するも……クリストファーの笑顔に後押しされる。意を決して言葉を吐きだした。

「勝算は……極きわめて薄いかと」

　クリストファーの愁しゆう眉びが僅わずかに動く。

「各国の戦略家が口々に警鐘を鳴らしたこの作戦は……劣化オペレーション・ヘラクレスと呼ばざるを得ません」

　リミットブレイクで投入された兵員は三〇万以上に上る。この数字はヘラクレスで投入された兵員の二倍近い。だが作戦の肝であるネイバーが、四機しか集められなかったのだ。

「オペレーション・ヘラクレス時に投入したネイバーは七機。それでも僅か三時間ほどで、そのほとんどが行動不能に追いやられたんです……ＭＩ目標の攻略を困難にせしめているのは、クイーンとキングの戦闘力の高さです」

　オペレーション・ヘラクレスは、作戦内容そのものに大きな間違いはなかったと専門家の多くは言う。その最大の敗因は、投入したネイバーがクイーン及び、キングとのパワーゲームに勝てなかったことにある。

　億人規模の犠牲者を出した大敗の原因は────敵がべらぼうに強過ぎたこと。

「攻略目標であるＭＩ02……言いにくいのでアイスランドと呼称します。確かにヘラクレスで強襲したハワイの時より、観測できたクイーンの数は少なかったです。今回、投入するネイバーも、質に重きを置いたことは分かります……でも──」

　茜が言い淀よどむ。クリストファーは肩をすくめた。

「仕方あるまい……オペレーション・ヘラクレスの二の舞を恐れて、今回の作戦に参加しない国も多かったと聞く。我ら欧州連合も、内々の問題が無ければ派兵するのは躊躇ためらわれた。ロイヤルガードに貸与されていた、二機のネイバーが強ごう奪だつされた今、戦略上、どうしても動かせない機体はある。四機も集まれば僥ぎよう倖こうさ」

　茜はそれを聞いて納得する。だが、すぐにやるせない気持ちになった。

（やっぱりこの作戦は、欧州各国の物資問題が原因……）

　トゥーレイト──マリス化した人間──の発現により、たった一年で人類は四〇〇〇万人を失った。とりわけ、追い詰められたのはヨーロッパ大陸だった。

　ヨーロッパが激戦区になっているのは、すぐ近くにＭＩ02目標アイスランドがあるためだ。そこで生まれたクイーンのほとんどはヨーロッパへと侵攻する。そのため、欧州諸外国はバレッタ条約の特権で、他国から物資の融通をしてもらってきた。しかし。

「バレッタ条約は機能しなくなってしまった。襲撃の連続で生産配給にまで手が回らないのは、我が国だけではない。ＭＩ02目標あそこを落とさねば、少ない食べ物を巡って、人間同士の戦争になる。できる、できないではなく、欧州はやらねばならぬところまで追い詰められてしまったのさ」

　クリストファーは仕方なさそうに笑う。その哀あい愁しゆうを帯びた表情が、茜あかねの胸をざわつかせる。トゥーレイトの発現以降、多くのヨーロッパ諸国では物資の輸入が滞っていた。

　今やどこの国も物資の確保に躍やつ起きだ。更には、条約に違反する──マリスから守ってくれない──国際連合に、加盟国の大半が怒りを燃やしている。

　世界の秩序は、今や薄氷の上に成り立っているといえた。

「このまま輸入が滞り、マリスと戦争を続ければ、我が国の備蓄は二年と保もたず、空になろう。そうなれば隣国への派兵を余儀なくされる。物資を求めてな。盗賊まがいの強ごう奪だつがまかり通れば、我も我もと後追いが生まれ、欧州全土は瞬またたく間に戦火に包まれるだろう」

　故に欧州はマリス問題の抜ばつ本ぽん的解決────マリス種の根絶に乗りだす他なかったのだ。

（それは分かってる……けど）

　そんなのは茜たちも同じだ。日本もまた、太平洋方面の激戦区なのである。他よ国その戦争に首を突っ込む余裕など無いのだ。

　率直に言えば『巻き込むな』……茜からすれば、この一言に尽きる話だった。







　その場所では、戦闘が始まって一日が経過していた。

　三メートル以上の人型が倒れている。右みぎ肘ひじと両りよう膝ひざから先が無い。潰つぶれた傷口から黒い血が流れている。大蛇のように長太い舌は、半分から先が千切れていた。

　地雷に掛かったポーンである。ポーンはその状態で、なおも前進する。

　理性なき怪物に死の恐怖はない。食欲を満たすためだけに、生命を消費する。そんなポーンに二人の兵士が向かっていた。

「「ぅあぁあああ！」」

　二人とも部隊服は破れ、汚れている。まなじりに涙を溜ため、顔は紅潮して真っ赤だ。泥と汗と疲労を無視して兵士たちは突撃する。二人が手に持つのは、直径三〇センチほどの石だった。二人は石を振り上げる。体重を乗せてソレを振り下ろした。

「死ねぇえぇ！」

　兵士たちはポーンに覆いかぶさる。石を落とし続けた。

　ポーンの頭部が変形していく。露出した舌ベロが衝撃の度に跳ねる。ポーンはやがて動かなくなった。すると兵士たちは動物のように吼ほえた。しかし……殺さつ戮りくの熱気はすぐに吹き消される。二人の頭上で、小山のような獣人が涎よだれを垂たらしていた。

　一九メートルのルークは、その二人を犬食いで嚙かみ千切る。





　◆ネイバー投入まで、あと四時間◆






「時にアカーネ。先ほど通信していたのは１番機のパイロットか？」

　クリストファーの問いに、茜あかねの血の気が引く。

（まさか……会話を聞かれていた？）

　茜の輪郭を冷や汗がなぞる。茜がセレンに話したのは命令違反の教唆だ。銃殺刑ものの大問題発言である。そんな茜の心中を察したのか、クリストファーは手を振った。

「ああ、違う。誰にも言うつもりはない。安心してくれ……あと飲まないならくれるかい？」

　茜は〇・五秒の速さでチューブのお茶を差し出す。クリストファーはクスと笑った。

「１番機のパイロットも氷ひ室むろスクールの生徒なのだろう。友達か？」

　茜は視線を膝ひざに落とす。それからゆっくりと頷うなずいた。

「……もう私の周りには、特務しか残っていないんです」

　茜が思い出したのは、売られた規格外十番テンナンバーと、死んでいった大だい地ちたち。本土送りにされた生途会メンバー。

　そして学園を守るために汚名を被かぶり……殺されてしまったエイルン夏樹のことだ。

「みんな、いなくなっちゃったから」

　言葉にすると、抑えがたい悲しみが暴れ出す。茜の目に涙が込み上げると、クリストファーがハンカチを差し出した。

「良かったら聞かせてもらえるか。アカーネの友の話を」

　茜はハンカチを取る……ポツポツと一年前の話を始めた。

　かつて氷室義塾はヘキサたちにとっての楽園だったこと。一緒に戦い続けた、大切な仲間たちがいたこと。そして、その全すべてが悪意によって壊されてしまったこと──

　茜は自分でも不思議なくらい、これまでのことを話し続けた。心の奥に沈殿する泥を吐き出すかのように……。クリストファーはただ黙って茜の話を聞いていた。

　茜が話し終えると、クリストファーは安心させるように言葉をかける。

「これも奇縁。もう心配することは無い。アカーネの友は余が守ろう……余と──」

　クリストファーは手袋を取って茜あかねに見せる。手の甲にあるのは、六角形の刻印と【ⅩⅦ】のローマ数字。

「我が国の至宝、バルゴ・ティアーズがな」

　茜は目を丸める。クリストファーの刻印が、黒から白に変色したのだ。

「色が……変色した？　じゃあバルゴ・ティアーズは──」

「ああ。特殊な条件を乗り手に課すネイバーだ。白の刻印を持つ者にしか動かせない」

　クリストファーは手袋を嵌はめ直なおす。悪戯いたずらっぽく質問した。

「貴殿はネイバーにも詳しいのだろう。ネイバーは運用効率の悪い機体ほど？」

「……単一の戦闘力が高い。脳筋の明みよう星じようしかり、うちのデストブルムしかり」

　茜は眉まゆを顰ひそめずにいられない。

（国連を、こんな博ばく打ちに巻き込むだけの説得力ちからが……17番機にはあるってこと？）

　オペレーション・ヘラクレスの敗因はネイバーの数が足りなかったことではない。

　ネイバーの質で劣っていたからマリスに負けたのだ。茜は微苦笑を浮かべる。

「人類の命運を決めるのが力相撲とか……人間もヤキが回りましたね」

　軽口を叩たたくも不安は拭ぬぐえない。一方のクリストファーは声音を重くした。

「いや。シンプルで良いではないか。大将首を落とせば全すべてが終わる」

　茜はゾッとする。クリストファーの顔は別人のものに変わっていた。

「リンゴの実をもぐのと同じだ……余のバルゴ・ティアーズに、毟むしれぬ頭はないよ」

　もう民草に寄りそう、優しい王子はいない。

　それは闘いに臨む、剣闘士グラデイエイターの顔だった。





　◆ネイバー投入まで、あと二時間◆






　魔境。その地を形容するなら、この言葉がしっくりくる。

　島中が緑色の陽光に照らされている。地表の色は真紫だ。川や滝は、有害な地質毒に犯され、毒の汚水となっている。大気は汚染され、マスク無しでは人は一月と生きられない。

　地質変化で陸面積は、かつての三五分の一まで縮小している。

　そこはかつて、アイスランドと呼ばれていた地であった。

【ＭＩ02目標】──世界に二つ存在する、マリスの群生地だ。

　そもそも、クイーンの侵攻は、大きく三つの段階に分けられる。

　ステージⅠ……子団の給きゆう餌じ　＝　子供に餌えさを与えるため、人のいる地へ侵攻する。

　ステージⅡ……苗床の選定　＝　経験と年数を経たクイーンが根を降ろす場所を探す。

　ステージⅢ……環境の汚染　＝　根を降ろしたクイーンがその地の生態系を壊し始める。

　最終的に、マリス以外の生物が住めない環境へと変化させる。

　つまりＭＩ目標とは、人類の敗北の上に建つ【マリスの占領地】とも言えた。

　毒の沼を鋼鉄の足が踏み敷く。銃口にマズルフラッシュを焚たきながら、戦せん騎き装そうが続々と着水する。毒の大河から上半身を出し、鉄巨人たちが奮戦していた。

『ケンタウロス１よりヘッドクォーター！　これ以上の進軍は困難だ！　後退許可を！』

『ヘッドクォーターよりケンタウロス１。撤退は認めない。予定通り進路を確保されたし』

　前方付近の沼が盛り上がる。巨大ウツボ・ビショップが水中から鎌かま首くびを持ち上げた。

　四機の戦騎装が斉射を始める。白の柔肌に弾だん痕こんが刻まれた。黒い血を飛び散らせながら、ビショップが一機の頭に齧かじりつく。男の悲鳴が上がり、部隊の混乱も増長した。

『ジャーニー!!　この蛇公！　ジャーニーを離せ！』

　仲間の戦騎装が、沼から伸びる蛇体に弾丸を撃うち込む。

　混迷が広がる中、隊長機から中年男性の怒鳴り声が上がった。

『承服できない！　既に四人やられているんだぞ！　自殺に付き合えとでも部下に言えばいいのか！　再三の被害報告も無視しやがってこのクソッタレめ！』

『支援砲火はこちらでも要請している。撤退は認めない。国連軍一〇五ケンタウロス中隊は、引き続き進路確保に努められたし』

『きさまらはいつもそうだ！　椅い子すに座ってコーヒーを飲みながら、息をするように死にに行けと言う！　この悪魔ども！　生きて帰ったら俺がオマエを殺してやるからな！』

　隊長機もまた加勢に入る。この後、更に四名の犠牲者を出すも、一〇五ケンタウロス中隊は、指定ポイントの制圧に成功した。





　◆ネイバー投入まで、あと一時間◆






　ヨーロッパ連合軍・南エリア仮設要よう塞さい陣地。

　そこは最後方に位置する丘陵地帯となる。丘の上に構築した南の大防衛線だった。

　戦車と自走榴りゆう弾だん砲が整然と並ぶ。その砲口は絶え間ない砲火の斉唱を奏でていた。周辺には野営テントから砲弾を運搬する歩兵たちの姿もある。

　砲戦仕様の戦騎装もまた、単横に陣を敷く。巨大盾を地面に突き刺し、大口径のランチャーで砲撃に参加していた。周辺海域では護衛艦も支援砲撃の任に就ついている。

　この場所にヨーロッパ連合軍の半数が集結していた。島中から集まってくるマリスを迎撃するためにだ。この場所に敵の多くが集まってくる理由。それは──

『ねぇ啓けい二じ。これでしばらく、陽動はないよね？』

　オープンチャンネルで女子部員が話す。砲撃部隊の背後に広がる、平地のスペースには氷ひ室むろ義塾の機体が片かた膝ひざをついて待機していた。

　瘦そう身しんにグレーのカラーリング。全機、ゴーグル型の頭部をしている。

　ヘキサ陽動部隊・機兵部の【疾しつ風ぷう】だった。

『本陣をここに構えた以上、よっぽどのことがない限り、欧州連合は俺らをここから移動させたくない……はず』

　そう応こたえるも、男子生徒の声は震えている。機兵部は総員でこの作戦に駆かり出されていた。開幕の上陸作戦で、彼らは大きな陽動任務を務め上げている。

　この場所の制圧を完了させてからは待機命令が出されていた。これは周辺のマリスの子団をこの場所に呼び寄せるためのものである。

『俺、今回初めてかも。ヘキサで良かったって思ったの』

『大きな声じゃ言えないけど……安全な後方って最高だね』

　現在は安全を確保できている。しかし、二三名の部員は同じ不安を胸に抱えていた。

　状況が変われば、いつだって自分たちは敵の前を走らされる……餌えさとして。

『おい！　なんか通信来たけど！　今から３番機がっ』

　一人が注意を促そうとして────この要よう塞さい陣地を赤光が覆う。




　空に……光の大噴火が巻き起こっていた。




　空に舞った光の束が数万本に散らばる。散らばった光が島中に落ちていった。すると今度は、光の柱が随所で昇っていく。遅れてやってきたのは激震。そして大衝撃だ。

　部員たちが悲鳴を上げる。

　遥はるか遠くで起こったはずの爆発──その余波が、待機状態の疾風を揺らしていた。赤い光と衝撃波が止やむと一人が叫んだ。

『なにアレ！』

　数キロの先の海岸線────見る者の遠近感を狂わせる光景が広がっていた。

『……龍りゆう？』

　彼女が見たのは【双頭のドラゴン】だ。機械製の巨竜がゆっくりと浜辺に足を掛けるところだった。海面を割り、大きすぎる尻尾しつぽが浮上した。

　一本の首が大きく顎あごを開ける。口内で光が発生、収縮した。光は光線となって吐き出される。数キロ先で同じような火柱が昇った。




　広域制圧戦用ネイバー・３番機【大太龍ダータイロン】──中国が保有する一機だ。




　ネイバー規格中、最大のサイズを誇る。かつて中国内で起こった大戦では、山を砕いたという伝説を持つ。公の作戦に投入されるのは初めてのことだった。




　国連軍・北エリア本営地。

　この陣地は大太龍ダータイロンが現れた場所とは、反対側に位置する。

　ここは国連軍の敷いた前線拠点となる。南エリアのヨーロッパ連合と同じく、国連軍の大部分がこの場所に集結している。北エリア一帯には『聖歌』が響き渡っていた。

　本営地の後方に、全長二〇メートルの【女神像】が立つ。

　女性を思わせる四本の腕。黒と群青のローブのような外装を纏まとう。頭部は女の顔を模し、目を閉じたデザインとなっている。その口部は現在、歌うように開いていた。

　女神像を模すネイバーが歌っている。

『半径一〇キロ圏内にいる子団の鎮静化を確認！』

　観測員が声を上げる。この本営に突進していた子団は、その進撃を止めていた。

　数にして数千規模となる。走りが歩みに。歩みは、やがて停止に至いたる。

　マリスたちは、歌声に魅了されるように次々とその動きを止めていった。

　次の瞬間、本営に敷いた機甲兵団と護衛艦の艦砲が火を噴く。

　面制圧によっての駆く逐ちくが始まる。肉を焼かれ、四肢を飛ばされても動きだそうとするマリスはいなかった。




　沈静操作型ネイバー・15番機【クイーンエリザベス】──イギリスが保有する一機だ。




　大太龍ダータイロンは地上にいながらも単騎で大規模面制圧を可能にする。クイーンエリザベスは陸上のマリス戦において、子団駆逐に最も適した機体と言われていた。

　長年、自国防衛以外では使われたことのなかった秘蔵の二機である。そして──

『道を作ってくれた全すべてのものに、感謝を』

　真打ちとなるネイバーもまた、上陸を果たしていた。







　東側の大地を踏みしめたのは【純白の聖鎧士パラデイン】──金色のオーラを全身から発する、人型のネイバーだ。

　冠の意い匠しように、重騎士を彷ほう彿ふつさせる多重装甲。絢けん爛らん豪ごう華かな装甲飾りが眩まばゆい光を放っている。まさに『王』の貫かん禄ろくを漂ただよわせるネイバーだった。

【聖王】【欧州の白い巨人】【ノーブルエクスカリバー】──一機にして、その戦闘力は大西洋方面艦隊の全戦力にも匹敵すると言われる。




『全軍に通達せよ……余が来たと』




　極大出力型ネイバー・17番機【バルゴ・ティアーズ】──欧州連合の切り札だった。







　同じく西側のエリアには、黒い大きな影が浮遊していた。周辺に友軍の気配は無い。

　前方には大群の接近を知らせる砂さ塵じんが舞っていた。黒い物体は茜あかねと交信する。

『今のところ、私から特務に言うことはありません』

　黒い影は一定のスピートを維持したまま、水平移動する。

『東洋最強の魔女、魔女の零ウイツチ・ゼロの力をみんなに見せてあげて下さい』

　前方から数え切れないほどのマリスが突進してくる。茜が言った。

『現時点を以もつて全武装の使用を許可します。特務……どうぞお召めし上がりください』

　三六〇度四方をモニターに囲まれ、セレンが戦場を俯ふ瞰かんする。迫りくる敵を見て、何の情感も抱かなかった。セレンは機械的にその言葉を発する。

『クロ。みんな壊す』

　主の命に、黒い破壊要よう塞さい【デストブルム】の鎖が解き放たれる。

　セレンが許可を下すと、デストブルムは破壊の神へと変へん貌ぼうした。






Ⅱ　ちゃぶ台返し









　アメリカ・ニューヨーク──旧・国際連合本部ビル。

　宗教画を思わせる巨大壁画を掲げる。その絵画の下、円形の会議テーブルが置かれている。何百人と収容できる会議場だ。だが今、この会議場に人はいない。

　代わりに、縦四五センチ・横三八センチの光学映像が浮かんでいた。一枚がキャンバス板ほどの大きさだ。それらが会議テーブルを挟んで、向き合うように浮かんでいる。

　映るのは安全保障理事会の面々だ。

　アメリカ大統領、ジョージ・カルター。中国大総督府、王黄龍ワン・フアンロン。

　ロシア大統領、アシモフ・チェコフ。日本国総理大臣、深ふか川がわ正まさ臣おみ。そして欧州連合代表、イギリス首相のデヴィッド・ブラウン。その他、今作戦に参加した各国の首脳たちである。

　オンライン会議にて本作戦の協議は進められていた。

『今一度、この場で欧州連合の皆さまには誓って頂きたい……我々は改めて、意思を統一しなければならない』

　会話の皮切りはアメリカのジョージ大統領だった。イギリスのデヴィッド首相が返す。

『はい……今作戦を成功させた暁には、我々、欧州連合も国際連合ＵＮ主導のサクラノツルギ討伐作戦に参加することを、ここにお約束します』

　その台詞せりふは他の常任理事国に、半ば言わされている節さえあった。

　サクラノツルギ出現後の、イギリスのヘキサに対する施策転換は迅速だった。ヘキサの人権と市民権を回復し、彼らを保管領から解き放ったのだ。

　これは間接的に、ジンたちサクラノツルギに対し、イギリスには敵対の意思はないと表明するものであった。また、国際連合沈みゆく船から、一早く脱出を図ったとも言える。

　しかし他の常任理事国はそれを許さなかった。ジョージは続ける。

『今やサクラノツルギは、一国の軍事力を凌りよう駕がするまでに大きくなっている。アレをこのまま野放しにすれば、ヘキサが人の上に君臨するのは時間の問題だろう……我々はそれを阻止しなければならない』

　常任理事国の大半が、ここまでジンを恐れる理由──それは、世界中のヘキサが解き放たれてしまうことにある。それも、人に怨みをもったヘキサたちが、だ。

　ヘキサは人の上を行く。知力・体力・潜在能力、そのどれをとっても、人を凌駕してしまう。そして長い歴史の中で、人間は自分たちの上を行く知的生命体に出会わなかった。

　知らないから、怖い。怖いから、管理する。結果、人はヘキサを迫害する道を選んだ。

『奴やつらを降し、他のネイバーを手に入れられれば……秩序は保てる。マリスにも勝てる』

　ジョージを始め、国連軍側の首脳はこの場で決意を新たにする。

『あのミュータントどもは、マリス以上の脅威となる……絶対に野放しにしてはいけないのですよ』




　生き残るのは人かマリスか。その瀬戸際になっても──人はエゴを捨てきれなかった。




　ＭＩ02目標は、島全土を有害な瘴しよう気きが覆っている。

　上空から見ると赤紫色のスモッグが立ち込めているように見えるだろう。島の中で陽光が緑に見えるのは大気中に漂ただよう、この瘴気のせいだ。ＭＩ02目標の周辺海域には現在、ヨーロッパ連合軍と国連軍の両艦隊がそれぞれ配置を完了させている。

　間隔を空けて並ぶ護衛艦──継続して、艦砲から火を噴いている。鼓膜が破れるほど大きな砲声だ。砲撃が起こるたび、着水した海面が大きく揺れていた。

　船団の背後では、揚陸艦隊が戦せん騎き装そう部隊を発進させる。甲板上に等間隔で一二の穴が開く。一二機の戦騎装が甲板に上がってくる。飛行ユニットのバーニアを噴かし、戦騎装が出撃を始める。海面スレスレを飛び、ＭＩ02目標へと向かう。

　ヨーロッパ連合艦隊の最後方に旗艦が座す。二〇〇メートルクラスの超ド級戦艦だ。四〇センチ三連装砲を前部・後部甲板に二基ずつ備える。

　旗艦【ペンドラゴン】──イギリス海軍が誇る、英国の最終決戦艦だ。

　ブリッジでは一〇〇人近くの将校士官が操そう舵だ・通信任務に就ついていた。

「閣下。ネイバー各機、進軍を開始しました」

　艦長席に座るのは、オペレーション・リミットブレイクを預かる最高司令官である。

　グレーの海軍服を纏まとう。鉄仮面のような顔に年輪のような皺しわを刻む。アッシュグレーの瞳ひとみには、怜れい悧りな眼光が帯びていた。

「結構」

　イギリス海軍大将、ハイルマン・ウォルチャーチだった。

　このブリッジを間借りし、茜あかねもまたデストブルムのオペレート任務に就く。

　ネイバーはこの作戦の最重要ファクターである。大太龍ダータイロン以外のネイバーは、イギリス海軍が直々に指揮権を預かっていた。ハイルマンが茜に言う。

「肩の力を抜きたまえ、アカネ。我らは女王陛下に、ひいては皇太子殿下に忠義の剣を預けている。このブリッジに、君たちヘキサを蔑べつ視しする豚ピツグは一人もいない。日本の監察官を追い出したのも、出し惜しみなく君に力を振るってもらいたいと思ったからだ」

　ハイルマンは茜をブリッジに呼んですぐ、防衛省の監察官を船から追い出していた。

「かの、ウォープロダクターが手ずからに調練したヘキサ。それも、あの規格外十番テンナンバーに数えられた一人だ。私たちは、君のもつ知恵の泉に多大な期待を寄せている」

　軍帽の隙すき間まから覗のぞいたのは、鷹たかのような眼光──茜は思わず背筋を伸ばした。

「多少のことは目を瞑つぶる。勝利のためならば、好きに発言したまえ」

「……ご期待に添えるよう尽力します。閣下」

　茜は迫力に押されながらも返事をする。

「結構。ペンドラゴンより、東部方面軍に。アーサーワンの進路を確保させる」

　船長席でハイルマンは手を組む。その口元を両手で隠した。

「我らが剣、バルゴ・ティアーズをキングの下まで届ける。そうすれば……我らの勝ちだ」

　茜は耳を疑った。ハイルマンの声には、一片の揺らぎも感じなかったからだ。

　茜は、背後に座るハイルマンを見上げた。

　覇気すら漂ただよわせる貫かん禄ろくがそこにあった。一方のハイルマンは正面モニターを見み据すえる。

　モニターには白の王機が映っていた。







　紫の盆地をマリスたちが踏み荒らす。ポーン・ルークが立りつ錐すいの余地もなくひしめいていた。上空を飛ぶのは有ゆう翼よくポーンと有翼ルークだ。雄ナイトもその侵攻に連なっていた。

　異形の軍団が進む。ネイバーフッド極上の獲物を求めて。

　向かう先は、全身から闘気──黄色い靄もやのような蒸気──を漂わせるバルゴ・ティアーズだ。クリストファーに引き付けられ、周辺一帯の子団マリスが集まってきていた。

　バルゴ・ティアーズは手の甲を見せるように、拳こぶしを持ち上げる。

『殿下。開幕の狼煙のろしはお任せいたします』

　バルゴ・ティアーズの後方一〇〇メートルには、騎士然としたフォルムの戦せん騎き装そうが整列していた。数にして二〇機。彼らはバルゴ・ティアーズの直参部隊となる。

【ガラティーン王立近衛騎士団】──ウィル王家が擁ようする独立の親衛隊だった。

『貴公らには首都防衛に回ってもらいたかったが……。ここからは死んでも捨て置く。それでもついてくると申すか？』

『御身の礎になれるのなら最高の誉れ。どうぞ我らが忠義、お受け取り下さい』

『受け取ろう。余に尽くし、存分に闘って死ね』

　騎士団長にクリストファーが言う。騎士団から『『『恐悦！』』』と、声が上がる。

『聖戦を始める』

　バルゴ・ティアーズが僅わずかに面を上げる。足を広げて腰を落とした。その右みぎ拳こぶしを耳の後ろまで引き絞る。右の肘ひじから、ジェットの炎が噴きだした。

『刮かつ目もくせよ！　これが、神が与え賜たもうた……魔を屠ほふる、星の王おう鎧がいなり！』

　バルゴ・ティアーズの全身から黄色い闘気が噴出する。先ほどとは比べ物にならないほどの量だ。黄色い光は柱となって一直線に天へと伸びた。

『この一撃を反撃の狼煙とせよ！』

　踏み出された一歩が大地を割る。眩まばゆいまでの光がバルゴ・ティアーズの顔を照らした。




『聖せい鎧がいのぉお……天てん拳けんっ！』──バルゴ・ティアーズの右拳が剛弾に変わる。




　怪物の海を、飛ひ翔しようした拳が一直線に割絶した。拳が通った寸秒後、光彩が一瞬煌きらめく。

　爆炎の絨じゆう毯たんが拳の後に敷かれていった。千匹の牙が城じようを、文字通り一撃で突き崩す。

『人よ怒れぇ！　人よ猛たけれぇ！』

　バルゴ・ティアーズが左腕も飛ばす。剛弾となった左ひだり拳こぶしが、敵の波は濤とうにまた穴を空ける。

『全軍！　進軍せよぉおお！』

　右、左と、飛ばした上腕が肘に戻る。バルゴ・ティアーズが大きな一歩を踏み出した。

　王の一撃が開戦のラッパとなる。今度は騎士団が動き出した。

『全機、抜剣！』

　ガラティーン騎士団が肩から片手剣を抜く。煌めく白刃を右手に装備した。全機、左手に突撃銃、右手には片手剣だ。二〇体の騎士が整然とした動作で突撃の体勢に入る。

『王が道を開いた！　全機、飛べぇ！』

『『『『『うぉおおおおぉおおおおおおぉお！』』』』』

　二〇機の騎士がバルゴ・ティアーズの左右から飛び立っていく。炎を潜くぐり抜ぬけた子団マリスを真正面から受け止めた。

　──銃撃の火線で血ち飛沫しぶきを上げるポーンたち。──三機が一斉にルークに飛び掛かった。その剣が、首・眉み間けん・腹を一刺しにする。──五機が空に向け、榴りゆう弾だんを一斉に発射した。有ゆう翼よくのマリスが地面にぼとぼと落ちてくる。

『拝せよ！　星の瞬またたき！』

　バルゴ・ティアーズの背中から『光のマント』が伸びた。マントの光は痛烈なまでに強くなる。バルゴ・ティアーズが足を広げるとマントが大きくたなびいた。

『聖せい套とうの威光ぉ！』

　光のマントが霧散する。同時に、数十本の光線が地面をなぞった。次の瞬間だ。

　光の軌道上にあった、全すべての物質が真上に飛ぶ。

　光のマントが生まれては弾はじける。その度に、戦場に光の軌跡が奔はしる。瞬く間に爆炎が広がった。周囲には炎の海ができあがっていく。

　炎に炙あぶられながらも王機は進む。一撃、一撃が機甲師団の一斉砲火に勝るとも劣らない威力だった。炎に焼かれ、それでも一匹のルークがバルゴ・ティアーズに飛び掛かる。

『むうん！』

　鋼鉄の張り手が、ルークの顔面を鷲わし摑づかんだ。片腕一本でルークの突進を止める。左手で腹部の肉を摑つかみ取とった。

『邪魔だ！』

　ルークの胴体が引き千切られる。装甲に返り血が掛かるも、黄色い蒸気で血はすぐ蒸発した。それでも敵の数は多い。空陸、方位問わずに数十匹が迫りくる。

『塵ちりと還かえれ！』

　闘気に紫電が混じる。バルゴ・ティアーズの全身が光り出した。光は爆発的にその輝きを増す。周囲を覆い隠さんばかりの光量となる。

『聖心の悲罰！』

　バルゴ・ティアーズを基点に光の爆発が起こる。強すぎる光が、周囲の景色を白一色に変えた。光が止やむ……突進してきた子団は全て塵となっていた。

【アームズエナジー】──バルゴ・ティアーズのノルブリンカが生み出す、流体燃料だ。

　それは質量をもったエネルギーとも言える。燃料だけではなく、武器としても使える。関節部から常時、流出される黄色い靄もやは、機内から溢あふれるエネルギーの残ざん滓しと言えた。

　バルゴ・ティアーズの生産エネルギー量は、公式ネイバー中、ダントツのトップだ。その戦術価値は、国連の開示義務をつっぱねてまで欧州連合が隠し続けたほどである。

『見えるか……余の背にある、イギリス臣民六五〇〇万！　欧州に住まう、六億の民の命が！　この光は神罰である！　畏おそれよ！　奉れ！』

　クリストファーが吼ほえる。聖火を掲げるように天高く右手を上げた。黄色の闘気、アームズエナジーが伸びる。可視化したエネルギーは形を為なし、ロングソードに変わった。

　バルゴ・ティアーズの全身から光の蒸気が噴出する。

『王の星剣！　神よぉ！！！！』

　掲げたロングソードが天まで伸びる。バルゴ・ティアーズを基点に、ＭＩ02目標に黄色の柱が立ち昇った。王機は大きな動きで、エネルギーの刃やいばを振り下ろす。




　光の横弾幕────天まで届いた光の剣が落ちてきた。




　大衝撃と大轟ごう音おん。一振りで光が一帯を覆う。敵が肉骨粉になって吹き飛ばされる。

　光の剣が収束し、消失する。集まった子団は完全に消滅していた。

『こちらアーサーワン！　道は開いた！　動ける者は我に続け！』

　戦闘開始から、僅わずか一〇分──

　バルゴ・ティアーズ率いる、ガラティーン王立近衛騎士団は、東部方面にひしめいていたマリス子団の三割──約四五〇〇匹強──を撃破した。







　ペンドラゴンのブリッジで、茜あかねは目玉が飛び出る思いだった。

（なんつうモンっ、隠し持ってたのよ！　欧州連合は！）

　戦闘をリアルタイムに見ていた茜は気が気でない。あの戦闘力はもはや戦術兵器などではない。完全に戦略兵器の類たぐいである。

（これじゃ国連の開示要求も突っぱねるわけだ。こんな戦闘を見せられたら、国連はどんな手を使っても管理下に置きたくなるでしょうよ）

　炎に照らされるバルゴ・ティアーズを見て、茜は思う。バルゴ・ティアーズは大おお股またで陸路を進軍する。その周囲にはガラティーン騎士団が鉄壁の防護陣を構えていた。

　泥沼の消耗戦を繰り広げていた欧州連合軍がバルゴ・ティアーズの参戦を機に、ここにきて戦線を押し上げる。

　茜は、このブリッジに詰める、クルーたちの落ち着きに納得がいった。

（ヨーロッパ最強は伊だ達てじゃない。ありゃ士気も上がるわ……あれだけのマリスに囲まれた極限下であれはなお利く。舞台役者かよって突っ込みたくなるけど）

　英雄──今のクリストファーを見て茜に浮かんだ言葉はこれだ。

　バルゴ・ティアーズの白い背中が……茜の脳裏に一人の人物を呼び起こす。

　過よぎったのは鮮烈なまでの『紅』──彼もまた先陣を走り、自分たちを導いてくれた。あの背中を追い、駆かけ抜けた時と代きが自分たちにもあったのだ。

「いつの時代も、人は英雄を愛し、求める。その雄姿は万人の心を引き付ける」

　茜あかねは悲しみに俯うつむく。光学画面を開いて、コンソール盤を展開した。

（それでも……デストブルムには及ばない）

　光学モニターに、別の戦闘エリアが投影される。それを見てハイルマンが口を聞いた。

「アカネ。１番機の進み具合はどうだ。補給ポイントまでの、一切の援護を断っていたな。１番機の下にも相当のマリスが集まってきているはずだが？」

　茜はハイルマンを見上げる。手すきのクルーたちも茜の様子を盗み見た。

　茜は毅き然ぜんとした態度で答える。

「殿下のバルゴ・ティアーズが大西洋最強なら、特務のデストブルムこそ太平洋最強かと」

「……ほう」

　茜の返答に、ハイルマンは推し量るような眼光を浴びせる。

「トゥーレイト発現後も、第弐富士の防衛を完遂できたのは、ひとえに我が国のネイバー、１番機の圧倒的性能とそのネイバーフッドの功績に依よるものです」

　モニター画面が切り替わる。投影されたデストブルムを見て、茜に黒い顕示欲が湧わく。

（見せてやって下さい、特務）

　その闘いを見て、今度はハイルマンたちが度肝を抜かれる。

（規格外十番テンナンバーの欠番を埋めるに至いたった、黒死の魔女……【魔女の零ウイツチ・ゼロ】の恐ろしさを）
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「どうすれば強くなれるか？」

　セレンはコクリと頷うなずいた。質問された氷ひ室むろ夏なつ樹き改め、エイルン＝バザットは面食らう。

　屈かがんでから「どうして？」と聞いた。セレンはたどたどしく言う。

「お友達が……たくさんできたから」

　セレンはアザラシのヌイグルミを抱き締める。それから右手の指を折り始めた。

「柔じゆう呉ごでしょ。オル・ヤマ・たいちょ。月げつ下か・日向ひなた、飛鳥あすかとアギト。それに紫し貴きや葵あおい、茜も。皆、優しくしてくれて……助けてくれるから」

　エイルンは嬉うれしそうに、微笑を湛たたえる。

「闘うのはイヤ。だけど……なくしたくない、から」

　セレンは次第に声を小さくしていく。

「できないかも、しれないけど。皆、強いし。私は弱いから。……？」

　セレンの頭にエイルンの手が乗せられる。

「大丈夫だ。セレンは俺と会った頃よりも、ずっと強くなってる」

　頭に手を乗せたままセレンは小首を傾かしげた。

「……クロ？」

「ん？　……あぁ。そうだな。確かに君はデストブルムと心を通わせて、あの機体の性能を引き出せるようになった。でもそれだけじゃないんだぞ？」

　そう言ってエイルンは自分の胸を拳こぶしで叩たたく。

「人の強さの源は、心ここにあるんだから」

　言われてセレンは自分の胸元を見る。確かに彼と会ったときよりも大きくなっていた。

　しかし、それと今の話が関係あるようには思えない。

「強さは、胸の大きさ？」

　エイルンは思わずこけそうになる……それは過ぎ去った在ありし日の思い出──
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　全長二九メートルの巨大物体が浮遊している。全身には余すところなく『触手』が蠢うごめいていた。二つの赤色光が内側から怪しく光を発する。

　周囲には続々とマリスが集まってくる。巨大物体は常時、黒い霧を散布していた。

　黒い霧────それは殺したマリスの血だった。

　ポーンが何匹も地面を蹴けって飛び掛かる。巨大物体に接触するや、一瞬でバラバラに惨殺された。その中で一匹が機体に取り付く。

　取り付いたポーンの足下で触手が蠢く。触手が飛び出し、取り付いた一匹の全身を絡め取る。ポーンが芝の中に引きずり込まれた。

　姿が見えなくなると肉が潰つぶれる音と共に、黒い血が噴き上がる──
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　一連の話をセレンはスター小隊に持ちかけていた。前まえ田だオルソンと江え藤とう山やま武たけが爆笑する。

「ムー！」

　山武の腹をセレンがポカポカ殴る。山武は「ごめんごめん」とセレンの額を押さえた。

「まぁ、でも総隊長の場合、精神論に全振りな感はあるかなー」

「確かにその説明だと、ネイバーフッドちゃんには分かりづらいね」

　オルソンも一しきり笑ってから納得する。セレンは二人に聞いた。

「どうすれば強くなれる？」

　オルソンと山武は顔を見合わせる。「ちょっと待って」と山武が顎あごひげを弄いじった。

「ん[image: ][image: ]。てっとり早く強くなるなら、やっぱ『群れる』かなぁ？　で、大人数でボコる」

「おう！　それね！」

　セレンは半眼になる。「カッコ良くない」と率直な感想を言った。

「カー、分かってない！　分かってないよ、このロリ巨乳！　いい？　戦隊物のヒーローだって五人くらいで一体の怪人と闘うじゃん？　つまりアレよ。力を合わせるってこと」

「互いで互いの弱い部分を補うのよ。僕たちが三人一緒で闘ってるのもソレね」

　セレンは雷を受けたような衝撃を受ける。確かにと思った。すると事務仕事をしていた亜あ賀が沼ぬま大だい地ちがタブレット片手にやってくる。

「自分の『武器』と『弱点』を理解することから始めてみろ」

　タブレット端末を机上に置く。大地はマグカップの冷めたコーヒーを飲んだ。

「……まぁ例えば、俺なんかは思い切りの良さや白兵戦機動には自信はあるが、正確な補助機動なんかは割かし苦手だ」

　オルソンは腰に両手を当てた。

「僕なんかは補助機動や支援射撃は得意だけど、ボムを落とすタイミングはいつも山やま武たけ任せね」

　山武が自分のことを親指で差す。

「で、俺の場合、悪知恵や機転は利きくけど、二人に比べれば、反応速度が鈍い自覚はあんだよね……ほんのちょっとよ？」

　セレンは大きく頷うなずいていた。

「たいちょが前、オルが真ん中、ヤマは後ろ……言われてみたら、いつもそう！」

　大地は視線を上に向けて考える。

「いつもじゃねーけど……基本形は、まぁそうか？　総隊長に指摘されてからは三角陣形トライアングルがデフォになってるけど、確かに陽動機動は五番隊の名残でそれが多いかもな」

「へー。なんだかんだ、ちゃんと見てくれてんのね」

「なんか嬉うれしいよ！」

　大地が感心し、山武とオルソンがセレンの頭を撫なで回まわした──
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　巨大物体改め、デストブルムはそこにいるだけで死を撒まき散らす。

　鋼鉄の蔓つる──デストブルムのマシンアーム──が機体全体を覆っている。この千を超える蔓が、近付く敵を斬きり裂いているのだ。

　有ゆう翼よくルークが直上から落下してくる。触手の鎧よろいから、マシンアームが四本飛び出した。落下してきた有翼ルークの片足を捕まえる。そのままルークを振り回した。

　巨体が落ちる度に敵が圧殺されていく。小人の大群を棍こん棒ぼうで潰つぶすような光景だ。

　今度は全身を覆う蔓に隙すき間まができた。穴が三二個、開く。

　空いた穴から全方位に向けて、三二本の光が伸びた。黒い破壊光だ。黒い光は直線上のマリスを穿うがち、貫いた。貫く物体の厚さも数も関係ない。

　秒刻みで死し骸がいの山ができていく。疫病のように死が蔓まん延えんしていった──
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「どうすれば強くなれるか、ですか？」

　茜あかねが聞き返す。エプロン姿のセレンはフライパン片手に頷うなずく。

　ダイニングテーブルには、茜の他にも九重ここのえ紫し貴きと一いちノの瀬せ葵あおいが夕食にお呼ばれしていた。

「う～ん。特務の場合、デストブルムが全部やってくれますから。強いて言えば、デストブルムとの友好関係をもっと強める、とかでしょうか？」

　茜のコメントにセレンは「クロと仲良く？」と聞き返す。

「そうです。ぶっちゃけアイツ、けっこう気分屋なところあるじゃないですか。機嫌の悪いときは妙に動きが悪くなったりするし……前の定期データ収集では、ゴネて開始が四〇分も遅れちゃったし」

「クロ、ガラスハート。ギザギザの。許してあげて」

　経済新聞を読んでいた紫貴が、光学画面を閉じる。二人の会話に混ざった。

「意識の向け方を変えてみれば、デストブルムの戦闘機動も、洗練させられるんじゃないかしら？」

　セレンはピクリと耳を立てる。フライパンを置き、電気コンロを止めた。セレンは切り分けた卵焼きを大皿に乗せ、テーブルに持ってくる。それから紫貴の隣に座った。

「デストブルムの武装はどれも強すぎるのよ。子団の掃そう討とうを見ていて思うのは、オーバーキルになりがちってことかしらね」

「おーばーきる？」

「やり過ぎってこと。ポーンの一匹でもデストブルムは全力で叩たたき潰つぶしたり、ミサイルとか撃うっちゃったりするでしょ？　もっと省エネで戦えれば弾薬も温存できるし、エネルギー循環率もグッと上がるわ。でもそれには、セレンがしっかりデストブルムの手綱を握ってないといけないから」

　紫貴に言われてセレンは考える……理屈は分かるのだが、具体的にどうすればいいか分からなかった。紫貴はそんなセレンを見て「そうね」と、葵に視線を寄せる。

「鬼灯ほおずきの戦闘データとか見てみると勉強になるかもね」

　卵焼きをつまみ食いしていた葵は「わたふぃ？」と、間の抜けた声を上げる。

「葵は一見、考えなしに戦ってるように……というか、本当に考えてないんだけど。機体の機動自体はほぼ、最適な行動を選択しているの。何な故ぜか」

「む……訓練と経験で身体からだが勝手に動くようになんの！　それじゃ私が馬鹿みたいじゃん」

「バカっていうより……動物？」

　葵あおいは茜あかねに被かぶさり、ヘッドロックをする。セレンは二人を放ほうって紫し貴きに聞いた。

「どうすればいい？」

「鬼灯ほおずきやエルフィーナの戦闘データをデストブルムと見てみるのはどうかしら？　モーションのリズムなんかをデストブルムに学習させるの。ここでのポイントは無駄な機動を省いて、効率と燃費を向上させることよ」

　セレンは光明が見えた気がした。「ありがと」と、お礼を言う。

　紫貴は苦笑し、長い髪を耳にかける。

「実機テストをやるときはいつでも言って。許可をとるわ」──
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　一八回、叩たたきつけられ、足が抜けたルーク製の棍こん棒ぼうは、潰つぶしたマリスと一緒にミンチの末路を辿たどる。デストブルムは不意に止まる。背後の蔓つるが蠢うごめき、盛り上がった。

　四本の砲塔が外へ出る。

　背後で浮かぶ砲塔──砲身シャフトが自動的に伸びた。四つの砲塔が一斉に倒れて水平に向きを変える。全すべてを消しさる魔女の杖つえだ。デストブルムは東西南北に杖を向ける。

　砲口に黒い光玉が生まれる。光玉は膨ふくれ、球の中心に向かうように渦を巻いた。

『消して』

　極大化した黒い光……それが四つ、一斉に吐き出された。

　先ほどとは比較にならない、巨大な破壊光線である。

　地面が直線に抉えぐり取られる。黒い線は光の反射を吞のみ込こんだ。破壊光は空間ごと、触れた物質を消し去る。

　四つの杖から煙が上がった。杖は同時に砲身シャフトを縮める。四本とも垂直に起き上がった。杖は、整然とした動きでデストブルムの背後に整列する。

　あれほど木霊こだましていた怪物の鳴き声は消えていた。マリスの軀むくろと血で地面が見えない。脅威は一匹も残っていなかった──
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　セレンは少し意外な光景を目にする。

　トレーニングウェア姿で鍛錬に励む、伍いつ橋はし月げつ下かと八や雲くも日向ひなた。

　月下は片手のみで腕立て伏せをする。日向はバタフライマシンで大胸筋を鍛えていた。左右のバーを、胸の前で開け閉めしている。セレンはトレーニング風景を眺めながら聞く。

「どうして筋トレ？　走ったり、撃うったりじゃなく」

　月げつ下かが機動戦、日向ひなたが砲撃戦を専門とするのはセレンも知っていた。ならば機動訓練や射撃訓練をした方が良いように思えたのだ。そんなセレンに月下は言う。

「私らは、傷病兵っ、ふ！　だからっ」

　月下の顎あごが床スレスレまで近付いては、持ち上がっていく。顎先からは汗が垂たれていた。

「基礎っ！　体力は！　ふー、普通の人、以上に！　ふー、つけないと！」

　日向はバーを閉め、腕を開く度に大きく息を吐く────

　ひとしきりの鍛錬を終えると、セレンは二人にタオルを差し出した。

「で、なんだ。強くなるには、だっけ？」

　月下がタオルで顔を拭ふく。彼女の答えはシンプルだった。

「よく飯食って、よく運動して、よく寝る。兵士は体力勝負だからね」

　月下は首にタオルをかけると、セレンの二の腕をプニプニと摘つまんだ。

「ここに肉なんてつけてる子には覿てき面めんさ」

　セレンは月下の手を嫌そうに押しのける。日向は苦笑して補足した。

「セレンちゃんもご存じの通り、作戦時は、ストレスもそうですが何時間も作戦行動に従事しなくてはなりません。疲れてくると思考力は低下するし、集中力も散漫になる……私たち兵士は、どんな状況でも、求められるパフォーマンスを発揮できなくちゃいけません。疲れてたから狙ねらいを外しちゃいました、じゃ済みませんからね」

　セレンはまたも、なるほどと思う。いそいそとヌイグルミを床に置いた。セレンは月下を真ま似ねて、腕立て伏せに挑戦する。

「ふぐううううっ」

　顔を真っ赤にしていきむ……しかし身体からだはペタンと床に貼はり付いたままだった──
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　コックピットにいるセレンは何の感慨も抱かない。遠くを見る目をしていた。

　僅わずかに首を右に向ける。すぐ茜あかねから通信が入った。

『特務！　新たな熱源を探知。クイーンかと思われます』

　茜が言う前に、全方位モニターには敵の姿が映し出されていた。

　腹を天に向け、ブリッジの姿勢で猛然と走ってくる。胸部には大口。全身には爬は虫ちゆう類るいを思わせる斑まだら模様が描かれている。クイーン【標準型】と似て非なる個体、【標変型】だった。

『照合とれました。オペレーション・ヘラクレス時に観測されたクイーンの同タイプと思われます。ＭＩ目標に生息するクイーンは、通常とは比較にならないほどの戦闘力を有しています。くれぐれも注意を』

　茜あかねが過去の戦闘データを送ってくる。サブ画面で戦闘記録の映像が再生された。

『標準型に似ていますが、身体能力はその比ではありません。ヘラクレス時は、上陸したばかりの９番機を数分で大破まで追い込んでいます。摑つかまれたらネイバーの装甲でも簡単にめくり取られますので、絶対に近寄らせないでください』

　一方のセレンはまるで動揺を見せない。

（コイツ……図鑑に載ってたヤツ）

　水晶玉に手を乗せ、デストブルムに命じる。「許可」と──
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　セレンの強さ探しの旅は終わらない。セレンは睦むつ見みアギトに会うべく、学園の廊下を歩いていた。すると前方に人影を見つける。

「うぉっほん。あー……今日は丁度、時間が空いてるなー」

　聞こえるような独り言を言ったのは七なな扇おうぎ大和やまとだ。セレンはそんな彼の前をスタスタと横切る。大和は一瞬動揺し、すぐセレンの後ろを歩き出した。

「ふ、普段はなかなか時間が取れないがっ、今なら誰かの相談くらい乗ってやれそうだなー。例えば、伸び悩む後輩に的確なアドバイスとか……なっ」

　セレンは『なんでこの人、独り言を言ってるのだろう』と思うも歩を止めない。

　一方の大和は、セレンがここ数日、規格外十番テンナンバーに助言を請いに回っているのは知っていた。強引にセレンの前へと回り込む。

「おぉ。奇遇だな。セレンティーナ特務。俺に何か聞きた、いだだだだ！　いだいいだい！」

　セレンが突然、大和の髪の毛を引っ張り出す。大和が「抜けるわ！」とセレンの手を振り払う。セレンは不機嫌そうに片かた頰ほおをプクと膨ふくらませた。

「会う度に髪の毛、引っ張ってくるの止やめろ！　貴様、俺の毛根に恨みでもあるのか！」

　涙目で抗議する大和。セレンはツンと顔を背けた。

　セレンが大和を嫌っているのには理由がある。それは中国の内乱軍が攻めてきた時、大和がエイルンに殴る蹴けるの暴行を加えたからだ。

　後に、敵を欺くためのものだと聞かされるも……セレンは未いまだに根に持っていた。

「……まぁいい。喧けん嘩かをしに来たんじゃない。ちょっと渡したいものがある」

　大和はポケットからメモリ媒体を取り出す。セレンは首をかしげてソレを受け取った。再生すると光学データが開かれる。表題には【マリスずかん】と書かれていた。

「オフィシャルに開示されているマリスの生態データを図鑑化したものだ。子団はもちろん、過去に確認された成熟型のクイーンも網羅してみた。学園教材の三〇倍は見み易やすく、面白くできてしまってごめんなさいね」

　大和やまとがフッと笑って髪のセットを整える。一方、セレンは図鑑を見て魂たま消げた。

　パステルカラーが多めの彩色で、見る側の興味を煽あおるページ作りになっている。

　注意すべきポイントや弱点部位などにはマークと一緒に注釈も書かれていた。小学生でも理解できるような内容になっている。すると後ろから声を掛けられた。

「『彼を知り己を知れば百戦殆あやううからず』……カビの生えた兵法書に書かれていた格言だ」

「げ」「アギト？」

　やってきたのは睦むつ見みアギトだ。アギトはセレンの耳元に顔を寄せ、小さな声で囁ささやいた。

「オマエの見聞きした情報は魔術師マジシヤンも共有できる。これを読めばそれだけで強くなれるぞ」

　セレンは驚きに目を丸める。片やアギトは、顔を上げるとにんまりと笑った。

「お優しいことで」

　大和は「ふん」と背を向ける。するとセレンが慌てて大和の服の裾すそを摘つまんだ。

　大和は油の切れたロボットのように振り返る。

「な、なんでしょう？」

　ぎこちない声で聞いた。また髪の毛を引っ張られるかと思ったのだ。しかし違った。セレンは図鑑データを見せるように持ち上げる。

「とっても大事にする……ありがと」

　大和は僅わずかに目を開く。皮肉屋の笑みを浮かべて、再び歩き出す。

「そりゃ良かった」──
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　セレンが攻撃命令を下すと、蠢うごめく触手の中で、二つの赤色が光った。

　対する標変型は、地面を一ひと蹴けりした。それだけで地震が起こる。標変型が空に舞い上がると、デストブルムの蔓つるの鎧よろいに隙すき間まができた。三本の黒い光が空へと伸びる。

　刹せつ那な、標変型の腹が風船のように膨ふくらんだ。

「ぶううう！」

　標変型が強風を噴きだす。強引に軌道を変えて三本の光線を回避する。

　今度は胸部の口が強風を噴きだす。落下速度を増してデストブルムに肉薄した。

　しかし、次の瞬間……全身を覆っていた千本蔓が上方へ飛び出す。

　鋼鉄の蔓が物もの凄すごい速さで空中のクイーンを巻き取る。人食い植物を思わせる、おぞましい動きだ。拘束された標変型は、デストブルムの足元に叩たたきつけられる。クイーンの背骨が変な方向に曲がった。蔓のヴェールが取れると、その全容が明らかになる。




　デストブルムは以前とは完全に形を変えていた。

　煌こう々こうと光るアイカメラは血走っているように見える。

　魔女帽子に背骨を垂たらしたようなボディ。装甲の端々から棘とげが生えていた。外装のところどころが曲がり、しゃくれたデザインとなっている。

　両手・両足の代わりにあった四本のマシンアーム──その数は三二本に増えていた。

　メインアーム三二本から、枝分かれするようにカッターウィップが伸びている。これが千本蔓づるの正体だった。駆動音とも、獣の嘶いななきともとれる音がデストブルムから漏れる。興奮するようにアイカメラは強弱の発光を繰り返していた。

　そのフォルムは万物への拒絶、大いなる憎しみを体現しているかのようだった──
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　放課後──エイルンの服の裾すそをセレンが摘つまんでいる。二人は帰路についていた。

「そういえば……強さ探しの旅は終わったのか？」

　エイルンが夕焼けを眺めながら聞く。セレンは昨日からのことを振り返ってみる。

　大だい地ちたちは『得意』と『不得意』を自覚しろと言っていた。

　紫し貴きから『効率よく闘うこと』と『疲れない工夫』のヒントをもらった。

　月げつ下かと日向ひなたから『基礎体力』の大切さを学んだ。

　大和やまとから『マリス図鑑』をもらい、アギトからは『知識は武器になる』ことを教えてもらった。どれにも意味があり、だから彼らは強いのかとセレンは思った。

　しかし……。

「夏なつ樹きのだけ分からない」

　エイルンの言葉だけは分からなかった。どうしてあの時、彼は胸を叩たたいたのか。どうして弱い自分を『強くなってる』と言ったのか……それを聞いてエイルンは苦笑した。

「すまない。俺はあのとき心の話をしたかったんだ」

「こころ？」

「ああ。心が生み出す、不可能を可能にする力。障害を乗り超え、ときには打ち砕くほどの力を与えてくれる、勇気のことだ」

「……勇気」

「思い出してみてくれ。君がデストブルムと心を通わせたあの日、クイーンに戦いを挑んだときのことを……。あれは君が、九重ここのえを助けたいと思ったからできたんじゃないかな？」

　セレンは聞かれて「あ」と声を漏らす。

　エイルンが言ったのは多頭型が氷ひ室むろ義塾に攻めてきた時のことだ。

　紫貴は学園を守ろうと一人、クイーンの前にその身を晒さらした。その窮きゆう地ちを救ったのは、他ならぬセレンとデストブルムだった。

「会ったばかりのときの君だったら、たぶんあそこで飛び出せなかったと思うんだ。でも君は自分の殻を破って、九重ここのえや学園、そして俺のことも助けてくれた……それを可能にしたのが──」

　エイルンは振り返り、セレンの胸を指で差す。

「勇気？」

　エイルンは、よくできましたと言うようにニコリと笑った。それからセレンの手を握ってオレンジ色の空を仰いだ。

「人は弱い生き物だ。辛つらいとき、苦しいとき。うまくできなかったり、報われなかったりしていると……やがて足を止めてしまうんだ。そしてもし、完全に歩みを止めてしまえば足を止めた場所が終着点になってしまう」

　セレンは生涯、その横顔を忘れない。それほどまで、エイルンの姿はセレンの目に焼き付いていた。

「でも心が震えればまた立ちあがれる。走り出すことだってできるんだ。無む垢くな子供を、優しい戦士に変えてしまうほどに……心はときに、凄すごい力を生んでくれる」

　そう言ってエイルンはセレンの頭を撫なでる。セレンは子供扱いされたみたいで、嫌がるように彼の手を押し返した。

「どうすれば……勇気を出せる？」

　エイルンを見上げてセレンは聞く。エイルンはまた笑って、今度は強めにセレンの頭をクシャクシャと撫でた。

「それは人それぞれだ。自分が頑張れる理由を探せ。セレン」

「むうう」

　セレンはボサボサになった頭を抱え、非難するようにエイルンを見上げた。

《あなたの傍そばにずっといたかった。皆と一緒に笑っていたかったから……私は強くなりたいと思った。強くなろうと……思ったの》──





　　　　＊＊＊＊＊






　コックピットでセレンは一人、呟つぶやく。

「たいちょ……クロが苦手なの、分かるようになったの」

　大好きになったスター小隊の三人は……自分を置いて死んでしまった。

「月げつ下か。腕立て伏せができるようになったの。日向ひなた。私、もう三キロ、休まず走れる」

　月下と日向と柔じゆう呉ごは、売却先の軍隊で行方不明になったと聞かされた。

「紫し貴き・葵あおい。クロ、いっぱい殺し方覚えたの。たくさん、上手に殺せるようになった」

　いつも傍にいた姉二人も、もういない。もう自分の周りには誰もいないのだ。

　そして一番、傍そばにいたいと願った……あの人さえも。

「どうしてみんな……いなくなっちゃったの？」

　全すべてを失ってから、セレンに残ったのは大き過ぎる『虚無感』だった。

　当時は常に、悲しい記憶が脳裏を駆かけ巡った。胸の中に、黒くて重い何かが住み着いたかのような……ただ、苦しかったことしかセレンは思い出せない。

　だから、仲間たちに言われたことを実践した。

　そうしていると、皆と繫がりを持てているような気がしたのだ。いないはずの彼らが一緒にいるような気がして……寂しさを紛まぎらわせることができた。

　鍛錬を止やめず、殺さつ戮りくを止めず、一心不乱にセレンはマリスを殺し続けた。

　そんなセレンの心情を体現するかのように、デストブルムもまた変容する。進化とも呼べる自己改修を重ね、今の戦闘形態フオルムへと帰結した。

　少女と魔獣は、気付けば遥はるか高みへと登る。本人の意思とは関係のないところで。

　しかし……所しよ詮せんは歪いびつな行為の積み重ね。歪ひずみはやがて還かえってくる。

　セレンの心は静かに摩耗していった。

　もともと寂しさを誤ご魔ま化かすために始めたこと──どこまでいっても自慰行為だった。

　ふと冷静になった瞬間、冷めた現実がセレンの脳裏を過よぎる。

『こんなことをしても仲間たちは戻ってこない』『繫つながりなんて錯覚だ』『この悲しみは死ぬまで続くのだろう』『自分はもう一人ぼっち』

　そうやって……セレンの心は緩やかに、確実に壊れていった。

「早く……夏なつ樹きに会いたい」

　セレンは生気のない顔でメインモニターを見る。拘束された標変型が、口から血と舌ベロを垂たらす。半分潰つぶれた頭部がアップで表示されていた。

『ぐちゃぐちゃ』

　セレンの冷たい声音が外部スピーカーから放たれた。

　デストブルムはかつて自分がされたように、標変型を八つ裂きにする。







　ペンドラゴンのブリッジで、ハイルマンは肝を潰す。

「なんて……ことだ」

　メインモニターに投影されるのはデストブルムの暴れる姿だ。

　力任せにクイーンの肉体部位を千切っていく。手首・前腕・後腕・肩・膝ひざ・足首・腿もも。

　スプラッター過ぎる光景に、オペレーターが何人も嘔おう吐とした。

　瀕ひん死しのクイーンがデストブルムの眼前まで持ち上げられる。口から血を垂らし、ぴくぴくと蛙かえるみたいに痙けい攣れんしていた。その首にマシンアームの一本が巻きつく。

「まさか」

　ハイルマンが目を眇すがめる。デストブルムはクイーンの頭と胴体を上下に引っぱりだす。固い瓶の蓋ふたを、力尽くでこじ開けるかのように……そして──

　黒い血の雨が降った。血がデストブルムを汚していく。

　吐き出す者がもう三人増えた。画面に映るデストブルムは興奮が冷めないのか、死し骸がいを捨ててから蔓つるを地面に叩たたきつける。ハイルマンが言う。

「これが貴国の誇る切り札というわけか。アカネよ」

　茜あかねは動かない。憂いの眼まな差ざしでデストブルムを見つめていた。




「【デストブルム・理想段階の弊害ロマンフエイズハレーシヨン】」




　全すべてはエイルンを亡くし、変わり果ててしまった主あるじが原因だった。

「特務の負の感情を受信し続け、デストブルムは勝手にその姿を改進修化させていきました。自律行動は『自我』の範囲まで拡大し、今やあの機体は、特務以外の制御を全く受け付けません……全てを壊すまで止まらない、破壊要よう塞さいと化しています」

「馬鹿な。それではもう、機械というより──」

　ハイルマンはデストブルムを見直す。その姿に兵器の冷淡な機能性など窺うかがえない。

　戦場で暴れ回る魔獣──ハイルマンの脳裏にはそんな表現が浮かんでいた。

「いや。あるのかもしれない……ネイバーならば」

　茜は胸に手をやる。やるせなさを握りつぶすように拳こぶしを作った。

「この、どこまでも優しくない世界が……特務を怪物にかえてしまった」────

　バルゴ・ティアーズとデストブルムの快進撃は続く。

　二機はそれぞれの補給ポイントまで順調に到達した。ＭＩ02目標にいる、敵の大部分を引き付ける南方・北方も、大太龍ダータイロンとクイーンエリザベスの活躍で持ちこたえている。ヨーロッパ連合軍及び国連軍は、じりじりとその戦線を押し上げていった。

　そしてネイバーが投入されて三時間──クリストファー・ウィルから直々に報告が入る。




『全軍に通達。あと少しだけもたせてくれ。この戦い、余が終わらせる』




　そこは汚染されたこの楽園で、最も閑寂な場所だった。

　紫の腐食土が広がる。母も子も見当たらない。

　毒草から分ぶん泌ぴつされる液体が黒い池を作っていた。大池から突き出るように、三〇メートルの峯みねが聳そびえている。峯を台座に、ソレがいた。

　腰掛けて動かない『竜人』──彫像のように、ただそこに在ある。

　人の身体からだにドラゴンの頭と尻尾しつぽを付けたような生物だ。

　白い鱗うろこに覆われ、太い筋骨に支えられているのが一目で分かる。何年・何十年と、そこから動いていないのだろう。台座から伸びる蔦つたが足や尾に絡みついている。

　個体数は僅わずか二体。ＭＩ01目標とＭＩ02目標でのみ、観測されている。

　マリスの起源にして頂点。クイーンはこの個体が生み出す胞子が、萌ほう芽がすることで生まれる。誕生したクイーンが世界中へと散らばっていくのだ。

　島から出たクイーンが子を生み、子らが成長してまた新たなクイーンとなる。延々と続けられる闘争の連環は、全すべてこの種から派生している。

　絶対種【キング】────全てのマリスを生む元凶だった。

『騎士団は周辺を警戒。余とコイツの戦いに邪魔を入れるな』

　クリストファーがそう言うと、騎士の戦せん騎き装そうたちが二機一組で飛び立っていく。距離を取ると共に、周辺一帯を守る門兵となった。

　バルゴ・ティアーズの射程範囲に味方がいなくなる。クリストファーの笑い声が漏れた。

『滑こつ稽けいなり。獣が王の真ま似ね事ごとか』

　声を掛けられてもキングは動かない。その場に生える、植物を演じていた。バルゴ・ティアーズが右足を引く。併あわせて右みぎ拳こぶしを耳後ろまで引き絞った。

　バルゴ・ティアーズの全身からアームズエナジーが漏ろう洩えいする。黄色い光が、王冠を照らした。右みぎ肘ひじからジェットの炎が吐かれる。

『余を見よ！』

　飛ひ燕えんの剛弾が飛び……右拳がキングの獣鼻に突き刺さる。

　岩の台座が跡形もなく吹き飛んだ。噴煙の内側から、キングが放ほうり出される。毒沼の中に一六メートルの巨体が転がった。

　音を立て、拳がバルゴ・ティアーズの右肘に戻ってくる。

　横たわった竜人──その両りよう眼めに初めて瞳ひとみが宿る。

　植物のように『動』の無かった身体に息吹が宿っていく。ドクンと……脈打ったように一度、四肢が膨ふくれ上がる。

　長年、使われていなかった喉のどから「ぐるる」と獣の唸うなりが上がった。

　尻尾がゆっくりと上がり、キングは上体を起こす。

　不可侵の領域に、初めて足を踏み入れた不届き者をその視界に収めた。

『少々、頭の位置が、な……気になったのだ』

　毒池を挟み、王と王が対たい峙じする。悠然と一歩を踏み出すバルゴ・ティアーズ。対するキングの両眼が、機人の下から上までを観察した。

　バルゴ・ティアーズは二四メートル。対してキングは一六メートルだ。その距離が互いの手の届く範囲まで狭まる。バルゴ・ティアーズは下を向いた。その影に、キングの頭部が隠れる。クリストファーの声が圧を孕はらんで響いた。

『まだ少し高いな』

　対するキングの口内に、唾だ液えきが分ぶん泌ぴつされ始める。獣の唸うなり声ごえが上がると牙きばの隙すき間まから唾つばが零こぼれた。

『誅ちゆう罰ばつを下す……神と、余の前に平ひれ伏ふせよ』

　クリストファーの脅すような声音に、キングは咆ほう哮こうを上げる。

　次の瞬間、両者の拳こぶしと爪つめは交差する。人の王と異形の王の戦いが始まった。







　１番機予定進撃ルート・第二補給ポイント。

　二つの直方体が聳そびえ立たつ。高さにして一五メートルほどだ。これはネイバー用の装備を運搬する、汎用コンテナである。窓の無い簡素なビルに見えなくもない。

　二つの直方体に挟まれ、デストブルムは休眠状態に入っていた。アイカメラは現在、平常状態を示す緑色に光っている。

　魔女帽子には線路のような搬送路が連結されていた。レールはコンテナから伸びている。デストブルムの足元付近では、作業員が拡声器越しに指示を出す。

『連結確認！　補給を開始しろ！』

　線路を伝って、コンテナからミサイルが搬送される。数珠つなぎに縦に並んで、二方から魔女帽子に送られていく。

　コックピットではセレンがレーションを齧かじっていた。嚙かんだ拍子に生地のカスが飛ぶ。数度、咀そ嚼しやくしてから飲料ボトルのストローに口を付けた。

　四機のネイバーが投入されて三時間が経たつ。バルゴ・ティアーズがキングと交戦に入ったことは知らされていた。補給が終わり次第、セレンも加勢する予定だ。

　この作戦の第一目標はキングの撃破となる。ＭＩ02目標の制圧はあくまで二次目標だ。

　友軍の被害状況如何いかんで、撤退も作戦の視野には入っていた。

　推定二〇万規模の子団と一〇のクイーンを潜くぐり抜ぬけ、ネイバーをキングの下まで送る。オペレーション・リミットブレイクにおいての最大の関門は既にクリアしていた。

　戦況は人類に有利に傾いていたかに思われる……しかし。

　レーションを齧るセレン──その光のない視線がモニターを向く。

『ＣＡＵＴＩＯＮ』の電光文字が不意に表示された。セレンは僅わずかに眉まゆを動かす。モニター越しに遠くを見た。

　外では、デストブルムのアイカメラが不意に赤に切り替わる。機体が動き、コンテナから伸びていたレールが倒壊した。足元にいた作業員たちが悲鳴を上げて、退避していく。

　補給用のレールが地面に落ちる。デストブルムは勝手にマシンアームを伸ばし始める。そのアイカメラは一点を向いていた。







　閃せん光こうが走った。景色を食い潰つぶすほどの光が上がっては、消え、また瞬またたく。

　バルゴ・ティアーズとキング──その戦力差は歴然だった。

　ゴムまりのようにキングの身体からだが、地面を跳ね回った。

　泥を掘り、やがてその身体は止まる。キングの体表面は、炭化して枯れ木のようになっていた。眼球に光は無い。ワニのような口からベロが垂たれている。

　対面、一五〇メートルほど離れたところにバルゴ・ティアーズが立っていた。

　全身から金色の靄もやを上げる。周囲の気温が異常なまでに上がり、陽炎かげろうが揺らめいていた。

　一帯に広がっていた毒沼は蒸発し、干上がっている。

『刻め、その身に。その痛みこそ、欧州に住まう民の嘆き、悲しみ、怒りっ！』

　アイカメラが黄色に光る。バルゴ・ティアーズがゆっくりと近付いてくる。その歩みはキングの傍そばまで来て止まった。人の王が異形の王を見下ろす。

『敢あえてもう一度言おう』

　バルゴ・ティアーズがキングの顔面を鷲わし摑づかんで持ち上げる。竜人の尻尾しつぽと四肢が、重力に引かれて力なく垂れた。

『これは誅ちゆう罰ばつである』

　クリストファーの声が響いた時、キングの身体に変化が起こる。

『っ！！！！』

　急にキングの身体が大きくなった。併あわせて、全身の皮膚が砕け散る。まるで卵の殻を内側から破ったみたいに。外気に晒さらされたのは『黒真珠のような堅甲』だった。

　白い指の間に覗のぞく両りよう眼め──光の無かった眼球に、赤い獣の瞳ひとみが戻る。キングの体たい軀くは二周り以上も大きくなっていた。

『何だ、コレはっ！』

　激変したキングを前に、クリストファーが勝負を急ぐ。

　バルゴ・ティアーズの関節部から黄色い闘気が噴出する。噴出した闘気に紫電が混じった。その全身が光り出す。輝きは眩まばゆいまでに強くなる。

『塵ちりとなれ！　聖心の──っ！』

　クリストファーが叫んだのと、ほぼ同時……バルゴ・ティアーズの胸部を大衝撃が襲う。

『ぐぉおおおぉ！』

　今度はバルゴ・ティアーズが吹き飛んだ。胸部を凹へこませ、一直線に後方へと飛ばされる。背中のスラスターが噴射した。減速し、バルゴ・ティアーズは地面に手を突くようにして着地する。すぐ反撃に転じた。バルゴ・ティアーズは前傾姿勢のまま右みぎ肘ひじを引く。

『食らえ！　聖せい鎧がいの！』

　バルゴ・ティアーズの右みぎ肘ひじからジェットの炎が噴き出す。

『ぐおぉお！』

　刹せつ那な、バルゴ・ティアーズが顔面から地面に沈む。バルゴ・ティアーズの上方では、縦に一回転するキングの姿があった。距離を詰め、尻尾しつぽによる鞭べん撃げきを食らわせていたのだ。

『こやつ！　まさかバルゴ・ティアーズの武装特性に！』

　岩盤を殴り壊し、バルゴ・ティアーズが立ち上がる。

　無敵と思えるバルゴ・ティアーズにも幾つかの弱点がある。

　その一つに『予備動作』が挙げられる。

　バルゴ・ティアーズの武装には全すべてアームズエナジーが必要になる。武装に応じ、エネルギーの充じゆう塡てんや変換処理を要するのだ。そのため、使用には予備動作インプツトモーシヨンを挟まなければならない。そこにはどうしても隙すきが生じてしまう。

『聖せい套とうの！　ぐぉあっ！』

　光のマントを出す前に、仰あお向むけにさせられる。激震と共に二四メートルの巨人が倒された。バルゴ・ティアーズが右手を突いて、上体を起こす。

　正面には黒い竜人が風格すら漂ただよわせ、立っていた。

『学習したと申すか……この短時間に？』







　旗艦ペンドラゴン・ブリッジ。

　メインモニターにセレンの顔が映る。通信任務と併あわせ、バルゴ・ティアーズの戦闘をモニターしていたクルーたちは驚きの声を上げた。

『茜あかね。ポイント11－５にいるの、全員逃がす。何かいる』

　茜の全身が粟あわ立だつ。茜が恐怖を覚えたのは、セレンが自発的に行動を起こした事実にある。エイルンが亡くなってから、セレンは全ての事象に頓とん着ちやくを見せなくなっていた。

　そのセレンが、わざわざこんなことを言ってくる……完全な異常事態だった。

「ポイント11の５にいる部隊を下がらせて！　早く！」

　茜は叫ぶように通信将校たちに言った。急に大声を出されて気を悪くしたのか、一人のクルーが言い返す。

「急に何を！　根拠を説明してください」

　茜の脳天に血が昇る。茜はこの問答で失われる時間さえも瞬時に計算してしまう。

　茜は苛いら立だちと共に、セレンに視線を戻す。予想通りの答えがセレンの口から出た。

『じゃないと死ぬ……たくさん』

　問答している場合じゃない。そう思った茜はハイルマンを向く。

「閣下！　今すぐポイント11－５から！　４・６・33・11の各隊を下がらせて下さい！　今は私の言葉を信じて！　一秒も惜しい事態なんです！」

　茜あかねは矢継ぎ早にまくしたてる。その様子に、ハイルマンも眉まゆを寄せた。

「失礼だぞ！　分をわきまえなさい！」

　別のクルーが茜を叱しつ責せきする。茜は無視して続けた。

「今の特務が、わざわざ回線を開いてまで知らせてきた！　それが問題なんです！」

　茜がモニターを指差す。デストブルムのアイカメラは真っ赤に光っていた。

「あのデストブルムが警戒している！　警戒するということは、裏を返せばデストブルムが脅威と認めているということなんです！」

「いいかげんに──」

「うっさい黙れ！」

　話を遮ろうとしたクルーに、茜は怒鳴り返す。

「この一年！　デストブルムがマリス相手に警告を出したことは一度もない！　すぐにでも隊を動かさないと！」

　茜がまくしたてる中、ハイルマンが別のクルーに指示を出そうとした。

　しかし……異変を察知したコマンドポストの報告が全すべてを打ち切る。

「エリア11－１に新たな反応を確認。これは……クイーンです」

　メインモニターに現場の上空映像が映し出される。映像を見て、クルー全員が絶句した。

　茜もまた、強烈な悪寒を感じ……後ろを振り向く。

「こ、れは」

　天まで伸びる【蛇体】──それは地面から生えるように、戦場に現れていた。

　蛇体とは、尖せん端たん部ぶに大口を備える『巨大ミミズ』であった。空想上の生物『ワーム』と言えば想像がつくだろうか。

　足元に映る戦せん騎き装そうがまるで小人だ。ネイバーと比較しても、龍りゆうと人くらいの体長差はあるだろう。茜は、過去に観測されたクイーンのデータを全て憶おぼえている。

　当然、初見となるその個体についても知っていた。

「Ａランク指定クイーン……線滅型」

【線滅型】──模倣型と同じ、希少体に指定されるクイーンである。

　電力エネルギー換算で億キロワットの電子砲を放つ。蛇体の一〇メートルおきに節々があり、節の一つ一つが、電子砲の発射口となっているのだ。

　過去に現れた個体は三〇～四〇メートル級の大きさだった。しかし。

「全長……四〇〇メートル。聞いた事ないよ、こんな大きさ」

　茜は歯をカチカチと震わせる。ハイルマンがコマンドポストに退却命令を出した。

　慌ただしく動き始めるクルーたち。その中で、茜一人だけが放心している。

　もう全すべてが遅いと……明めい晰せきすぎる頭脳が判断してしまっていた。

　メインモニターからピンク色の光が発せられる。

　線滅型の節々が光り始めた。三〇以上ある節々に光が溜たまってゆき、その光はどんどん強くなっていく。線滅型は真上を向いた。世界樹のような巨きよ軀くを痙けい攣れんさせる。

　咄とつ嗟さに茜あかねは、両腕で視界を防ぐ。




　天まで覆う光の爆発────極大の光線が全方位に伸びた。




　茜は視界の端──ブリッジの窓──から、光の大砲が横切ったのを見る。

　すぐに周海の波が逆巻く。津波となって護衛艦群を揺らした。このペンドラゴンもまた、激しく揺さぶられる。

　茜は転んで、手すりに強く額をぶつけた。同じように自分の制御盤卓で頭をぶつける将校が続出する。余波といえど、震度６に匹敵するような揺れだった。

　揺れが次第に収まる。茜はぶつけた額を押さえながら立ち上がった。

　モニターを見て痛みが吹き飛ぶ。脳裏に走ったのは、膨大な負のイメージ。

　被害の規模と、それを裏付ける論理的根拠の数々が浮かんでしまった。

「……ちゃぶ台返しじゃない」

　光が横断したのは北方エリアだ。その中には国連軍・北エリア本営地も含まれていた。

　そこは上陸した国連軍が本陣を構えていた場所で……クイーンエリザベスが配備されていた最重要拠点の一つである。

　この大破壊には友軍だけでなく、相当数のマリスも巻き込まれていた。

　茜はすぐ、自分のコンソールで状況を解析する。

「三個・戦車連隊、一個・戦せん騎き装そう連隊。師団司令部に諸兵科連合部隊も……更に蒸発した艦艇が八隻せき。推定死者数…………二七〇〇〇人っ」

　茜は気持ち悪くなって口を押さえる。焦点の合わない視線でメインモニターを見た。

　線滅型が再び、蛇体の節に光を溜め始めている。

　別モニターの中では、四肢を失い、装甲を溶解させたクイーンエリザベスが、地面に埋もれていた。

「クイーンエリザベス、大破です。ネイバーフッド、生死不明！」

　コマンドポスト将校が報告する。

　大きさだけではない。電子砲の発射口──蛇体に刻まれる節々──の数と、その威力も。全てが過去に観測された個体とケタ違いだった。茜は泣きたくなる。

「こんなのがいるなんて……聞いてないよ」

　クイーンは通常、子団の給きゆう餌じを優先させる。子供の餌えさ場ばに無差別物質消去ＩＭＥ等の攻撃を加えることはまずない。しかし……中には、その原則に縛られないクイーンも、数は少ないが存在する。線滅型もまた、その一個体に数えられる。このクイーンの危険等級がＡに分類される理由もここにある。線滅型は、自身の脅威を何よりも優先して排除する。

　行動過程において『子を殺すことも厭いとわない』のだ。

　このオペレーション・リミットブレイクに参戦した戦力は、大別してヨーロッパ連合軍と国連軍の二つに別れる。北方の本営地には国連軍の中枢戦力が……その中には、国連側の作戦司令部も含まれていた。つまり戦力の半分が、指揮機能を失ってしまったのだ。

　戦場は大混乱のカーニバルとなった。

　ヨーロッパ連合側の作戦司令部からは、作戦継続は困難と打診がくる。

　残存する欧州連合軍・国連軍の両部隊から、雨のような撤退・応援要請も。ペンドラゴンにパンクしそうなほどの通信が入ってくる。だが凶報はそれだけに留とどまらなかった。

「安全保障理事会から入電！　観測中のクイーンが、次々と進行速度を上げて直近の保管領へ向かっています！　共食いを止めた個体も現れているとのこと！　現在八つの保管領が襲撃をうけています！」

　一人のクルーがハイルマンを向く──

　オペレーション・ヘラクレスの際に起きた現象と同じことが起こっていた。

　キングが戦闘を開始すると、同調するかのように派生したクイーンが興奮し出す。それから食糧を求めて、大暴走ランページを開始するのだ。

　世界中に散らばっていたクイーンは一斉に近傍の都市部へと侵攻する。そのせいでオペレーション・ヘラクレスでは億人規模の犠牲者が出る、大惨事となってしまった。

　今回もマリスに同じ行動パターンが起こることを想定し、最大の警戒態勢を各国が敷いている。しかし、ネイバーが無い以上、マリスの侵攻を完全に止めることはできない。

　コマンドポストの一人が大声で報告した。

「線滅型！　第二射来ます！」

　戦域マップ──唇の赤マーカーから一本の線が伸びる。地図に線引きでマジックを走らせたような光景だ。すると赤青問わず、数珠つなぎで『×マーク』が表示される。

　×マークはすぐに消失し、マップ上から消えた。消失したのは戦車・一個大隊分の青マーカーだった。ブリッジの混乱が助長される。

　沈黙を守っていたハイルマンは席から立ち上がる。睨にらむように、動揺する将兵たちを見下ろした。クルーたちはやがて声を発するのを止やめる。

　ハイルマンが言った。

「殿下が。バルゴ・ティアーズがキングを撃破すれば状況は変わる。それまで撤退は許さん。国連軍の残存部隊は指揮系統を我らに繫つなぎ、傘下部隊として再編させろ。チェックメイトまで手は届いている……小鳥みたいに騒ぐな」

　ハイルマンが言い捨てる。何人もの将校たちが落ちつきを取り戻していく。その命令をすぐに流し始める者も出た。しかし……混乱が収束しかけた矢先だ。

　一人のコマンドポストが青ざめた顔で報告する。

「将軍。現時点を以もつて……作戦は失敗に終わりました」

　ハイルマンは目を眇すがめる。メインモニターの映像が切り替わった。

　ハイルマンもまた、鉄の仮面が剝はがれ落ちた。

　切り替わったメインモニターに映ったのは……半壊したバルゴ・ティアーズだった。

　両腕が無い。顔も半分砕けている。胸部には大きな窪くぼみ。巨岩を割って、その背を埋もれさせていた。

「クリストファー殿下より、一兵でも多く、この戦場から逃せと……電文、入りました」

　戦場からのコール音が空むなしく鳴り響く。クルーたちは恐慌に走る気力すらも摘み取られていた。消沈した顔にあったのは絶望の二文字だ。

　その最中、茜あかねのコンソール盤が通知音を鳴らす。茜は呼ばれるように視線を下げる。

　戦域マップには『王冠』の赤マーカーに『魔女帽子』の青マーカーが、猛スピードで接近していた。茜はすぐにメインモニターを向く。

　切り替わるメインモニター──映ったのは帽子のスラスターを光らせて飛ひ翔しようする、デストブルムだ。デストブルムは一直線にキングの下へと向かっていた。

　茜に強い寂せき寥りよう感が押し寄せる。漠然と……セレンがいなくなってしまう気がした。

「……なんで？　私、ちゃんと逃げてって言ったじゃん。どうして向かってるのよ？」

　バルゴ・ティアーズの前に立ったキングが振り向く。そのドラゴンの頭に……。

　飛翔したデストブルムが全重を乗せてぶつかった。

　キングの四肢に、マシンアームが何本も絡みつく。キングもまた、デストブルムを押し返すように魔女帽子に手を当てた。真っ赤に光るアイカメラと、血走る両りよう眼めが交差する。




『お前は私に……終わりをくれる？』────届いたのは、魔女の冷たい問い。




　両雄一歩も譲らず……茜は涙を堪こらえて、懇願の声を上げる。

「特務！　逃げて下さい！　特務ぅ！」

　異形の王に挑むは、太平洋最強の魔女。

　黒死の魔女【魔女の零ウイツチ・ゼロ】の双肩に、人類の命運が託された。





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエムⅡ　　第一九話　〔もう一人の援軍〕


２０７０年５月24日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　エルフィーナ（ガールズボディ）がエイルンをオンブしている。真紅のゴシックロリータドレスを着た幼女型のアンドロイドだ。背中におぶさるエイルンは包帯まみれだった。

「エルフィーナ、さすがにこの格好は」

『却下します。今のムッシュを歩かせては、このボディの存在意義が疑われます』

　エルフィーナ改めチビフィーナは言下に却下する。コツコツと暗い通路を歩いていく。

　チビフィーナの貴婦人帽子の上にはドクターツルギが乗っていた。着物の上に白衣。ツインテールの少女だ。二〇センチ大のホログラフなので重さはない。彼女は、生前のツルギが残した疑似人格データである。ツルギ改め、ミニマムツルギが言う。

『どうでもいいけどアンタたち、しばらく見ない間に、ずいぶん仲良くなったわね』

　その顔はどことなく不満気だ。

　三人がいるのは、エルフィーナ専用の秘ひ匿とくファクトリーの一つである。階段を下り、地下の格納庫スペースまでやってきた。入り口横の認証機にはデフォルメされたエルフィーナの画像が表示されている。エルフィーナの目から青い線が伸び、照合機に当たる。『おかえりなさいませ』のコメントが表示された。デフォルメ画像はお辞儀姿になる。

　錆さびた金属音……シュプリームドール大のゲートが左右に開いていく。

「これは？」

　エイルンは驚いてソレを見る。巨大なドレスを思わせるシルエットがカットインした。

『多目的武装変更機構ドレスアタツチメント……エルフィーナは武装ドレスを着替えることで、様々な戦局に単機で対応できるよう設計されているわ。どっかのバカが無む茶ちやして一人で突っ込むのを念頭に作られているからね』

　ミニマムツルギは睨にらむように背後を見る。エイルンは「すまん」と小声で謝った。

『【儀礼フオーマル】から転じて【高機動コンバツト】。ドーターに格納運搬される【専守防衛イージス】【情報戦サイバー】【一体一デユエル】【交渉戦ネゴシエイト】。エルフィーナには計五つのドレスが与えられているわ』

　エイルンは頷うなずく。ミニマムツルギのツインテールが跳ね、髪飾りが光った。

『そしてこれが、ドレスアタッチメントの最後を飾る、フィナーレドレス──』

　ドレスがライトアップされる。シュプリームドール規格の『白と赤のウエディングドレス』が現れた。瞠どう目もくするエイルン。チビフィーナも静かにそのドレスを見詰める。

『対グリムガント戦を想定して造られた、Ｅ－ＷＤ１０６Ｆ【最終決戦ウエデイングドレス】よ』






Ⅲ　悲嘆の魔女







　　　　＊＊＊＊＊






　広大な医療スペースが広がる。天井が高く、二階部分はガラス張りとなっていた。

　一階の医療スペースにいるのは、術衣を着た手術室看護師オペナースと呼ばれる看護師たちである。

　中央のシートにはセレンが座らされていた。白いアザラシのヌイグルミを抱える。その視点は定まっていない。病院着から覗のぞく白い腕は、枯れ枝のように細くなっていた。

　氷ひ室むろ雷らい鳥ちようの失脚後、デストブルムの運用権を含む所有権は、防衛省に移った。

　ネイバーフッドであるセレンには、早々に感情除去の手術が施されることとなった。

　セレンは人形のように動かない。その様子を二階から眺めるのは新任の防衛副大臣である安やす田だ林りん太た郎ろうと、その秘書だ。安田は感情除去手術の見学に来ていた。

「抜け殻のような小娘一人に……大仰なことだ」

「ネイバー保有国の大半は、国有のネイバーフッドにこの手術を施します。ヘキサの人権排斥に消極的だった、濱はま田だ内閣のイメージを払ふつ拭しよくするには……」

　秘書が言うと、安田は鼻を鳴らした。

「分かっておる。政治的なポーズのために百億単位の税金がなくなるんじゃ、国民もやってられんわなぁ」

　二人が眺める中、セレンの感情除去手術は進められていく。

　看護師が金属トレイの中に手術器具を並べる。セレンの周りには心電図等、手術道具が置かれていた。別の看護師がセレンからヌイグルミを取り上げる。セレンは抵抗を見せない。しかし……僅わずかに心拍数が上がった。看護師がセレンの腕をまくる。ガーゼで静脈付近を擦った。すると執刀医がドアを開けて入ってくる。

「これよりネイバーフッド検体、Ｎ01－01の感情除去手術を行う」

　看護師が頷うなずき、セレンの腕に注射の針を近づけた。セレンの視線が針の先に注がれる。

　セレンの心拍数がまた上がった。針の先が腕に近付く。併あわせて、執刀医が傍そばに来た。

　セレンの瞳どう孔こうが、注射の針を映し……大きくなったときだ。

　金属音がけたたましく鳴った。

　看護師は咄とつ嗟さに注射器を引っ込める。セレンの前で、執刀医が転んだのだ。傍にあった金属トレイも落ち、手術器具も散らばっていた。一秒経たち、二秒が経つ。

　執刀医は動かない。代わりに、その頭付近から血の池が広がった。

「先生!?　きゃあああぁ！」

　執刀医を起こそうとして看護師が悲鳴を上げる。医師の眉み間けんにはメスの切っ先が中程まで突き刺さっていた。その時、セレンはうなじに微量の電気が流れた気がした。

（ここ……イヤ）

　不幸はそれで終わらない。死亡した医師の周りに集まってくる医療関係者たち……。

　その直後、彼らの真上で倒壊音が鳴った。

　直上から降ってくる鉄骨────セレンの頰ほおに血が掛かる。

　目の前で四人が鉄骨の下敷きになっていた。飛とび退のいた一人が診療台の薬品を零こぼす。薬品が彼のズボンに掛かった。彼にもまた、不幸は忍び寄る。

　彼の足元には、千切れたコードの切っ先が火花を上げていた。先ほどの鉄骨の落下で切断されたのだ。

　火花が薬品の染み込んだズボンに引火する。男が火ダルマになって床を転げ回った。

　今度は窓ガラスを破って、二人の男が降ってくる。見学していた政府高官たちだ。二人は自分の心臓を押さえ、口から泡を吹いて絶命していた。

　不幸の連鎖は続く、続く……やがて診療台に置かれていたヌイグルミが拾われる。

「シロ、帰る」

　セレンは裸足はだしのまま、一人歩きだす。この場にいた生存者はセレン一人だけとなった。

　この後、二回に渡ってセレンには感情除去の手術が試みられる……しかし、その全すべてが失敗に終わった。一回目同様、関係者に原因不明の死が相次いだからだ。

　手術関係者だけではない。直接の当事者以外にも死人は出続けた。

　セレンに危害を加えた者、加えようとした者──ほぼ毎日のように人が死んでいくのだ。

　総死者数、六五人。

　セレンの扱いに困こん窮きゆうした防衛省は、彼女の身柄を第弐富士に返還する。すると、謎なぞの死亡事故はピタリと止やんだ。結果的に、セレンの感情除去は凍結となった。

　セレンに直接関与することは危険と断じた政府は、氷ひ室むろ義塾を介してデストブルムを運用し続けることを決定した。




【生デ奪ス】────エイルンの死によって反転してしまった、セレンの異能。




　それはセレン自身の生存領域を拡大させる。

　つまり死亡原因に成り得る可能性を直接排除してしまう力だった。

　生物学的に同等以上の存在──ヘキサやマリス──に、発現した例はない。

『危うきは殺せ』という、死を振ふり撒まく異能だった。

【デストブルム】と【生デ奪ス】──魔獣だけではなく運命までも従え、セレンは完成に至いたる。終ついにはテンナンバーの欠番を埋めるまで、目覚ましい戦果を積み重ね続けた。

　人はセレンを黒死の魔女【魔女の零ウイツチ・ゼロ】と呼ぶようになっていた──





　　　　＊＊＊＊＊






　ＭＩ02目標の一角はネイバーとキングの激戦場となっていた。ただの一匹も介入することはない。この楽園で王の獲物を奪おうとする不心得者は存在しなかった。

　一匹と一機は、人知を超えた攻防戦を繰り返す。

　デストブルムが一八本のマシンアームを広げた。高速で展開された触手の先から、斬ざん撃げきの枝が伸びる。鋼鉄の蔓つるは千を超えて、キングへと襲いかかった。

　キングは地面を蹴ける。空を切った蔓は地面を引き裂く。その一本一本にはデストブルムの意思が宿る。蔓は直角に曲がって真上に向かう。

　千の蔓が投網になった。空中に逃げたキングを捕まえにかかる。

　対するキングの背中が盛り上がる。ドラゴンの翼が生えた。キングは真横に飛ひ翔しようし、蔓の網を避ける。キングは直角軌道を描く。陸上のデストブルムへと飛び掛かった。

『捕まえた』

　セレンの無感情な声が響く。足元の岩盤を砕き、千の蔓が飛び出した。

　デストブルムとキングを隔てるように、蔓の壁ができ上がる。蔓の壁に混じるのは一四の鋼鉄の蕾つぼみ。蕾が一斉に花開く。一四の砲門に切り替わった。




　小口径ＩＭＥカノン──鋼鉄の花々は黒い破壊光を発射する。




　キングの全身を一四本の光が貫いていた。翼はボロボロになり、太い四肢や顔から血が噴き出る。しかし──

「グオォッ！」

　キングはそのまま突進……蔓の壁を蹴散らしデストブルムに迫る。

　今度はデストブルムが真横に吹き飛ばされた。力任せのぶん殴りだ。魔女帽子は陥没し、装甲に蜘く蛛もの巣のようなヒビが入った。

『つよい！』

　キングは接地と同時に、犬のように地面を蹴る。地面は噴煙と共に爆発した。

　キングは一跳躍で、吹き飛ばしたデストブルムに飛びかかる。一方、水平に吹き飛ぶデストブルムのマシンアームがしなった。セレンが命じる。

『距離、とる！』

　三本のマシンアームが伸びた。眼前で口を開けたキングの尻尾しつぽに巻きつく。

　デストブルムは不安定な姿勢のまま、キングを地面に叩たたきつけた。すぐに後頭部からミサイルを波状発射──仰あお向むけになったキングに、四本のミサイルが着弾する。

　キノコ雲のような大爆炎が上がった。キングの姿は炎の中に消える。

『ぐ！　が！』

　片や、吹き飛ばされていたデストブルムも頭から地面に落ちた。一回転して岩盤に背中を強打する。デストブルムはマシンアームを収納し、ゆっくりと浮上した。

『……タフ』

　燃え盛る炎を裂き、キングの足が現れる。キングの全身は血だらけだった。顔や四肢、翼などの傷穴から、どくどくと黒い血を流す。しかし疲労の様子はまるで見えない。

　キングは猛たけるように咆ほう哮こうを上げる。キングの全身の筋肉が盛り上がった。すると流れていた血が全すべて止まる。筋肉を膨張させて傷穴を塞ふさいだのだ。

　対するデストブルムは、めくれかけていた魔女帽子の装甲板を千切って叩たたきつける。

『こいつ。強い』

　分にも満たない僅わずかな時間──その間に繰り広げられたのは、一息十挙動にも及ぶ大攻防戦だった。両者の傷は浅くない。キングは全身穴だらけの深手を負わされた。デストブルムもまた、頭部をへこませ、ボディの数箇所が火花をあげている。

　デストブルムは互角にキングと渡り合っていた。

「でも──」

　コックピットにいるセレンは、それでも……負けるイメージが湧わかなかった。

　モニター上でキングが再び跳躍しようとする。瞬間、キングの腿ももを黒い光線が貫いていた。黒い血が勢いよく舞う。小口径ＩＭＥカノンの早撃ちクイツクドロウである。

「もう、クロ覚えた」

　キングは姿勢を崩したまま跳躍する。デストブルムとの距離を詰めようとするも……今度は上空で岩石を投げつけられる。

　岩石が勢いよく散り、跳躍中のキングが怯ひるむ。そのとき既に、キングの真下には『鋼鉄の花々』が咲いていた。花弁の銃口がら八本の破壊光が直上に発射される。

　小口径ＩＭＥカノンが、再度キングの身体からだを貫いた。

「お前、動きが単調」

　こういうオーソドックスな近接タイプは近寄らせない。セレンとデストブルムは多くの戦闘経験を経て、それを熟知していた。

　待ちに徹し、敵の初動をひたすら崩し続ける。デストブルムの動きは文字通り、機械のソレである。正確無比の最適解全自動フルオートマテイツク機動だ。

　どれだけキングが速く動こうと、デストブルムならば十分に対応可能な範囲だった。

　セレンは心の隅っこで落胆を抱く。

『お前も、無理だった』

　セレンの声が外気に流される。その声はどこか残念そうに聞こえた。

『強くなんて……なるんじゃなかった』

　デストブルムの背後にある巨大な四門砲が動き出す。

　砲塔は前面に浮かぶ。横並びに整列した。砲身シャフトが一斉に伸び、魔女の杖つえにモジュールを替える。更にデストブルムの背中から二二本のマシンアームが展開……鋼鉄の花弁が開く。二二の砲口をキングに向けた。

　大口径ＩＭＥカノン四門　＋　小口径ＩＭＥカノン二二門による、一斉砲撃体勢だ。

　キングが反応を見せる。両りよう腿ももに太い血管が走った、僅わずかな一時──

「っ！」

　キングが動揺を見せる。鋼鉄の蔓つるが足元から生えていた。鋼鉄の蔓はキングの両足をぐるぐるに縛りつける。セレンの冷たい声音が響いた。

『おしまい』

　デストブルムのＩＭＥカノンは既に、黒い光を溜ため終えていた。




「ＭＩ02目標を……核攻撃により廃棄？」

　茜あかねが信じられなそうに呟つぶやく。ペンドラゴンのブリッジは安全保障理事会と中継が繫つながっていた。浮かぶ五枚の光学画面──常任理事国の大統領たちが映っている。

『作戦が失敗に終わった場合、ネイバーに積まれたノルブリンカを暴走させる。ノルブリンカのエネルギー総量ならば、少なく見積もっても二〇〇メガトン級の爆発を引き起こせる。攻略目標Ｋ－02【キング】もろとも、ＭＩ02目標を消滅させる……我々、国連軍はその条件でこのオペレーション・リミットブレイクの発動を許可している。そうだね、ハイルマン提督』

　喋しやべるのはアメリカ大統領、ジョージ・カルターだ。ハイルマンは無言で頷うなずき返す。

　もともとＭＩ目標には、核ミサイル攻撃が過去、何百と敢行されてきた。しかしクイーンの対空手段である無差別物質消去ＩＭＥによって、その全すべてが失敗に終わっている。

　これは海中や、高高度からのアプローチも含めての話である。

　またオペレーション・リミットブレイクでも、初期段階で核爆弾を搭載した無人機による、陸路からの戦略爆破も試みられた。

　しかしクイーンは、核弾頭のみを消失させて見せたのだ。

　結果、人類は仕方なしの総力戦を挑むことになった。ジョージは続ける。

『15番機、クイーンエリザベスは大破。投入した三〇万人規模の兵力も、四分の一を失ってしまった。北部方面の立て直しは絶望的で、キング攻略の最有力候補だった、バルゴ・ティアーズも敗れてしまった……マリスとの戦いは今後も続く。もう潮目は迎えた。最も手落ちのない手段を執るべきだと理事会われわれは判断しました』

『それに、あの線滅型がいる限り、戦局の巻き返しは不可能だ』

　続いてロシア大統領、アシモフ・チェコフが言った。

『残っているヘキサ部隊をキングの下へ向かわせ、島にいるマリスを中央に集められるだけ集める。その間、全軍には撤退を指示。この人災に巻き込まれた国連軍の将兵を優先させるのは、生き残った貴官らの義務と思え。大将』

　中国大総督府、王黄龍ワン・フアンロンが激情のまま叫んだ。

『だから私は反対だったんだ！　我らの守護竜、大太龍ダータイロンを半ば強引に持ち出すように参加させ！　おまけに一万だぞ、一万！　一万人も我が軍から損失を出すことになるなんて！　この責任、欧州連合はどう取るおつもりか！』

『アンタの所は、そもそも国連の呼び掛けに一度も応じてこなかっただろう！』

　王に厳烈に嚙かみついたのは、この場でただ一人、非常任理事国の代表。

　禿とく頭とうにちょび髭ひげを生やした、強こわ面もての日本人男性だった。

『自分ばかりが被害者みたいな顔をするな！　我が自衛隊も多大な被害を被っている！　今、戦線を支えているのは我が国のネイバー、デストブルムだということを忘れるな！』

　深ふか川がわ正まさ臣おみ──濱はま田だ優ゆうに成り替わって、総理大臣のポストについた現総理大臣である。

　強タ硬カ派の人物として有名だった、元・防衛副大臣、竹たけ中なか傑すぐるを濱田内閣にねじ込んだ人物でもある。

　同席するイギリス首相、デヴィッド・ブラウンは沈痛の面持ちで頭を抱えていた。

『ハイルマン大将。現場判断を仰ぎたい。ネイバーの自爆行動は可能ですか？』

　アイコンタクトともとれる、視線を組み合わせ……ハイルマンは応こたえる。

『現在、17番機ネイバーフッド……殿下と通信が取れない状況にあります』

　茜あかねは勢いよくハイルマンを見た。壮絶な悪寒が身体からだを駆かけ巡る。

（……おい）

『バイタルの確認はとれていますが、応答がない以上、実行は難しいでしょう。先ほどからこちらでも試みていますがＭＩ02目標における磁場が関係しているのか……バルゴ・ティアーズは遠隔操作を受け付けない状態です』

（ちょっと……待ちなさいよ）

　飛び出しそうなほど、茜の鼓動が激しくなる。この小さき賢者は気付いてしまう。

『クイーンエリザベスは大破……キングの下に運ぶことも困難となれば』

　キャッチボールのようにデヴィッド首相が切り返す。深川総理が不ふ遜そんな態度でそのボールを受け取った。

『言われずとも、我が国のデストブルムが適任でしょう。この戦時下においてネイバーの損失は極力避けたい。またヘキサといえど、王家の皇太子に、まさか死ねなんて言えないでしょう。その場合、賠償を含めた相応の見返りを要求させてもらいますがね』

　深川総理は、その視線を王総督に向ける。

『この場の緊急決議で、我が日本国を常任理事国に承認してくれるのでしたら……この一連の幕引き、我々の国が引き受けましょう。中国にはその席を辞任していただいた上で』

『な！　何な故ぜそうなる！』

『道理の通らぬ肉の壁を我が国にずっと強いて、何故はないでしょう？　我が国で出たネイバーの損失は……あの山を砕く３番機ならば、つり合いが取れるでしょうか』

　深ふか川がわ総理は滑らかに要求を提示していく。まるで最初からの決めごとだったかのように。

（このっ、クソ大人、ども！）

　茜あかねは憤激に唇を嚙かみ締しめた。光学画面上の政治家全員を八つ裂きにしてやりたい衝動に駆かられる。深川総理は命懸けで戦うデストブルムとセレンを犠ダ牲シに、【大太龍ダータイロン】と、常任理事国のポストをよこせと言いだしたのだ。

（私たちが……どんな想おもいでっ）

　こいつらは、戦場の人の生き死になど見ていない。この作戦で散っていった命すらチップに変え……作戦そのものを権力争いのゲームにし始めたのだ。







　一方、デストブルムのコックピットで、セレンは不可解な事態に見舞われる。

　キングを拘束し、ＩＭＥカノンを発射しようとした、まさにその一瞬だった。

　セレンの脳を強烈な違和感が襲う。乗り物酔いに似た感覚だ。視界が蕩とろけるようにグニャグニャになる。その間に全方位モニターを、ＩＭＥカノンの発射光が覆った。

「……どうして」

　セレンは驚きを隠せない。視界が開けずとも結果は分かっていた。黒い光が止やむ。モニターに再び外界の情報が映し出された。正面のキングは、まったくの無傷……。

　発射された黒い破壊光は全すべて、キングの身体からだを逸それていた。

　セレンは疑問の声を投げかける。

「クロ？」

　正確無比のデストブルムの砲撃は……明後日の方角へと発射されていた。







　茜は憤激の眼まな差ざしで、安全保障理事会の面々を睨にらみ上げる。

「いいかげんに、しなさいよっ」

　撤退戦をやるにしても、すぐに行動に移らなければならない。

　戦線を放棄し始める部隊も出てきているのだ。指揮系統を確立し、作戦を鮮明化して、一秒でも早く現場に『秩序』を届けなくてはならない。上連中こいつらが言葉遊びに一〇秒を費やせば、目の前の島では一〇人が死んでいくのだ。

「ヘキサを……人の命を、いったいっ」

　茜あかねの怒りは当然だった。生き残った氷ひ室むろ義塾生・全員に彼らは死ねと言い放ったのだから。そして……この作戦に投入された全すべての将兵を支えている、セレンさえも使い捨てろと言ったのだ。

『ＭＩ02目標が消失すれば人類はマリスとの闘争において、大いなる一歩を踏み出す。その戦果についても、日本は同盟国の皆さまから大きな見返りを期待していると、先に明言させて頂きますよ』

　深ふか川がわ総理が笑みを浮かべる。他の大統領陣が眉まゆを顰ひそめた中だ。

「テメーら！　いいかげんにっ！　しろ───っ！」

　叫んだのは茜だ。怒った猫みたいに鼻息を荒らげる。血走った目には涙があった。

　茜は深川総理を睨にらみ上げる。画面の深川総理もまた、茜を不快そうに見下ろす。

『氷室義塾……』

　茜は憤然と自分のコンソール盤を操作する。巨大画面にキングとデストブルムの戦闘が映し出された。茜は画面に手を向ける。

「これを見て分からないの!?　こんな勝算の見えない闘いのツケを！　特務は今！　たった一人で払わされているんですよ！」

　デヴィッド首相がクルーの一人を睨みつけた。隣にいた通信兵が、慌てて茜を羽交い締めする。しかし茜は止まらなかった。

「おまけに機兵部を囮おとりにってっ！　そんなの北米でやったときと同じじゃない！　それでアンタら、亜あ賀が沼ぬま先輩たちを殺したんじゃない！」

　通信兵が茜を床に押さえ付ける。それでも茜は吠ほえ続けた。

「もう我慢も限界よ！　あんたたちヘキサをなんだと思ってんの!?　お前らなんか全員、死んじまえ！　クソッタレぇ！」

「いいかげんにしないか！」

　茜が顔から床に叩たたきつけられる。唇を切り、涎よだれと一緒に血が垂たれた。

『戦争の誉れも知らんガキが』

　深川総理は汚いものを見る目になる。

『内閣府から義塾に命令する。お前の口から１番機のネイバーフッドに自爆を命じろ……あの人形は貴様のいうことなら聞くのだろう？』

　茜は肩を震わせる。床に頰ほおを押さえ付けられながら泣き始めた。

「氷室さんも……紫し貴きさんも、葵あおいさんも皆、いなくなっちゃったのに……」

　茜は泣く。年相応の子供みたいに。

「特務まで、私から取り上げないでぇ」

　その様子をハイルマンは横目でただ見ていた────

　安全保障理事会の決定により、氷室義塾のヘキサは囮として前線送りに。

　その間に残存兵力は撤退を開始する。

　ネイバー各機の回収が済み次第、デストブルムの自爆処理が命令される運びとなった。







　ヨーロッパ連合軍・南エリア仮設要よう塞さい陣地。

　作戦司令部のテントには、機兵部の高たか橋はし啓けい二じが呼ばれていた。

　汚染された地面にパイプ椅い子すやテーブルが置かれている。軍用通信機の前でケンカでもするように、ここにいる者たちは口汚く大声を上げている。

　テントの中にいるのは主に二つ──参謀官となる、汚染防護服を着たガスマスク集団。そして啓二を含む、現場で戦うパイロット将兵たちだ。

　啓二はイギリス陸軍の部隊長に呼ばれてここに来ていた。部隊長は汗臭く、迷彩色の部隊服も泥だらけだった。整った顔立ちに無精ひげを生やす。グリーンの瞳ひとみは、広げた地図にせわしなく走らせていた。その、いかにも外国人といった風情に、啓二は頭の隅っこでカッコイイなと思う。部隊長は煙草たばこに火を付けながら、地図を指差す。

「君たちにはこのルートを走ってもらう。ここＡ１から進み、Ｆを経由してＧまで」

　啓二は目の前が真っ白になった。部隊長は啓二など見もせず、地図の上に人差し指をなぞらせる。

「陽動を始めて四〇分間は、３番機が面制圧をしてくれることになった。今、臨時で決死隊を編制している。そちらは帰ってすぐ、四班までチーム分けを済ましておいてくれ」

　部隊長は矢継ぎ早に話を進める。啓二は「ちょちょちょ！」と手をバタつかせた。

「待って下さい！　俺たちは国連軍で！　もっというと、自衛隊の従属部隊なんです！　欧州連合の作戦に、許可もなく参加なんて──っ！」

「君らを統括していた、ジャパンアーミーの本隊は、クイーンによって蒸発させられた」

　啓二はあんぐりと口を開けた。事態が吞のみ込こめないまま説明は続けられる。

「作戦は失敗だ。北部に展開した国連軍はすでに壊滅寸前にまで追い込まれている。戦力の均一化で、うちから駆かり出されたノルウェーの部隊も残ってないとさ」

「失敗!?　じゃあ俺たちは負けたんですか！」

「ああ。それで今、ＭＩ02目標からの撤退が発令された。前線にいる欧州連合が残存隊の統廃合を繰り返してこっちに戻ってくる。ここがこんなモンキーハウスになっているのもそれが原因だ」

　部隊長が煙草を咥くわえながら、地図に赤ペンで線を引いていく。

「今、東部方面では生き残ったＺ－01部隊の隊員を駆り出し、似たような作戦を協議している。君たちの投入を遅らせれば、それだけ前線の将兵が死んでいく。これは時間との戦いなんだ」

　煙草たばこの灰が伸び切って机上に落ちる。彼は気にも留めずに続けた。

「欲しい武器は二〇分以内に申請しろ。俺たちが用意する。腹が減っているのなら、奥に米軍倉庫からガメた、レトルトのチーズバーガーがある。好きなだけ持っていけ。本当ならステーキの一枚でも喰くわしてやりたいところだが──」

「それ、俺らに死ねってことですよね!?」

　啓けい二じが大声で話を遮った。部隊長は口を閉じる。煙草をテーブルで押し消した。

「ああ。そうなる」

「そうなるって！　待ってよ！　待って下さいって！　そんな……え？　自衛隊に！　零ぜろ番配属の人に通信させてください！」

「ケージ」

「俺、ただの班長なんす。あ、今から美み佳かつれてきますから。あいつ、暫ざん定てい副部長だし、俺本当に馬鹿なんで、たぶん今言われたこと、ちゃんと説明できないっていうか」

「ケージ！」

「死にたくないんすよぉ！」

　大声を上げた部隊長に、啓二も泣いて怒り返す。部隊長は啓二の胸倉を摑つかむ。抵抗する啓二の頰ほおを叩たたき、テントの外へと連れ出した。

　啓二が連れてこられたのは金属製のカプセルだ。人一人が丁度納まるくらいの大きさ。傍そばにあるのは射出用のカタパルトだ。それは【死体袋ブルーバツグ】と呼ばれる。

　部隊長は手を離す。すごい剣けん幕まくでカプセルをぶん殴った。ドラム缶でも殴ったかのような残響音が響く。

「コレに詰めて飛ばされるのと！　戦騎装ＢＳに乗って走り回るの！　どちらがいいか、選ばせてやる！　どっちにするんだ！　君が決めろ！　ケージ！」

　啓二は泣きじゃくり、彼の右足にすがりついた。そんな啓二に部隊長は数度の説得を試みる。しかし、まるで聞く耳を持たない啓二を、部隊長はブーツで蹴け飛とばす。

　こうして、氷ひ室むろ義塾・機兵部二三名を囮おとりにした撤退作戦が発令される。







　同時刻。紫色の大地で、キングとデストブルムの一騎打ちは続く。

　デストブルムが後方へ飛ばされる。衝撃に耐えるようにデストブルムは帽子のスラスターを噴射した。衝撃を殺してデストブルムが踏みとどまる。

『ク、ロ』

　セレンの苦しそうな声が上がる。デストブルムの損害は著しかった。

　装甲の各所にヒビが入っている。マシンアームは、三二本中、一二本が失われている。装甲のヒビからマシンオイルが垂たれ、その様よう相そうは傷ついた魔獣さながらだ。

　コックピットのセレンは、異変を肌で認識していた。モニターに映るキングはゆっくりと歩いてくる。セレンは再び、デストブルムに武器のイメージを送信する。

　瞬間、またセレンに船酔いの感覚が走る。デストブルムが三本のマシンアームでＩＭＥカノンを発射した。しかし、全く見当違いの方向に破壊光は照射される。

（やっぱり）

　セレンは悟る。理由は分からないが、デストブルムの照準が狂わされているのだ。

　セレンは水晶ユニットに手を乗せる。

『他の！』

　デストブルムの魔女帽子──後頭部のハッチ──が開放した。煙を伸ばしてミサイルが何本も撃うち出される。キングが弾頭に身体からだを焼かれる。しかし歩みは止まらない。

　再び鋼鉄の蔓つるが伸びた。マシンアームの先から、カッターウィップが枝分かれする。無数の蔓が斬ざん撃げきの鞭むちとなって振り下ろされる。

　何度もマシンアームがキングの身体を行き来した。デストブルムがマシンアームを引き戻す。枝分かれしたカッターウィップの刃はボロボロになっていた。

　ズシンと、キングがデストブルムの眼前に立つ。

　竜人は、その形態を変化させていた。

　表皮は鈍い光沢を放つ。二〇メートルほどしかなかった全長は二五メートルまで大きくなっていた。併あわせて、逞たくましかった四肢が以前よりも更に隆々と盛り上がっている。

　もう、目線の位置はほぼ同じだ。今度は黒竜人の尻尾しつぽがしなる。

　数十というマシンアームが展開、デストブルムの魔女帽子を隠す。しかし意味を為なさない。尾の鞭打は、蔓の壁ガードごとデストブルムを吹き飛ばした。

　デストブルムが地面に激突する。紫色の地表がめくれ、泥が散弾のように散った。一〇一トンの機体がバウンドする。地面という緩衝材を通しても衝撃は収まらない。

　デストブルムは二キロ先まで飛ばされ、最後は毒液の滝に背中から叩たたきつけられた。

　滝の水に、魔女帽子を濡ぬらし……アイカメラは、切れかかった電球のように弱々しく点滅する。デストブルムのダメージはそのままセレンにフィードバックされる。

「くっううう！」

　コックピットにいるセレンは強く背中を反そらす。背中から後頭部にかけて鋭い痛みが走った。セレンの意識が一瞬、途切れかける。セレンは苦しそうに上体を起こそうとした。

「……」

　しかし、諦あきらめるようにシートに身体を納める。これは勝てないなと思った。

　セレンは全身を弛し緩かんさせ…………シート横にある非常レバーを引き上げた。

「やっと、終われる」

　全方位モニターに大きく【System - DB】と表示される。
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　セレンの心にあったのは安心だった。そして──




「これで……夏なつ樹きに会える」──セレンは、ここを人生の終着点に定める。




　ずっと死に場所を探していた。死ねばきっと、エイルンあの人に会えると思ったから。

　此こ度たびの作戦をセレンが受け入れたのも、秘めた欲求があったからだ。

「一人は、寂しい」

　仲間たちとの繫つながりを求めてセレンは強くなろうとした。しかし、心が救われることはなかった。【生デ奪ス】の発現で死ねない身体からだとなり、セレンはいつしか『自分を殺してくれる相手』を探すようになる。

　しかし……力を得たことで今度は『死ねないジレンマ』がやってくる。

　セレンが心の隅で終わりを望んでも、デストブルムがそれをさせてくれなかった。

「クロ、強すぎるから」

　勝ってしまうのだ。この魔獣は。敵がどれだけ多くても、強くても。その全すべてを薙なぎ払はらい、引き千切ってしまう。セレンに決して安息終わりをくれなかった。

「でもね……もう、疲れたの」

　自ら命を絶とうとした時期もあった。でも、自殺したら彼に会えなくなる気がしたのだ。

　悪い子は天国に行けない──そんな子供染みた観念が強い枷かせとなり、セレンを縛る。

　だからセレンはずっと探していた。もう人生を辞めていいポイントを。

「これでやっと、夏なつ樹きに会いに逝いける」

　セレンはシートのクッションに頰ほおずりをする。

「クロも一緒。だから怖くないよ」

　デストブルムのアイカメラが強く発光する。機内出力は、どんどん上昇していった。

【ＤＢシステム】──デストブルムの自律戦闘プログラムである。動くもの全すべてを壊すまで止まらなくなる。デストブルムを、強制的に暴走状態にさせるためのものだ。

　殺されると判わかった上での特攻。華々しく散り、神様から天国への通行証パスをもらうのだ。デストブルムの目が紫になりかけた、その時……茜あかねから通信が入る。

『このバカ特務!!』







　ブリッジでは深ふか川がわ総理が、顔を真っ赤にして怒っていた。

『この小娘！　早く命令を流せ！　流さんか！　……大将！　きさまも何をしている！』

　通信兵の腕が後ろから摑つかまれている。茜の拘束を解かせたのは、他ならぬハイルマン提督だった。自由を取り戻した茜は映像通信でセレンに訴え掛ける。

「思い出して下さい！　特務の大好きだった氷ひ室むろさんが！　そんなことして本当に喜ぶと思ってるんですか!?　あの自己犠牲、熱血バカがいたら本気で怒鳴られますよ！」

　茜は手すりに身を乗り出す。顔は涙でクシャクシャだった。

「特務だって知ってるでしょ？　残された人の方が悲しいんです、辛つらいんです。カッコつけて諦あきらめるより、たとえカッコ悪くても……笑われても怒られても、生きて、もがいて、闘う人の方が何千倍もカッコいいんです」

　茜は唇を震わせて、セレンを見上げる。

「なによ疲れたって……私だって疲れてますよ。勘弁してって思ってますよ！　代わってくれるもんなら、誰かに代わって欲しいですよ！　でも特務やみんなが頑張ってるの、知ってるから！　だから！　前みたいに逃げないようにしようって」

　クルーの何人かは憐あわれみの視線を茜に注ぐ。

「帰ったら一緒に遊びに行くって……約束したじゃないですかぁ」

　ブリッジに茜の嗚咽おえつが響く。茜を見ていたセレンがやがて声を掛けた。

『ごめんなさい』

　セレンは口の端を僅わずかに広げ……『ばいばい』と、最後の別れを告げる。

　ハイルマンは軍帽を深くかぶる。

　茜はゆっくりと首を横に振った。イヤというように。虚脱した茜の腕を通信兵が引いた。

「だめ……そんなのダメ」

　ハイルマンはセレンに言った。

「ノルブリンカの暴走はさせられるか？」

　聞かれてセレンは頷うなずく。するとハイルマンは一歩前に出た。

「どうか、もう少し時間を稼いでくれ。その間に一兵でも多く生かすと約束する」

　再び頷くセレン。そんな彼女にハイルマンは敬礼を送った。それから踵きびすを返かえし、クルーたちに撤退の指示を出し始める。セレンとの映像通信は打ち切られた。

　クルーたちは、失われた作戦司令部の役割を兼務し、撤退の準備に入る。

　茜あかねは、泣きながらブリッジにいる軍人たちを見渡す。まるで助けを求めるように。

　脳裏に蘇よみがえったのは神かん無な木ぎ緑みどりのこと。救う術すべはもうないと、死にゆく緑を見殺しにしてしまった自分の過ちだ。そして今、あの時と全く同じ悲劇が起ころうとしている。

（特務まで見殺しにするの……私は？）

　考えただけで怖おぞ気けが走る。感情が溢あふれ、思考が散らばっていく。

　どうすればいいか分からない。茜が現実を直視できず、目を閉じたとき。

《どうして未来がそうなるって決めつける!!》

　エイルン彼が……………………叫んだような気がした。

　茜がブリッジの手すりを叩たたく。それは完全に無意識の行動だった。凄すごい音が鳴り、クルーたちの視線が再び茜に集まった。ハイルマンもまた、茜を尻眼で見る。

「大人がこれだけ、ガン首揃そろえて……アンタたち恥ずかしくないの？」

（組織を止めろ。一秒でも二秒でも）

　茜の視線は光学画面の方へ。茜は安全保障理事会の面々も睨にらみつける。

「よってたかって未成年の女の子に全部背負わせて！　こんなの子供の責任能力の範はん疇ちゆう、超えてるわよ！　世界の命運とか！　五〇億人の命とか！」

（とにかく黙るな、座すな流されるな！　喋しやべりながら、何をできるか考えろ！）

　視線は最後、深ふか川がわ総理に向かう。茜の気迫に総理は一瞬、怯ひるみを見せた。

「大人が助けてくれないから！　子供は泣きながら頑張んないといけなくなる！」

『黙って聞いていれば……口が過ぎるぞヘキサ！　これ以上、軍務を妨げるなら、今この場できさまに射殺命令を出してもいいんだぞ！』

　深川総理は茹ゆでダコのように顔を真っ赤にする。でも茜は引かない。

　自分を呪じゆ縛ばくから解き放ってくれた、英雄彼のように……その想おもいを叫びにかえた。




「大人の意地も見せられないくせに！　おまえら、大人のフリなんてすんなぁああ！」




　ブリッジの時が一瞬止まる。やがて深川総理が、画面の向こうで怒鳴りかけたときだ。

『それでこそ、私の自慢の生徒だ』

　老ろう婆ばの声が流れる。茜あかねは驚きに面おもてを上げた。オペレーターがハイルマンに報告する。

「閣下！　新たな船影を確認！」

　メインモニターの映像が切り変わる。一隻せきの戦艦が映った。ペンドラゴンの近海付近に、所属不明の戦艦が浮かんでいた。周囲には黄色い霧が僅わずかに掛かっている。

「いったい、どうやって？　突然っ……突然、作戦海域に反応が現れました！」

　挙きよ措そを失ったオペレーターの報告が続く。すると新たな顔が画面に表示された。

　現れた人物を見て……茜の目に涙が溢あふれる。

　茜は迷子になった子供が、やっと慈母に会えたときの顔になった。

「うえぇえええ、えぇえええん」

『おまえ、はあぁっ！』

　深ふか川がわ総理が目をひん剝むいて仰天する。安全保障理事会の重鎮たちを前に、恐れを見せなかったハイルマンでさえ、その瞳どう孔こうを広げた。

「ウォー、プロダクター」

『よく吠ほえた。よく耐えた。しばらく見ない間に立派になったじゃないか、茜』

　映ったのは氷ひ室むろ雷らい鳥ちよう──氷室義塾の創設者にして、日本屈指の大財閥【氷室財閥】の三代目総帥。一年前に失脚へと追い込まれた、稀き代たいの戦争屋であった。

　茜はその場にへたり込む。安心と嬉うれしさに、声を上げて泣きだした。

『いい大人がよってたかって……よくもまぁ、うちの可愛かわいい子を泣かせてくれたもんだよ』

　画面の雷鳥は、煙草たばこのフィルターを嚙かむように咥くわえる。理事会のメンバーにも動揺を見せる者が現れた。ハイルマンは居住まいを正す。

「かつての戦争屋が、今更なんの用だ」

『なーに。ちょいと忘れ物を取りにね。大西洋まで楽しい遠洋航海さ』

　ハイルマンが僅かに眉まゆを動かす。「忘れ物？」と、怪け訝げんそうに聞き返す。

　雷鳥はジッポライターで煙草に火を点つける。煙を横に吹き、睨にらみで返した。

『大人の……意地と責任』

　雷鳥はケンカでも始めるように言う──かつて氷室義塾には勇者がいた。勇者は弱者のために闘い、最後はこの世界で散っていく。しかし、その存在は完全に失われたわけではない。その信念を……想おもいと矜きよう持じを受け継ぐ者たちがいた。




『この戦争ケンカは、アタシら、エイルンコードが買う』




　勇者亡き世界に現れた、新たな希望。無差別マリス撃滅機関【エイルンコード】は、全世界に向け、高らかにその旗揚げを行った。
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Ⅳ　エイルンコード









　緑の陽光が天から注ぐ。デストブルムが毒の滝を浴びている。

　デストブルムの胸部装甲は割れていた。中から三角形のユニットが覗のぞいている。

　これはネイバーの主機関【ノルブリンカ】だった。

　デストブルムの周囲からは蒸気が噴き上がる。機体表面の熱が上がっているのだ。

　デストブルムは、最後の特攻の準備を進めていた。

　遠くからゆっくりとキングが歩いてくる。

　コックピットでセレンは前傾姿勢になる。全方位モニターには【System - DB】の電光表示が大きく浮かんでいた。最後のお願いをすべく、セレンが水晶ユニットに手を当てる。

「行こ、クロ」

　穏やかな笑みさえ浮かべ……セレンは最後の願いを告げる。しかし──

　デストブルムは発進しなかった。代わりに微震がコックピットを揺らす。前に出ようとし、でも踏ふみ留とどまっているような……そんな風に、セレンには見えた。

「……なんで」

　セレンが困惑する。ＤＢシステムはデストブルムを強制的に暴走状態にさせるものだ。

　外敵を認めれば、全力で排除に向かう。しかし、今のデストブルムはシステムに抗あらがっているかのようにも見えた。セレンは三度「クロ」と命じる。

　突如、全方位モニターに、数十枚の写真画像が散らばった。

　エイルン。紫し貴きや葵あおいたち、規格外十番テンナンバー。雷らい鳥ちようや武蔵むさし──

　それは、セレンが皆と楽しそうにしている写真だった。

「これ」

　写真の中にはデストブルムと触れ合うものもある。デストブルムのマシンアームに抱き上げられ、セレンが嬉うれしそうにはにかむ──その写真が一番中央に表示されていた。




　それはデストブルムの見せた、最大の意思表示であった。




　セレンの瞳どう孔こうが揺れ始めたときだ。

　突然の通知音──サブウィンドウが小さく右側に表示された。音声通信で指示が飛んでくる。

『セレン！　バルゴ・ティアーズを連れてポイントＥ４まで後退しなさい！』

「この、声？」

　セレンの表情に起こる、僅わずかな揺れ。聞き覚えのある女性の声だった。サブウィンドウにバルゴ・ティアーズの現在位置が表示される。

『一〇秒後に支援砲火が行きます！　今は体勢を立て直しなさい！』

　セレンは反射的にシート横のレバーを押し戻す。飼い犬が、飼い主のいうことを聞くように。モニターの【System - DB】の電光文字が消えた。

　デストブルムのアイカメラが紫からパールに。ノルブリンカの暴走が止まった。開胸していた胸部装甲も閉じる。デストブルムは再び頭部を持ち上げた。

『クロ』

　魔女帽子のスラスターが点火──デストブルムは滝の中から飛び出す。

　目指すは北西、バルゴ・ティアーズの下。数百メートル付近にいたキングはデストブルムを追おうとする。しかし、狙ねらい澄ましたかのように弾道ミサイルが四本、飛来した。

　キングは爆発に足を止められる……火の中から現れた時には、デストブルムとバルゴ・ティアーズは退避していた。







　ペンドラゴンのブリッジには、焼け付くような緊張感が漂ただよっていた。

　事態を見守る安全保障理事会──日本・アメリカ・イギリス・中国・ロシア──のトップファイブ。

　発令された撤退作戦について、現場の作戦司令部とやり取りをするクルーたち。

　そして、画面越しで睨にらみ合う、雷らい鳥ちようとハイルマンだ。

　まさに──ここには、世界を牛耳る権力者たちが揃そろい踏ぶみしていた。

「ここは最高機密の特別作戦区域に指定されている。即座に退去されたし。聞き入れられない場合は空の向こうまで吹き飛ぶことになるぞ。政治に負けた戦争屋に出る幕など無い」

　オペーレション・リミットブレイクを預かるハイルマン提督は、雷鳥に警告する。

『あーそうだった……最近歳としなのか、物忘れがひどくてねぇ。椅い子すから蹴けりだされ、人生の大半を掛けて作り上げたユートピアも、声がデカイだけのノータリンに奪われた、可哀かわいそうなお婆ばあちゃんさ』

　画面上の雷鳥は嫌いや味みっぽく深ふか川がわ総理を一いち瞥べつした。

『で・も、人生ってのはそう捨てたもんじゃない……路頭に迷ってボケかけてたところを、新しく設立する「掃除屋」のオーナーにって、話がきたのさ』

　雷鳥の映像通信の右隣に、和装の老人が映る。

「……ミスター一いちノの瀬せ」

『ハイルマンさん。いつもご贔ひい屓きにしてもらっています。一ノ瀬の大おお旦だん那なです』

　老人は商人の笑みで応こたえる。彼は一ノ瀬狼ろう牙が。氷ひ室むろ財閥と双そう璧へきをなす、一ノ瀬重工の会長である。葵あおいの祖父で、雷鳥とはもともと、商しよう売ばい敵がたきの関係にあたる人物だ。

『さきほど雷ババ……うちの雇い人がいったように、私の個人名義で小さな民間警備会社を作りまして。触れ込みは「対マリス戦の遊撃武装組織」となります』

　緩やかなカーブを描いた目──瞳ひとみの奥には強したたかな光が宿っていた。

「無差別マリス撃滅機関【エイルンコード】……どこの国家にも属さず、マリスを殺して回る、豪ごう傑けつ無類の掃除屋集団です」

　ハイルマンに彼らの介入の意図が見えてくる。

　その話を聞き、アメリカのジョージ大統領が声を漏らした。

『じゃあ、北米のクイーン二体を退けたのは──』

　中国の王ワン総督が画面向こうで机を叩たたく。

『おまえのことなど、今はどうでもいい！　ウォープロダクター！　ここは国連の管轄する、重要作戦の意思決定の場だ！　それを搔かき回まわすことの意味！　いや、それ以上に！　我々と席を同じくして当然とでもいいたげな、その顔が問題だ！』

　王総督は雷鳥を指差す。

『国際連合を預かる私たちに、金を持ってるだけのババアがいったい何の用だ！　ことと次第によってはそこにいる我が軍に、攻撃を命じることになるぞ！』

　雷鳥は『くくく』と含みのある笑い声を漏らす。

『サクラノツルギの出現で、今や国連加盟国は三分の一が脱退──』

　まるで魔法だった。たった一言で雷らい鳥ちようは安全保障理事会の面々を黙らせてしまう。

『ネイバーの戦術序列で上位に食い込んでいた５番機と18番機は奪われ、ロイヤルガードは事実上、機能しておらず……マリスは暴れに暴れて、国内治安を維持できない国が続出している。今や世界秩序は風前の灯ともし火びってやつさ』

　雷鳥は一人一人の顔を舐なめ回まわすように覗のぞく。

『今の国際連合アンタらは、やせ細った一匹のゾウだ……腹ん中に寄生虫をしこたま抱えたね。私ぁ別にいいんだよ？　あんたらが外からマリスに齧かじられて死のうが、栄養の行き渡らないサナダムシに、腹の中から食い破られようが』

　雷鳥は目を眇すがめる。完全な上から目線で言い放った。

『アンタたちの仕事は、これから私の出す要求に、首を縦に振るか横に振るか……たったそれだけだ』

　そして、話の矛先はハイルマンへと向く。




『単刀直入に言う……勝たせてやるからアンタの全権を今すぐ私に渡しな』




　さしものハイルマンも言葉を失った。首筋を冷たい汗が伝う。

「何を馬鹿な」

『ここで負けておめおめと軍を引かせるよか、よっぽどマシだと思うけどねぇ』

　雷鳥はイギリス首相のデヴィッドに目配せする。

『死者数は七万を超え、投入した火薬は、見たところ二万トンは行ってるか……この大損害、どう責任を取るつもりだい？』

　デヴィッドは顔に影を落とす。

『言っとくが、このまま逃げ帰れば吹き飛ぶのは、ドンパチの発起人……そう、イギリスさ。あとは、自分は大丈夫だと思っている日本太鼓持ちもね』

　雷鳥は次に深ふか川がわ総理を見る。総理は口元をひん曲げて雷鳥を睨にらみつけていた。

『デヴィッド。アンタが葉巻と思って咥くわえているのはダイナマイトさ……「敗戦国」という不名誉な称号が、とにかく嫌で我慢ならない、どこぞの懐古主義者に尻でも叩たたかれたんだろう。言っとくが、深川そいつは欧州がどうなろうと、全く知ったこっちゃないよ……頭にあるのは火事場に乗じて自国の地位を高めることだけさ。あとは全すべてを承知で、柵の外から跳びつくタイミングを狙ねらってる狼おおかみか』

　アシモフ大統領が小さく反応する。デヴィッド首相は盗み見るように深川総理を見た。総理は唾つばを飛ばして悪態をつく。

『氷ひ室むろぉ、きさまぁあ』

　雷鳥は無視してハイルマン提督に言う。

『で？　アンタは帰って親愛なる女王陛下になんてのたまうつもりだい？』

　ハイルマンの鼓動が強く跳ねた。

『あなたの愛するイギリス臣民と、この戦いに集ってくれた将兵を七万以上も犬死にさせてしまいました。大英帝国の誇りとか抜かしてキングは殺せませんでした。ヨーロッパのマリス侵攻は今後も止まりません。参加国を初め、この作戦のせいでクイーンに侵攻された国は激怒しています……こんな内容を小難しく報告書にまとめて提出するかい？』

　ペンドラゴンのクルーたちは顔を青くする。

　ハイルマンも面おもてには出さないが心臓を摑つかまれた気分だった。

『もしもこの戦いで負ければ、今度はイギリスが、かつてのアメリカの二の舞になるよ。人の体面は、衣食住が揃そろって初めて保てる。どれか一つでも欠ければ、飢えた国奴から野盗化するよ……人はマリスではなく、自身の手で絶滅の道を歩み出すだろう』

　茜あかねは固唾かたずを吞のむ。その言葉の意味──

　このＭＩ02目標を落とさなければ、世界はマリス問題を抱えたまま【第三次世界大戦】に突入する。雷らい鳥ちようはそう予言しているのだ。

『咥くわえたダイナマイトに火を点つけるのは、ハイルマン・ウォルチャーチ……アンタだ』

　イギリスサイドは画面向こうで宰相たちと協議をしていた。ずっと無言を貫いていたアシモフ大統領が口を開く。

『そちらの要求はなんだ』

　ブリッジの緊張感が増す。雷鳥は煙草たばこを持つ手を持ち上げた。指の隙すき間まから彼らを睨にらみつける。

『五〇〇〇億ドル。日本円換算で五五兆六一〇〇億円……分割なしの一括払いだ』

　茜が声を上げそうになる。一方、湯ゆ吞のみの茶をすすっていた狼ろう牙がは涼しい顔だ。

　王ワン総督は両手で執務机を叩たたいた。

『馬鹿げている！　出せるわけないだろう！　そんな金！』

『ミス氷ひ室むろ。いくらなんでもそれは……現実的な数字じゃない』

　ジョージ大統領はジョークかと思う。アシモフ大統領は呆あきれ顔がおでペンを放ほうった。でも雷鳥は、狂ったように笑い出す。老ろう婆ばの哄こう笑しようはその場の空気を凍りつかせる……一しきり笑った雷鳥は「あーおかしい」と、目尻を細くした。

『この後に及んで、まだピントのズレたのが多いことで……この戦いでアンタらが背負ってるものはなんだい？』

　その言葉を正しく理解できたのは茜とハイルマンを含めた数名だけ。




『地球に乗る、五〇億三〇〇〇万人の命の値段……そう考えれば、別に高いとは思えないんだけどねぇ』

『この非国民めが！』

　雷らい鳥ちようの出方を窺うかがっていた深ふか川がわ総理が腰を上げる。

『もう我慢も限界だ！　ことの重大性も分からんのか！　それ以上の暴言を吐くなら──っ』

『そうかい。じゃあ、この話は無かったことにする。そちらの警告に従うよ』

　そういうと、雷鳥はペンドラゴンとの通信を打ち切る。深川総理が『……え？』と、目を点にする。アシモフ大統領が舌打ちをし、ジョージ大統領は首を横に振っていた。







　エイルンコード所有艦・揚陸戦艦【アカツキ】。

　アカツキのブリッジで、雷鳥は新しい煙草たばこに火を点つけていた。

　雷鳥の艦長席が一番高い場所に位置し、一段下には指揮スペースが広がる。その下には床に埋まるように、五席からなる通信・火器管制・操そう舵だ席が設置されている。

「艦を移動させますか？」

　雷鳥の下から声が掛かる。【紫の鉄仮面】を付けた少女が指揮スペースに立っていた。

「いいよ。すぐ向こうから、頭を下げにくる」

　雷鳥は煙草を吸う。メインモニターにハイルマンの顔が投影された。

『交渉を続けるとしよう、エイルンコード』

「うちも暇じゃないんだ。次は無いよ」

　雷鳥は不機嫌に言った。ハイルマンの眉み間けんに、新たな皺しわが一本走る。

『そちらこそ小細工は止やめろ、ウォープロダクター……譲歩案として用意している本命をとっとと言え』

　雷鳥は内心でほくそ笑む。少女も「クス」と仮面の下で笑った。

　遅れて安全保障理事会の面々もモニターに映りこむ。

「じゃあ譲歩案だ。二〇七〇年九月二七日時点で、氷ひ室むろ名義だった全すべての『人・物・金・事』……日本政府が押収した有形・無形財産の全てを私に返しな」

　深川総理は目を丸める……肩を震わせて、口をへの字に曲げた。他のトップたちは無言で顔を見合わせる。

「察しが悪いねぇ。第弐富士を返せって言ってるんだよ。無論この中には、デストブルムとそのネイバーフッドも含まれてるし、＋αの条件は付けさせてもらう」

　雷鳥が灰皿にとんとんと煙草を叩たたく。血相を変えた深川総理がハイルマンに言った。

『何を悠長に話なんて聞いている！　事態は一刻の猶予もないというのに！　ハイルマン将軍！　艦隊に命令して、そのドブネズミの船を包囲させろ！』

　深川総理は体裁を繕う余裕も無くしていた。席から立ち上がり、雷鳥を指差す。

『お前の時代は終わったんだ氷室雷鳥！　殺されたくなければ、言うことを聞くのはお前の方だ！　主導権は私が握っている！　それを履き違えるな！』

　しかしすぐ、ハイルマンが深ふか川がわ総理を止めた。

『それは止めた方がいい、ミスター深川』

『軍人ごときが私に意見するな！　同盟国の将軍と言えど許さんぞっ』

　動転した深川総理は聞く耳を持たない。幼稚園児のワガママのような振る舞いを見せ続ける。ハイルマンは視線も合わせず『シャラップ！』と鋭い声を上げた。

『この女がそれを考えないとお思いか？　ここまで接近された時点で、私たちの首にはロープが掛けられているのですよ』

　ハイルマンがそう言うとアシモフ大統領だけが口端を持ち上げる。話を聞いていた雷らい鳥ちようは肩をすくめた。スイッチのようなものを見せつける。

「今は別の作戦行動も兼務していてね。この船には四メガトン級の核爆弾が積んである」

　アシモフ大統領を除く、トップの面々が声を吞のむ。ハイルマンは嘆息する……『しらじらしい』とでも言うように。雷鳥はモニターに映る茜あかねを見た。

「うちのあかね名女優が、アンタらの目を引き付けてくれてたからねぇ。おかげで最高のジャックポットを決めることができたよ」

　モニターの向こう側で茜が恥ずかしそうに視線を下げる。雷鳥はトップ陣を睨にらみつけた。

「撃うつのは勝手だが、この海域にいる連中、みんなが道連れになるよ」

　雷鳥は交渉を進めると同時に、連合艦隊の背中に刃やいばを押し当てていたのだ。

「この状況で司令塔あたまを失えば、島に残っている連中も残らず死ぬだろうね。このオイタの始末は……現内閣総理のアンタにやってもらおうかねぇ、深川総理？」

　深川総理は進退極きわまって、太い首に手をやる。その目は未知の生き物でも見ているようだった。総理は雷鳥に言う。

『お前は……イカレている』

　雷鳥は煙草たばこを吐き捨てる。感情を剝むき出だしにして深川総理に怒鳴り返した。




「親が子ガキのために必死になって！　何が悪い！」




　一年前、氷ひ室むろ義塾はその理念を失った。生徒たちは絶望に叩たたき落おされた。規格外十番テンナンバーは他国の実験用モルモットととして売り飛ばされた。それも全すべてはこの場に集う、欲の皮の突っ張った権力者の政治交渉ゲームに巻き込まれてだ。

　大事な子供を奪われた親の悔くやしさ、怒り……それに苛さいなまれながら、復ふく讐しゆうという料理の準備を今日まで進めてきたのだ。雷鳥は一年分の怒りを叩きつけるかのように言った。

「選びな！　毒を吞のみ干ほしてでも人類史最大の栄誉を得るか！　はたまた全てを捨てるか！　一〇秒迷う間に一〇人死ぬ！　それが目の前で起きている兵士たちの現実だ！」

　雷らい鳥ちようは唾つばを飛ばしてトップ連中に言う。

「選ぶなら早くしな……私は無駄遣いが嫌いなんだよ。命の無駄遣いは特にね」

　波紋が広がる。波紋がもたらしたのは長い沈黙だった。各国のトップたちは隣の誰かが動きだすのを待つように、しきりに目を見交わすだけ。

　雷鳥は返答を待つ……すると不意に拍手の音が鳴った。アシモフ大統領である。アシモフ大統領は拍手をしながら冷たい視線を深ふか川がわ総理に向けた。

『此こ度たびの事態はあなたのやり方にも大いに問題があったようだ。深川総理』

　王ワン総督府も手の平返しで総理を非難する。

『元はと言えば！　国民を統制しきれないあなたがた、日本政府に問題があったんじゃないのかね！　内政問題の皺しわ寄よせに我々まで巻き込まないでもらおうか！』

『そ！　そんな……』

　深川総理が言葉を失う。ジョージ大統領が安全保障理事会の意見をまとめる。

『我々、安全保障理事会は正式にエイルンコードに此度の作戦参加を要請する。その上で依頼しよう。どうか……キングを倒してくれ』

　雷鳥は悟られないよう一息つく。「まいどあり」と、トップ陣の映像通信を一いつ旦たん、打ち切った。雷鳥が子供たちに指示を出し始める。

「さぁガキ共！　もう遠慮はいらないよ！」




　艦内格納庫のスピーカーから雷鳥の声が響き渡る。

『戦争の様よう相そうを変えてきたのはいつだって一〇〇万の有象無象じゃない！　一人の鬼才・天才・変人どもだ！』

　──赤仮面の少女がハンガー通路を走る。一機のコックピットブロックに飛び乗った。

　──別の機体では、既に搭乗していた少年が青い鉄仮面を被かぶる。




　雷鳥がブリッジで怒鳴るように言う。

「アンタたちの暴力的な才能と力！　思う存分、全世界に知らしめてやんな！」

　通信席に座っている少年が眼鏡のブリッジを押し上げる。少年の隣に座っているのは、老人・老ろう婆ばの通信士、操そう舵だ士だ。

　一方、指揮スペースに立つ仮面少女が耳元のボタンを押す。マスクの一部が開放され、口元が覗のぞいた。少女はマスクから伸びる長い髪を払い、返事をする。

「承りました」





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエムⅡ　　第一九話　〔もう一人の援軍〕


２０７０年５月24日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　赤と白の装甲が光を反射する。その外装は、ドレスのシルエットを象かたどっていた。最終決戦ウエデイングドレスについて、ミニマムツルギが二人に説明する。

『これを着さえすれば、エルフィーナも一時的だけど、アリスやグリムと渡り合うことができる……グリムガント戦の時には既に完成していたものよ』

「そ、そんな凄すごいものがあるならどうして？」

　血相を変えて、エイルンが聞く。ツルギは『簡単に言わないで！』と声を張った。

　急変したツルギの様子に二人は言葉を失う。

　ミニマムツルギはチビフィーナの帽子の上で頭をガリガリかいた。

『ごめん。一から説明する……コスモフィリア搭載機の戦闘力はシンプルな算数計算。一よりも三が大きい事実は、どうしたって変えられない』

　コスモフィリアとは全宇宙で二二個あるとされる、至高のエネルギー結晶体だ。

　主人公ジンの【アヴァンアリス】やエルフィーナにも、動力源として使われている。

　かつてエイルンとエルフィーナは、これを積んだ【グリムガント】という、アヴァンアリスのレプリカに大敗している。

『エルフィーナに搭載されているコスモフィリアが一つなのに対し、アリスとグリムに積まれているのは三つ。エルフィーナの戦闘ログを見たけど、その戦力差は身を以もつて知ったでしょ？』

　エイルンが眉まゆを曇くもらせる。過去のエピソードのカットが挟まれた。




《白い神の前に、ボロボロにされる真紅の淑女》




『コスモフィリアは二個以上、同時に燃焼させると「癒着」を始めてしまうの。癒着が進むと今度は閉じ込めていた星々の生命エネルギーが暴走を引き起こす』

「……暴走すると、どうなるんだ？」

　エイルンが曇った顔でツルギに聞き返す。ツルギは手を握り、パッと開いた。

『高確率でビックバン現象を引き起こすわ。惑星なんて簡単に吹き飛ぶでしょう。だからアリスもグリムも、コスモフィリアの一つを完全な制御用に回し、それぞれの癒着化を防いでいるの』

　それを聞いてエイルンは「ん？」と怪け訝げんそうな声を上げる。

「その理屈なら、コスモフィリアが制御用も含めて三つあればいいということだよな？」

『お母さまは、研究用でもともと一つ。アブソリューター・ジンが強ごう奪だつしたものを一つ。更にムッシュがベガ艦隊から奪還したもので一つ。計三つ、持っていたはずです』

　エイルンをオンブするチビフィーナが視線を上にやる。

『……ええ、持っているわ。エルフィーナ・ルインレーゼの主機関である、ルインウィールに一個。そしてこのウエディングドレスの補助動力として一個……最後の一個は、この施設の深奥区画に保管してある』

　ツルギは完成したウエディングドレスを見上げる。

『でもただ搭載するだけじゃ癒着は止められないの。だから、アヴァンアリスにはサクラ、グリムガントにはビロウという「生体マシン・インターフェイス」をコスモフィリアに取り込ませる必要があったの』

　ツルギの説明で二人はハッとなる。

『そうすることでコスモフィリア同士の癒着を防ぎ、三つの星の力を引き出した』

　アヴァンアリスもグリムガントも搭乗の手順で、一人の少女を心臓部に取り込まなくてはならない。この手順を踏まず、機体を起動させると三分で自壊現象を引き起こしてしまうのだ。よってジンの傍そばには、アリスの巫み女こ・サクラ。

　敵キャラクター・アスタニア王には、人工妖精・ビロウがついていた。

「じゃあ、サクラが『自分はアリスの良心だから』と言っていたのは──」

『そ。魔人を暴走させないためのリミッターこころが、サクラ自身だったってことよ……そして生前の私は最後まで、コスモフィリアと融合した人間の「切り離し技術」を確立できなかったの』

　ツルギがエイルンに説明する。それから愛まな娘むすめの顔を覗のぞきこんだ。

『最初はチビフィーナあなたを制御用のマシン・インターフェイスに立てられないか考えたわ。でもコスモフィリアは生物としか融合を果たすことができなかったのよ』

　それを聞き、エイルンに別の疑問が浮かび上がる。

「ならば……俺がコスモフィリアの生体マシン・インターフェイスになればいいんじゃないのか？　サクラみたいに」

　ツルギは心底嫌そうに溜ため息いきをつく。

『だから……簡単に言うな、って言ってんの』

　ツルギはチビフィーナの頭上で振り向く。エイルンの鼻の先で対面した。

『技術的には可能よ。でもそうなったら最後……アンタは人じゃなくなってしまう』

　エイルンとチビフィーナは愕がく然ぜんとなる。

『もはや人とは呼べない……「人の形をしたエネルギー体」になるの。コスモフィリアが燃え尽きるまで生き続ける。それにもし、間違って燃焼限界を超えでもしたら、アンタの身体からだは溶けてエネルギーに分解される……消えちゃうのよ？　ローソクの火みたいに』

　ミニマムツルギは辛つらそうに、着物の裾すそを握る。

『少なくとも私はそんなの絶対に嫌だった。だから、コレの存在を今日まで隠してきた』

『お母さま』

　チビフィーナは同情するように声を掛ける。エイルンは横を向く。エルフィーナの最後のドレスを見上げた。そして……ミニマムツルギに笑いかける。

「ツルギ……やはり俺にコスモフィリアを移植してくれ」

　ミニマムツルギは涙を浮かべてエイルンの顔を殴る。ツルギの手は幽霊みたいにエイルンの顔をすり抜けた。それでもツルギは止めない。

『このっ、このっ！』

「君がいなくなってずっと考えた。俺が死んだ後、エルフィーナこの子はどうなるか……俺はいずれ老いて死んでしまう。そうしたら、この子を一人ぼっちにしてしまう」

『黙れ』

「俺は君を守ることができなかった。俺が一番一緒にいたかった人はもう、この世界にいないんだよ。俺が弱いせいで、この子からも君を取り上げてしまった」

『黙れ黙れ黙れ！』

　ツルギは涙を浮かべながらエイルンの顔を殴り続ける。その度に人形みたいな小さな手がエイルンの頰ほおをすり抜けた。

「月の女神ルインレーゼは七度生まれ変わっても、羊飼いと恋に落ち、結ばれる。そんな一いち途ずで優しい女神に……今度は羊飼いオレから贈りたいんだ」

　自分のために怒るツルギに、エイルンは慈愛の眼まな差ざしで微笑ほほえみかける。対するツルギはチビフィーナの頭上でへたり込んだ。

　涙を零こぼし続ける立体映像ホログラフにエイルンは優しく言う。

「大好きな君のぶんまで……俺はエルフィーナこの子を想おもい続ける。この子の中に君がいる限り、俺たちはいつまでも一緒だ」

　ミニマムツルギが驚いて面を上げる。エイルンはバツが悪そうに頰を搔かく。

「たった一言を言うのに、この体たらくさ……一〇年以上も想い続けたのに、結局最後まで言えなかった」

　言いながらエイルンは目尻に涙を浮かべる。

「ごめん、ツルギ。俺は君が大好きだった」

　ミニマムツルギは口を両手で覆う。やがて涙を浮かべ、エイルンの鼻に身体からだを寄せた。

『そういうのは私が生きてる時に言いなさいよ……バカァ』

「……すまん」

　それを聞いていたチビフィーナは、寂しそうな微笑みを浮かべていた。






Ⅴ　集結の規格外十番テンナンバー









　アカツキ・ブリッジ。

　紫仮面の少女・ブレーン９が指揮スペースに立つ。正面には映画館サイズの光学画面が中央に一つ、サブモニターが左右に一つずつ併設される。

『母。ハイルマンより、続々と指揮権と管理パスが移譲されている。現在、およそ六師団分の戦力を収集した』

　野太い男性の声が流れる。すると紫仮面ブレーン９の周りに光学モニターが四〇枚以上、浮かび上がった。指揮スペースが光学モニターで埋まる。

「多すぎる。見やすく編集してよこしなさい。あと母って呼ばないで」

　紫仮面ブレーン９が言う。四〇枚超えのモニターがただちに消えた。

『全通信回線を本艦に接続。本艦をトップサーバーに置き、指揮系統を樹立する………………完了。残存物資・兵力・損耗状況を解析中──』

　アポロニアスγ────高性能ＡＩを搭載した思考加速デバイスだ。

　氷の九アイス・ナイン、九重ここのえ紫し貴きの戦術指揮能力を研究して開発されたＡＩが、この仮面には搭載されている。紫仮面ブレーン９改め紫貴に、アポロニアスγが言った。

『樹立完了。母よ、駒こまが揃そろったぞ』

　紫貴の周りに光学モニターが二四枚、再表示される。

「まだ見にくい」

　紫貴が言うと、モニター群が合体していく。最終的に六枚の光学モニターだけとなった。

『統合した』

「よろしい。まずは散らばる子団を一カ所に集める。迎撃ポイントを主要七カ所に設置する。各迎撃ポイントに離脱中の隊を向かわせなさい」

　紫貴の正面に光学キーボードが二つ現れた。紫貴は右のキーボードにブラインドタッチで電文を作成していく。

「ハイルマンのところへ送っておいて。伴奏をするには、まだ少し演者が足りないわ……私たちがタクトを持つのはそれから」

　アポロニアスが『御意』と返事をする。モニターの電文が自動送信された。

　一方、紫貴の下にある通信スペースでは老人・老ろう婆ばが会話に興きようじている。

「なにが大西洋まで楽しい遊覧航海だ」

「時給一〇〇万ドルに釣られてきてみれば、とんだ鉄火場だ」

「まぁ、退屈してたからちょうど良いさね」

「ボケ防止、ボケ防止。カカカ！」

　この老人たちは退役軍人だ。雷らい鳥ちようの古い友人で、元は、超のつく敏腕オペレーター・操そう舵だ士たちである。その中に一人だけ少年が混じっていた。

「ブレーン９。状況を開始します」

　士官服の少年は、かつての生途会会計・田た中なか栄えい太た郎ろうだった。一年前とは雰囲気がまるで違う。体格は盛り上がり、顔つきも精せい悍かんになっていた。

「紫し貴きちゃん！　この坊主、なかなかみどころあるぜ！」

　隣の爺じいさんに背中を叩たたかれる。田中は眼鏡をズラして「どうも」と返事をした。

「ごめんなさいね、田中君。本土から呼び戻してすぐ、いきなり作戦に参加しろだなんて」

　紫貴が言う。田中はズレ落ちた眼鏡のブリッジを押し上げる。

「いえ、嬉うれしかったです。どうせ、保管領むこうにいてもツルハシを振るだけの毎日でしたから……亡くなったあの人に恥じぬよう、務めあげてみせます」

　紫貴が田中の後ろ姿を見る。その背中は一年前より少し、大きく見えた。

「まずは下ごしらえか……ブレーン９より各機に通達！　これより作戦を開始する！」

　紫貴が声を鋭くする。アカツキのブリッジに緊張が走った。

「光学迷彩を解除！　機体をフルアクティブに！　現時点を以もつてフェイズ２に移行する！」







　東エリア山岳地帯・高所。

　マントのように繊せん維い装甲をたなびかせ、閃光の八ライトニング・エイトの専用機・グラン二号【フレイムパンチャー】が姿を現す。肥大した腿ももが特徴の重戦せん騎き装そうだ。

　シート型のコックピットに黄色い仮面の少女が座る。少女は耳元のボタンを押す。仮面の右半分が開放された。八や雲くも日向ひなたが、紫貴と映像通信を繫つなぐ。

『ガンナー８。第六左翼の元気がないの。Ｚ12から切り崩したいんだけど、できる？』

　日向は嬉しそうに笑みを零こぼす。

「ガンナー８、任務、拝命しました」

　紫貴は『頼むわ』と言い、映像通信が切れた。日向はダッシュボードを引く。現れたのは大量のライフル弾だ。全すべて火薬は抜いてある。日向はそのうちの一本をとる。

　半割れマスク──そこから覗のぞく口元が喜き悦えつに歪ゆがむ。

『さぁグランっ、空を火の海に沈めてやりましょう』

　グラン二号から日向の上ずった声が漏れる。グラン二号が携けい行こう火器の展開を始める。

『右腕＝一四四ミリ特大スナイパーライフル』『左腕＝四六ミリ重ガトリング砲』

『胸部＝二一ミリ散弾砲』『両肩＝ミサイルポット計四門』

『両腿＝三五ミリ対空機関砲』『背部＝ペトリオットミサイル発射機』

　フレイムパンチャーはハリネズミのような重装備を展開する。

　シートで笑う日向ひなたは、手に持ったライフル弾をうっとりと見つめた。

「くふっ♡　グラン二号、フレイムパンチャー……これより、対空砲撃を開始します」







　東部エリア某所。

　だだっ広い平原がどこまでも続く。誰もいない平原には砂煙が舞っていた。まるで透明な物体が地面を滑っているかのような光景である。

『クソメガネよりクソ虫各機。準備はいいな』

　田た中なかからの通信が入る。一斉に繊維装甲マントが空を舞った。

　光学迷彩を解いて現れたのは【風神カスタム】の三機だ。疾しつ風ぷうの後継機・風神をスター小隊用に改造した機体である。

　疾風を全体的にマッシヴにしたようなボディ。ブルーカラーで、三機とも二ア眼イカメラが採用されている。それぞれの頭部には、山やま武たけ機に『三』、オルソン機に『蒼あお』、大だい地ち機に『星』の字がペイントされていた。

『しゃああああああああああああああああああ！』

『リベンジマッチの開催よ！』

　山武機、オルソン機から掛け声が流れた。大地機を筆頭に風神カスタムが走る。三機の背後には一機の疾風も付いてきていた。

『マリーナ！　速度を上げる！　置いてかれるなよ！』

　機体から『了解』と返事がくる。それはマリーナの乗る疾風だった。

　マリーナ・ルイス──葵あおいがＺ－02中隊で出会った、生き残りのヘキサ兵である。

　彼らを先導するのは、神馬の五スレイプニル・フアイブ・伍いつ橋はし月げつ下かだ。

　牙きば型のアイカメラが光る。ゴリラのような腕を持つ、獣のフォルムをした戦せん騎き装そうだ。ボディカラーはグラン二号と同じ、群青色である。

　グラン三号【ファイヤーキッカー】──機動戦特化の月下専用機だ。

『アカツキよりファイブウィンド小隊。二面撹かく乱らんを開始せよ』

　四機に流れる紫し貴きのゴーサイン。月下が先行した。

『じゃあ、お先！　アンタたちは後からついてきな！』

　グラン三号がバギー走行に切り替える。豪速で四機を引き離していった。

　一方、大地率いるスター小隊とマリーナは、左を迂う回かいするように進路を取る。







　オペレーション・リミットブレイクの失敗に伴い、機兵部などのヘキサ部隊はＭＩ02目標の中心部を目指すよう、厳命が下っていた───

　一一機の疾しつ風ぷうが単縦で進む。皆、バッタみたいに跳ねては直進跳躍で距離を稼いでいた。機兵部の行軍を援護するのは、フランス陸軍だ。

　固太りしたグレーの人機【グランＭｋⅢ】──フランス陸軍のフォースシーズン機だ。

　護衛部隊の最後の一機が、ルークの突進でバラバラに粉砕される。機関部に誘爆し、残ざん骸がいを炎が内側から焼いた。

　炎の中からルークが顔を覗のぞかせる。爆発の衝撃も無視して突進を続けた。目指すは前方を逃げる、ヘキサ餌たちだ。

『フィリップ少尉！』

　女子部員の悲鳴が響く。疾風各機は泥だらけになって逃げ続けていた。彼らは予あらかじめ二班に分かれていたうちの一グループとなる。

『最後の食事があんな不ま味ずいチーズバーガーとか！』

　男子部員が文句を垂たれる。彼らを目指し、付近エリアのマリスがこの場所に集中していた。周囲からの地響きがマリスの接近を知らせる。

『誰か！　自衛隊に救援要請送れよ！』

『もう皆、やられてるよ！』

　疾風から子供たちの泣き声が上がる。一一機の前方から雄ナイトが飛来した。雄ナイトは魚体をくねらせ、機兵部へと近付いてくる。

『雄ナイト一！　啓けい二じ！　対空ランチャー！　早くしろ来てる！』

『もう撃うち切ったよ！　さっき言ったじゃん！』

『来る！　転身なんてできないよ!?　どう──っ！』

　巨大シーラカンスの牙きばが子供たちに届くよりも先である。

　陸上を巨大な影が通りすぎた。牙目のアイカメラが光の軌跡を生む。

『あーら──っ！』

　雄ナイトに追い付き、鋼鉄の獣・グラン三号が地面を蹴けった。

『よっと！』

　横からの体当たりで雄ナイトは地面に叩たたき落おとされた。







　──有ゆう翼よくルークの肉翼が穴だらけになる。──十近い有翼ポーンが血肉に変わった。──高速で飛ひ翔しようした巨大シーラカンス・雄ナイトの顔にミサイルが着弾した。

　グラン二号は砲撃戦を繰り広げる。重すぎる全身を両踵かかとのスパイクが固定していた。

　日向ひなたの高らかな笑い声が響く。

『まるで蚊トンボだわ！　たのしぃい！』

　グラン二号が派手な掃そう討とう戦を展開する。その背後では専属の補給部隊がせわしなく動き回っていた。戦せん騎き装そうや装甲車が、武装コンテナを運搬してくる。

　彼らに指示を出すのは茶色に塗ぬった巌がん流りゆうだ。巌流とは陸上自衛隊の主力戦騎装である。それを整備作業用に改修したものだ。これに乗るのは日向ひなたの夫・橘たちばな柔じゆう呉ごだった。

『よし。とりあえずＳ11の補給エリアから、この調子で弾薬を持ってきてくれー！　リストアップした武器もあればそのコンテナも！』

【巌流・整備カスタム】から柔呉の声が上がる。

『仕様上、グラン二号あの機体に装備できない火器はない！　面倒臭かったら、とりあえず目に付いた武装コンテナ持ってきてくれ！　補給作業は全部こっちでやる！』

　コンテナを運ぶ輸送部隊はすぐにＵターンをする。巌流はコンテナの一つを開ける。中からキューブ状の弾薬ユニットをダンボールみたいに持ちあげた。

『しかし……生で見るとマジですげえな。俺の嫁さん』

　大暴れするグラン二号の下へ滑走する。左肩の後ろに、手に持ったキューブを差しこんだ。グラン二号はすぐに左腕のガトリングを発射する。

『ありがとうございます！　好きです！』

『おう！　俺もな！』

　巌流は投とう棄きされていた空の弾薬ユニットを放ほうり投げる。地面を這はっていたポーンが、弾薬ユニットに頭を砕かれて絶命した。
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　グラン三号が地面を搔かき散らして着地する。ゴリラのような腕──内部のコーナータイヤ──で地面を滑り、華麗なコーナーリングを決めた。

『私が相手になってやる！　こっちきな！　化け物ども！』

　月げつ下かが数十という敵を引き付ける。大群の隙すき間まを縫うようにグラン三号が走り抜けた。まさに一瞬の出来事。横切った新しい獲物にマリスたちは目を眩くらませる。

　敵の気勢が緩んだ。疾しつ風ぷうから部員たちの驚く声が上がった。

『今の！　……グラン!?　グランだった！』

『月下隊長？　月下隊長だったよねぇ!?』

　それでも敵がいなくなったわけではない。最後尾を走っていた一機にルークが迫りつつあった。先頭を走る疾風・啓けい二じ機から声が上がった。

『馬鹿！　萌もえ奈な、きてる！』

　最後尾から女の子の悲鳴が上がる。その時、疾風と三つの風が交差した。横切った瞬間、啓二機に声が掛けられる。

『そのまま直進しろ』『……え？』

　啓二機が捉とらえたのは、見慣れた三機の後ろ姿だ。

　部員を追い回していたルーク──その両前足が切り飛ばされた。

　オルソン機と山やま武たけ機が左右を抜ける。併あわせて大だい地ち機が跳躍した。

　大地機はルークの頭上をムーンサルトで舞う。左腕にマウントした砲筒をぶっ放す。ルークの背中に爆発の炎が上がった。

『数一〇。このまま押し切るぞ』

　膝ひざ裏のスラスターを噴射させ、大地機がゆっくりと下りてくる。スイートビーで銃撃を繰り出しながらだ。オルソン機と山武機も泥を舞い上げて着地する。二機の持つスイートビーも火を噴いた。銃撃によってポーンたちが駆く逐ちくされていく。

『『『『『『部長[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]』』』』』』

　機兵部から涙の歓声が上がる。大地たちスター小隊は、先の北米戦で戦死したと知らされていた。部員たちから見れば、三人は奇跡の復活を果たしたように映っていた。

『マリーナ！　後退準備を！』

　大地が言うと、マリーナ機から『了解』と声があがる。マリーナ機が一一機の損害を確認する。後退の準備を始めた。

　バイク型のシートにまたがるのは金髪ボーズヘッドの少年だ。亜あ賀が沼ぬま大地である。

　コックピットモニターの横には、チャラい系顎あご髭ひげの江え藤とう山武と、日系ブラジル人の前まえ田だオルソンが映っている。三人とも口に布を巻き、テロリストみたいな風ふう貌ぼうだった。

　大だい地ちが口に巻いた布を取る。

「各自、武器選択自由。これより機兵部の後退を援護する」

　映像通信の二人も、画面向こうで布を外した。

　大地は浅く呼吸する……唾つばを飛ばして命令した。

「こいつらは俺らが引き受ける！　機兵部テメーらは脇目も振らずに突っ走れ！」

　スター小隊が機兵部の後退を全力で援護する。







　その一方────グラン三号は既に大群を引きつれていた。

　紫色の大地を覆い隠すほどに集まってきている。陸上はもちろん空からもマリスがグラン三号を狙ねらっていた。

　バイク型の操縦デバイスに乗るのは伍いつ橋はし月げつ下かだ。ショートヘアーの麗人。口元だけを革製のマスクで隠している。マスクには怪獣の口みたいな絵が描かれていた。

　機動の度に、防護服を押し上げる爆乳が上下に揺れる。

「お～お～。ここまで集まると、グロ画像極きわまりないね」

　月下は口元のマスクを取る。通信を繫つないだ。紫し貴きがモニターに映る。

「こちらモンスター５。会長さん、少し早いが私の方からおっ始めてくれ」

　紫貴は少し考える素振りを見せる。二秒の思考を経て頷うなずいた。

『わかりました、では一八〇秒後より、一〇秒間隔で時間差砲撃を始めます。転身は別途指示があるまで厳禁。爆風にはくれぐれもご注意ください』

　月下が「あいあい」と応こたえる。紫貴との通信が切れた。

「さぁ！　ひさびさに月下さんの本気走り、見せてやろうかね！」

　月下はギアチェンジ──ステータス画面にある『力こぶアイコン』が点灯した。

　外では、大群を引きつれるグラン三号がジャンプする。

『リミット解除！』

　空中でゴリラ腕が拡張した。内部からタイヤが露出する。背中の放熱フィンが持ち上がった。膝ひざ・踵かかとの巨大タイヤロードホイールが急回転する。

『捕まえられるものなら……捕まえてみな！』

　月下が高機動戦に入る。グラン三号が着地と同時にバギー走行へモードを変えた。







　アカツキ・ブリッジ。

　紫貴は戦域マップを走る、『５』の青マーカーを注視していた。

「一人でスター小隊以上の働き……毎度、恐れ入るわね」

　戦域マップでは、主に二つの事象が並行して進行していた。

　右翼側では日向ひなたが飛行子団を抑えている。

　左翼側ではスター小隊と月げつ下かが、敵を大きく二グループに分けて、一カ所に合流させようとしていた。不意に紫し貴きの仮面からアポロニアスの声が流れる。

『母。左翼、右翼のＳ・Ｈエリアに砲撃部隊を展開した。二個師団分の火力計算となる。一発、デカイのかませるぞ』

　青マーカーが左右から近付いていく。その背後にはゴキブリのように増殖した赤マーカーの大群だ。マップを赤く染め上げ、ひしめいている。紫貴が言った。

「タイミングは私がやる」

　アポロニアスは『御意』と返事をする。『５』の青マーカーと『01』『02』『03』の青マーカーが距離を縮めていく。四つのマーカーが重なり……紫貴が鋭い指示を上げた。

「アポロニアス！」

　前後左右──戦域マップの外周──から⇒マークが飛んでくる。

　これは支援部隊の砲撃を差す。数百の⇒マークは一カ所へと集合していった。




　×マークの打ち上げ花火────×が放射状に拡散し、マリスの反応も消失する。




　アポロニアスγが報告する。

『五三六六体の撃破を確認。駒こまは健在。進路を確保したぞ』

　メインモニターの戦域マップに、ジグザグでルートが敷かれる。『ＯＫ！』の電光文字が浮かんだ。紫貴は「よし！」と言い、クルーたちに呼び掛ける。

「ルートを確保！　部隊配備の進捗具合、現在五五パーセント！　これより作戦をフェイズ３に以降する！」

　老兵がメインモニターに外の画像を映し出した。

「その前に紫貴ちゃん。命知らずが一人、この艦に乗せろって騒いでるよ」

　紫貴は外の映像を見る……外には非常救命艇に乗った茜あかねの姿があった。




　アカツキ・艦内発射場。

　格納庫では一いちノの瀬せ葵あおいと【鬼灯ほおずき・炎一號ごう】が出撃の時を待っていた。

　鬼灯のコックピットもバイク型だ。防護服を通して、メリハリのとれたボディラインが描かれている。臀でん部ぶをキュッと突き出す格好だ。

　赤い仮面を被かぶり、一ノ瀬葵がライダースタイルで紫貴と交信する。

『ブレーン９よりオーガ１。フェイズ３を再確認します。現在、本艦はＭＩ02目標の北上10キロ地点にて待機中』

　コックピットモニターに島の地図と、アカツキの現在位置が表示される。

『Ｉｚ－42カスタムダッシュ【鬼灯ほおずき・炎一號ごう】及び、自律弾薬ユニット【宙ちゆう臣しん蔵ぐら】は、強襲用推進ユニット【オニガシマブースター】でポイントＧ－11まで弾丸輸送します。ゴールまでの輸送ルートは既に入力済みよ。あなたは着くまで寝てていいわ』

「吐いてて、の間違いだろ？　シミュレーターで何回、意識が飛びかけたと思ってんだ」

　葵あおいが憎まれ口を叩たたきながら操そう縦じゆう桿かんを押す。

　外では鬼灯が、ハンググライダーのような飛行ユニットに乗る。片かた膝ひざをつけると、両サイドの取手を摑つかんで身体からだを固定した。

　コックピットモニターに映る紫し貴きは説明を続ける。

『ポイントに到着後はただちに【オペレーション・デスサイズ・フルオーケストラ】を始動します。到着と同時に暴れなさい。後のオーダーは彼女が引き継ぎます』

　紫貴の左隣に、茜あかねの画像が映った。葵が茜に話しかける。

「お？　少し、背伸びた？」

『人の、苦労も知らないで……。私のコードネームは、妖精の三フエアリー・スリーのままで良いらしいので、作戦中はそうお呼びください』

　茜は目元をハンカチで拭ぬぐう。その目に悔くやしさを滲にじませてお願いした。

『葵さん、お願いします。氷ひ室むろ義塾の本当の力……ここにいる奴やつら、全員に見せつけてやってください！』

　葵は「あいよ」と自信を込めて応こたえた。二人の映像が消える。メインモニターに【システム炎一號】の電光文字が表示された。

　巨大ハンググライダー【オニガシマブースター】の前面装甲が持ち上がった。鬼灯の全身を装甲板が隠す。ブースターは巨大な『楔くさび』の形に変わる。

　艦内格納庫に茜の放送が入った。

『後部甲板を開放する。作業員は所定箇所に避難してください。繰り返す──』

　格納庫にアラートが鳴る。非常ランプがそこかしこで赤く点灯した。格納庫が真ん中から縦に割れ始める。ゆっくりと景色が開けていき、蒼あおい空が広がった。

『ローンチ展開……鬼の鎖が解かれる。各員は衝撃に備えよ。鬼の鎖が解かれる。各員は衝撃に備えよ』

　アカツキの後部甲板がＶ字を作るように割れる。オニガシマブースターの下から、一直線に滑走路が伸びた。進路に沿ってランプが点灯していく。

『オニガシマブースター、トイズナインスと直結』

　葵の声が鬼灯から流れる。鬼灯の腰後ろに巨大ケーブルが繫つながれた。球形ユニットメイン動力炉が、らせん状に光を発し始める。

　鬼灯のエネルギーがオニガシマブースターに行き渡る。葵が言った。

『オニガシマブースター、点火！』

　ブースターの推進部が青く光り始めた。葵あおいは全すべての準備を終える。作業員の一人は傍そばにある手すりを摑つかむ。別の者は作業帽を押さえて床に伏せた。紫し貴きが発進命令をだす。

『オニガシマブースター、出撃準備完了！　鬼灯ほおずき・炎一號ごう……突貫！』

『オーガ１！　鬼灯・炎一號！　突貫！』




　弾丸発射────楔くさび型のブースターがＭＩ02目標に向けて射出される。




　反動衝撃が艦全体を襲う。アカツキの船体が後ろへ押された。

「ぐううううぅううう！」

　コックピットの葵は、凄すごいＧに押し潰つぶされそうになる。オニガシマブースターは鋭角に進路を変え、くねり、設定ルートに沿って目標地点を目指す。







　アカツキでは、茜あかねがオニガシマブースターの現況を逐ちく次じ報告する。

「オニガシマブースター！　ポイント２８７６！　２９１１を通過！　前方五〇メートル！　ポーン概算二〇！　ビショップ二！」

　メインモニターに映るのは、高速移動するオニガシマブースターだ。

　ブースターの前面装甲から小型ミサイルが波状発射される。前方の敵団を吹き飛ばした。

　鬼灯は爆炎を潜くぐり抜ぬけるも、何匹ものポーンがオニガシマブースターにへばりついていた。紫貴が即座に命じる。

「アーマー一層！　パージ！」

　茜が「パージします！」と、制御卓のレバーを引く。

　画面内で、オニガシマブースターの外装がパージされた。へばりついた敵ごと装甲を捨てる。鬼灯の頭部が外気に晒さらされる。すぐ田た中なかが報告した。

「雄ナイト二匹、接近！　ブースターに取り付きます！」

　オニガシマブースターの左右から雄ナイトが嚙かみつく。装甲に歯型ができて潰された。

「アーマー二層、パージ！」

　茜は「パー、ジ！」と、別のレバーを引く。画面内でオニガシマブースターの装甲がまた取り外される。ハンググライダーにしがみつく鬼灯が現れた。

「進路よし！　宙ちゆう臣しん蔵ぐら！　投下！」

「投下します！」

　茜が赤いボタンを押す。ハンググライダーに連結された宙臣蔵が投下された。

「投下完了！　葵！　いいわ！」

『いよっ……いしょおお！』

　紫し貴きの指示で、モニター上の鬼灯ほおずきがオニガシマブースターから飛び降りた。







　ＭＩ02目標・Ｇエリア。

　乗り捨てられたオニガシマブースターが敵団と激突する。大爆発を引き起こした。

　一方、飛び下りた鬼灯は、空中で双肩ブースターを逆噴射させる。慣性運動を相殺させ水平になろうとした。鬼灯の両踵かかとが地面を掘る。

『止ま、れぇええぇえ！』

　地面に二本の足跡を付けながら鬼灯が減速する……やがて鋼鉄の大鬼が、ＭＩ02目標おにがしまへと到着した。

「二度と……やるもんか」

　コックピットで葵あおいは息を切らす。鉄仮面を脱ぎ棄すて、操そう縦じゆう桿かんを握った。

「さぁって」

　葵はモニターを目配せする。乾いた唇を舐なめて潤おした。

「本当にど真ん中もいいところじゃん。容赦ないね、紫貴アイツ」

　レーダーモニターには埋め尽くすほどの赤マーカーが集まってきていた。

　山岳地帯に一機の大鬼が降り立つ。背後にはＵＦＯを思わせる弾薬ユニット【宙ちゆう臣しん蔵ぐら】が控えていた。

　両肩のブースターが噴射孔を後ろへと戻す。併装された筒状の鞘さやには刀が三本ずつ差されている。右肩に【炎】──左肩に【壱號ごう】──。

　友軍０。鬼を囲むのは数え切れないほどの大群だった。

『下等生物どもを戦術の断頭台に』

　紫貴の声が流れる。鬼灯が腰後ろからリボルバー式徹てつ甲こう榴りゆう弾だん砲【ヤキゴテ】を装備した。

『化物どもに戦技の大おお鎌がまを』

　続いて肩から太刀を引き抜く。柄の無い太刀は外気に触れると震動を始める。震動の衝撃が紫色の草をざわめかせた。

　鬼灯の準備が完了し、敵が一斉に向かってくる。

　コックピットの葵が獰どう猛もうに笑う。映像通信に映る、紫貴の仮面に影が差した。

『「さぁ、鬼ごっこを始めましょう」』

　二人の鬼が今……殺さつ戮りくの二重奏を奏でる。

【オペレーション・デスサイズ・フルオーケストラ】──炎の一フレイム・ワンの単独強襲を軸においた、氷の九アイス・ナインの戦略・殲せん滅めつ作戦の広域版だ。

　今までとの違いはその規模にある。
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　かつての紫し貴きは二個師団分までの指揮が限界だった。しかし、アポロニアスγの補助と、思考加速デバイスを併用することで、現在は一〇師団までなら完全掌握することができる。

　また葵あおいも、鬼灯ほおずき・炎一號ごうに乗り換えたことで、その突破力は段違いに上がっていた。

　アカツキのブリッジで、安全保障理事会の五人が脱帽する。

　ハイルマンもまた、エイルンコードの戦果に声を失っていた。

『これがヘキサ戦術の最高峰……氷ひ室むろ義塾の頂点に立った規格外十番テンナンバー』

　アシモフ大統領が漏らす。サブモニターには、四分割で映像が流れていた。

『単身でマリスを強襲する鬼灯・炎一號』『単機で大群を撹かく乱らんするグラン三号』

『同じく、陽動機動を執る風神カスタムの三機』『砲撃戦を繰り広げるグラン二号』

　メインモニターには、ＭＩ02目標の戦域マップが投影されている。

　赤マーカーの大部分は『海際の一区画』に集められていた。赤マーカーは現在、物もの凄すごいスピードで減らされている。雷らい鳥ちようは新しい煙草たばこに火を点つけた。

「子団の駆除なんてのは、弾と火薬さえあればどうとでもなる……ガキは飛び道具を持たないからね。ヘキサの戦術特性を活用すれば、その殲せん滅めつ効率は桁違いに跳ねあがる」

　雷鳥は「ふー」と煙を吐く。

「いくら強力な怪物と言えど、射程外から撃うちまくって殺しちまえばいい。その理想形ともいえる駆く逐ちく方法がコレさ」

　砲撃が開始されて三七分────既に子団駆除数は、八〇〇〇〇に到達しつつあった。

「炎の大おお鎌がまと氷の断頭台からなる【ギロチンタッグ】……かつて氷ひ室むろ義塾を勝利へと導き続けた、エイルンコードうちの目玉商品の一つだ」

『信じられん』『よし……よし！』

　各国トップが各々の反応を見せる。しかし茜あかねの表情は暗かった。

　茜は一つのマーカーの動向を警戒し続けていた。

「それでも……」

「線滅型！　第三射くるよ！」

　老オペレーターが言った。戦域マップの八方に線が広がった。

　構築した七つの迎撃ポイント──その一つに×マークが広がる。程なくして消失した。

「フランス陸軍、第五から第八までの戦車中隊消失！　一〇二一歩兵連隊も同じく！」

　田た中なかの報告に紫し貴きは舌打ちする。茜は冷や汗をかいて視線を持ち上げた。

「コイツをどうにかしなければ……勝利は無い」

　メインモニターが切り替わる。炎の海の中で、蛇体をくねらせるのは線滅型だ。

　サブモニターに葵あおいの顔が表示される。

『オーガ１よりブレーン９。あれ、どうしよ』

　紫貴はコツとヒールを鳴らす。マイナスに傾きかけた全員の意識にストップをかけた。

　戦域マップ──線滅型の右横にある海域──に新たなマーカーが現れる。

　それは『甲羅』の形をした青マーカーだった。

「既に対策済みよ」

　紫貴は仮面を持ち上げる────線滅型の前に現れたのはかつての強敵だった。

「なんで……こいつが」

　茜は驚きの声を漏らす。巨体を左右に揺らし……丸みを帯びた人型が上陸する。両肩と背中に特大装甲を纏まとう。どれも亀の甲羅に酷こく似じしていた。同じく両手には甲羅型のラージシールドを装備している。後頭部からポニーテールのように【八匹の大蛇】を伸ばす。

　ネイバー16番機・隠おん密みつ強襲型ネイバー【ショワンウー】だった。

「これよりフェイズ４へ移行！　オペレーション・デスサイズはこのまま継続！　Ｑ11はポセイドン２が対処する！」







　海岸にショワンウーが足をかける。濡ぬれた砂浜は二メートル近く沈んだ。

　直線距離にして約一〇キロ──巨大ワームがキングコブラのように身体からだをくねらせる。蛇体の先端部が開き、大口が開けられる。線滅型はショワンウーの方を向いた。

　ショワンウーのコックピットモニターには、そのおぞましい姿が拡大表示されている。

　シート型の操縦デバイスに座るのは、青い鉄仮面を被かぶった少年だ。

『ポセイドン２！　あなたのノルマはその巨大ミミズよ！　とりあえずなんとかなさい！』

　少年改め、双そう条じよう水す久く那なは仮面を取る。その柔和な顔を引きつらせた。

「僕たちだけ命令が雑だね……まだ氷ひ室むろさんの真ま似ねをしたの、怒ってるのかな」

（まー、冷や飯は進んで食いに行こうぜ相棒）

　表層意識でもう一人の自分・宿儺すくなが話しかけてくる。

　水久那は【二心二技ダブル】という異能を持っている。一つの身体からだに二つの人格が同居しているのだ。人格を交換することで、身体技能を交換できるという力である。

「さぁショワンウー。君の堅さに、皆の命をベットするよ」

　ショワンウーの頭部と胸部のアイカメラが黄色に光る。背部・肩部の特大装甲を縮め、装甲同士が接合した。併あわせて頭部ユニットが胸部へと収納される。







　アカツキのブリッジでは、デヴィッド首相が絶句していた。

　雷らい鳥ちようはそんな彼を見ながら「一年前になるが」と話を始める。

「人んちに忍び込んだ誰かの子飼いが、台所事情をご近所さんに売っ払い──」

　深ふか川がわ総理の禿とく頭とうに大粒の汗が垂たれる。

「ご近所さんは隣人顔で家に乗り込み、通帳を盗もうとするも失敗……頭に来た御ご近きん所じよさんは、家に火をつけようとゴロツキどもを雇う。しかも、法に触れる『悪いオモチャ』を持たせてね……何の因果か、その時の悪いオモチャが手に入ったんだから、人生というのは分からない」

　デヴィッドは下を向き、決して面おもてを上げようとはしない。

「これをもともと、どこが隠し持っていたのか……気になるところではあるんだよ。もし『テメーで定めたルールを破ってた』なんてことが発覚すれば、国連加盟国がこぞって袋ふくろ叩だたきにするだろうからね……ま、今はそんな野や暮ぼな話をするつもりはないが」

　雷鳥はメインモニターを向く。

「さぁ。ここが分ぶん水すい嶺れいだ……ショワンウーアレがダメなら作戦は失敗、私たちの負けが決まる」

　雷鳥の煙草たばこを挟む指に力が籠こもる。──茜あかねが目を閉じ、祈るように手を組んだ。──紫し貴きが口を引き結ぶ。──田た中なかは鼻筋の汗を拭ぬぐった。

　画面の中では線滅型が砲撃の体勢に入る。全身の節々に光が収束していく。線滅型が天を仰ぐ。光量は最大まで膨ふくれ上がり…………一気に破裂した。

「きゃあぁ！」

　茜が耳を押さえる。画面から金属板にナイフを走らせるような音が走った。

　メインモニターが、桃一色に染まる。大地を薙なぎ払はらい、海面を焼き、桃色の荷電粒子砲がショワンウーを貫く。アカツキを含む、海域の友軍艦が大衝撃で揺さぶられた。

　とても長く感じる二〇秒間。三万人を蒸発させた獄罰の光だ。

　艦の揺れが収まっていき……光は終息へと向かう。

　ブリッジの面々は視力を取り戻していく。視界の開けたものからメインモニターに目を向けていった。線滅型が脱力するように頭を垂たらしている。

　その対面一〇キロ────ショワンウーの立っていた海域は白い霧が濛もう々もうと立ち込めていた。霧は空すら吞のみ込こむ勢いで立ち昇る。海面や砂浜も含め、何も見えなかった。

　そして…………白い蒸気の中から、緑の大足が踏み出される。

　茜あかねは放心し、椅い子すの背もたれを軋きしませた。

「ダメージ観測……外損、ゼロ。16番機……無傷です」

　田た中なかが報告する。大亀のネイバーの胸部が現れた。茜は驚きに声を失っていた。紫し貴きが鼻をわずかに持ち上げる。

「『ネイバーに要よう塞さいの外壁装甲を持たせて正面突破する』……そんな頭の悪い攻略法が線滅型に有効だったのは、ドイツ軍のやった【ジークフリート作戦】で実証されている」

　クイーンは硬度無視の攻撃法【無差別物質消去ＩＭＥ】を持つ。しかし線滅型は独自の遠距離攻撃を備えるためか、無差別物質消去ＩＭＥを使用した例は一度も観測されていない。

　紫貴はかつての作戦事例から、こうなることを踏んでいた。

「ましてそのショワンウーは、月の女神の拳こぶしを受け切ったネイバーよ」

　紫貴は線滅型に向けて親指を立てる。その指を下に落とした。

「あんまり、人間をなめないでちょうだい」







　ショワンウーのコックピットでは、水す久く那なもまた肝を冷やしていた。

「電力エネルギーにして……三億キロワット！　死ぬかと思ったっ」

　コックピットモニターで、線滅型の節々が瞬またたく。水久那はすかさず操そう縦じゆう桿かんを握った。

　ショワンウーが盾を持ち上げる。五本の荷電粒子砲がシールドや甲羅装甲によって、斜めに弾はじき飛とばされた。

　両肩と背中の特大装甲が元に位置に戻る。甲羅から首を伸ばすように、収納していた頭部を出す。ショワンウーは大きく、一歩前へ進んだ。

『この盾は特別製でね。壊したかったら、メガトン級の衝撃を局所に凝縮させるか』

　ショワンウーは両肩を揺らし、上陸する。即座に右のラージシールドで顔を隠す。また荷電粒子砲が弾かれた。宿儺すくなが『代われ！』と叫ぶ。背中のブースターが点火した。

　ショワンウーが……重い身体からだを浮かび上がらせる。

　スラスターを最大噴射────ショワンウーは機動城じよう砦さいへと変へん貌ぼうした。

　宿儺すくなが叫び声を上げる。

『世界最強の核爆弾ツアーリ・ボンバ、一〇発分！　持ってきやがれぇえええ！』

　ショワンウーが特攻を始める。

　一方、線滅型の付近にいた子団マリスが動きだした。一五〇トンの機動城じよう砦さいへと走り出す。互いが互いの距離を貪むさぼる。数十、数百の牙きばが、一個の鉄塊に襲いかかった。

　大激突──マリスたちが水神に轢ひき潰つぶされる。しかし中には機体に取り付くモノもいた。

　ポーンが甲羅に潜り込む。ショワンウーの後ろ首に牙を立てた。しかし、口から黒い糸を伸ばす。ポーンは歯を全すべて失っていた。そんなポーンを鋼鉄の大蛇が頭から齧かじり取る。残った下半身だけが地面に落ちた。

　ルークがショワンウーの肩に取り付く。水神の脳天に齧りついた。嚙かみついた瞬間、ルークの牙がへし折れる。すぐルークの首と肩に鋼鉄の大蛇が絡みつく。二匹の大蛇が荒縄よろしくルークを締め上げる。ルークの生首が勢いよく飛んだ。

　線滅型との距離が五キロを切った。線滅型の全身が再び痙けい攣れんする。

　一〇を超す節々が光った。線滅型が光線を連続発射する。光のシャワーが周囲の子供ごとショワンウーに降り注いだ。

　盾と甲羅装甲が光を弾はじく。防ぎ切れなかった光が、腿ももや腹に掠かすり、装甲面に焼け跡を刻む。線滅型は子供がいようとも関係無い。生命の危機を感じたのか、荷電粒子砲を発射し続けた。ショワンウーは徐々に損傷を被る。しかし速度は落ちない。

　線滅型が節の一つから、極大の荷電粒子砲を発射する。ショワンウーはラージシールドで真っ向から防ぎきった。ショワンウーは止まらない。その距離、残り三キロ──

『効かない！』

　今度は複数の節から発せられた連続照射だ。肩装甲が光を弾くも、頭部を焼かれ、腿や胸に焼き傷を作る。それでも止まらない。距離、残り二キロ──

『効かねえ！』

　大波のように子団が飛び掛かる。光線の雨の次には肉の壁だ。数と質量でショワンウーを止めようとする。距離、残り一キロ。

『効かないっていってるでしょてんだろ!!』

　ショワンウーが肉の壁に風穴を開ける。でも子団は死を恐れない。潰されては新手が飛び掛かり、水神を止めようとする。着実にショワンウーの突進スピードが落ちていった。

　終ついに機動城砦が止まる……ショワンウーは肉の山に埋もれて見えなくなった。

　しかしすぐ、肉の山から血が飛散し始める。八匹の大蛇【バージョア】が、マリスの肉を食い破って顔を覗のぞかせた。

　紫の火種が八つ生まれる。火種はバージョアの口内で肥大し、放ほうるように天に打ち上げられる。火種は極大化し、炎球がショワンウーごと子団を吞のみ干ほす。

　距離０──爆炎の中からショワンウーが飛び出した。ショワンウーは風を起こして盾を持ち上げる。一文字傷を作ったショワンウーの頭部が現れた。

『これが、世界で一番堅ぇ！』

　ショワンウーが右の盾を突き出す。シールドの先端が陽光を反射した。そして──




『僕たちのショワンウーネイバーだっ！』──線滅型の喉のど元もとに突き刺さる。




　蛇体から透明な液体が川のように流れだした。ショワンウーはそのまま線滅型の首に抱きつく。重さにものを言わせて、線滅型の鎌かま首くびを地面に叩たたきつけた。

　横たわった蛇くちなわを……大足が踏みつける。泥遊びをしたみたいに、透明な液体がショワンウーを汚す。水す久く那なは勝利の報告をする。

『こちらポセイドン２、Ｑ11を取り押さえました』







　同時刻──日本・瀬戸内海。

　海上から等間隔で高架が伸びている。

　全長一三一〇〇メートル、幅は三五メートル。高さは一九四メートルを超える。
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【瀬戸大橋】である。

　その主塔支柱に……巨大な人型が投とう擲てきされる。二〇メートル級のクイーン・標準型だった。柱はへし折れ、倒壊が起きる。倒壊した支柱を基点に、大橋が崩れ始めた。

　トドメを刺すかのように、直上から黒い影が降ってくる。

　瀬戸大橋ごと、標準型は海の底へと沈められる。

　海面が白く泡立つ。海中から上がってきたのは黒き魔人。全身に夥おびただしい古傷を抱えたネイバーだ。ジン＝ナガトの駆かる０番機【アトメント】だった。

　アトメントのコックピットにシートの類たぐいは無い。黒衣にマント。サングラスをかけた青年・ジン＝ナガトが腕を組んで仁王立ちしている。

「日本はこれでひと段落か」

　キングがバルゴ・ティアーズと交戦したのを契機に、世界各地に散らばっていたクイーンが活発化する。これはオペレーション・ヘラクレスで起こった事象と同じものだ。

　そこでジンたち【サクラノツルギ】は、手分けしてクイーンの侵攻を阻はばんでいた。

「問題はやはり……絶対種キング」

　ジンは声音を重くする。「太サ陽ンと繫つなげ」と通信回線を開いた。

「バレーナ。これより俺は能なし連中に挨あい拶さつに行ってくる。そちらは任せたぞ」

　アトメントが浮遊する。拳こぶし同士をぶつけると背後の空間がガラス破片のように割れた。

　アトメントはひび割れた空間の中に入ると、その姿を闇やみの中に消した。







　同時刻──中国・広東カントン省。

　刀の七ブレイド・セブン、七なな扇おうぎ大和やまとの統治する、城郭都市【明ミン】にもマリスの脅威が迫っていた。明は、街全体を古い城壁が取り囲む構造となっている。

　城門の前には国主・明ミン恋華レンフアの率いる、明正規軍が隊列を組んでいた。

　前方に拡ひろがる地平線には砂煙が昇っている。それはマリスの接敵を示していた。

『ふーん。結構いるね……準備はいいかい？　お嬢ちゃん』

　周囲に、女性の声が流れる。

　コックピットには褐色のラテン系美女が座っていた。ゆったりとしたシートの上で優雅に足を組んでいる。露出度の高い、ブラウンのパイロットスーツを着ている。内うち腿もものスリットや、はだけた胸元から、太ももの肉や、胸の谷間が窮屈そうに覗のぞいている。

　メインモニターでは明の国主・明恋華と映像通信が繫がっていた。藤色のパイロットスーツを着る、中華系美人だ。恋華の顔には警戒と猜さい疑ぎの色があった。

「アンタも疑うたぐり深ぶかいね。言っとくけど、アンタたちのリーダーが私らを勝手に敵視しているだけで、私らは別にどうこうしようなんて考えてないよ。だから、こうして救援にも来てやったんじゃないか」

『それは影帝インデイと７番機を、そちらが連れていったからでしょう!?』

「作戦が終われば帰ってくるから。そんなにあのサムライボーイが好きなのかい？」

　バレーナが聞くと恋華レンフアは「はわ！」と変な声を上げた。

『バ！　ババ！　バカ言わないでください！　誰があんな陰険・カッコつけ天邪鬼あまのじやく！』

　恋華は恥じらいながらも、早口でまくしたてる。

『た、確かに？　頭が良くて、甲か斐い性しようはあるし？　あと日本では由緒ある武門の血筋とかという話ですけど？　それでも無いです！　あんな頭が屋根飾りみたいな人！』

（この子、見てると面白いなー）

　恥じらう恋華をバレーナが眺める。すると別所から電文が入った。

「さて……ぼちぼち行くか」

　バレーナが手すりに手を乗せる。メインモニターが左右に拡張した。

　明ミンの正規軍の前には一機の巨大兵器ネイバーが鎮ちん座ざしていた。

『あいにく、コイツらの後も仕事は山積みなんだ。ちゃっちゃと済ませるよ』

　全長三〇メートル以上──デストブルムすらも凌りよう駕がする巨体だった。

　楕だ円えん形けいのボディに多脚のレッグユニットを持つ。巨大な貝殻に、蜘く蛛も足が生えているといえば想像がつくだろうか。

　多面戦術型ネイバー【悠ゆう陽ひ拾じゆう型がた】──非公式ネイバーの19番機である。

『サラマンディーヌ！　今日も派手に燃やすよ！』

　悠陽拾型の多脚が動きだす。巨大貝殻が敵の大群へ走り出した。片や恋華の乗る、中国軍フォースシーズン【猛龍モンロン】から、恋華の声が上がる。

『足並みをっ！　もう！　明の精兵たちよ！　我らも続け！　遅れを取るな！』

　藤色の猛龍モンロンが抜剣し、19番機の後を追う。それに続き、正規軍全員が声を張り上げて突撃した。







　同時刻・ＭＩ02目標。

　岩山の陰にバルゴ・ティアーズが寝かされる。全身の損傷部分を光の立方体が覆っていた。一定時間が経たつと、この立方体が消え、損傷部分が復元するのだ。

　ネイバーの自己修復機能である。

　バルゴ・ティアーズは他のネイバーよりも、ずっと復元スピートが速かった。両腕を失っていたバルゴ・ティアーズは、既に右腕が新品同様に戻っている。

　デストブルムは指定されたポイントまで後退を完了させていた。

「はっ、はっ、はっ」

　コックピットではセレンが息を切らせていた。

　後退のルート指定は完かん璧ぺきだった。一度の戦闘もせず、セレンたちはこの場所まで逃にげ果おおせていた。不意に、バルゴ・ティアーズとの映像通信が繫つながる。

『いったい……何が、起こっている？』

　画面上でクリストファーが言う。額からは血が流れ、苦く悶もんの表情を浮かべていた。

　一方で、セレンは戦域マップを拡大させる。やっぱりと思った。

　キングを指す『王冠』の赤マーカーは同じ場所から動いていない。

　キングは途中まで、執しつ拗ようなまでにデストブルムとバルゴ・ティアーズを追いかけていた。

　しかし……不意にその追跡を止めたのだ。

　キングの周りには現在、二つの『？』マーカーがあった。

「起きて。クロ」

　セレンはデストブルムの半休眠モードを解く。これは移動の最中、機体を修復させるための措置だった。薄暗かったコックピットが明るくなる。機体がアクティブになると、電装系がフルに使えるようになった。モニターに一〇枚以上の画像が投影される。

「っ!?!?」

　映像を見たセレンは愕がく然ぜんとなる。表情は強こわ張ばり、両りよう眼めを見開いた。

「……うそ」

　青い瞳ひとみは震え……生気の色を宿していく。




　ＭＩ02目標では現在、セレンが夢にも思わなかった出来事が起こっていた。




　キングは先ほどからずっと、乱入者に足止めを食らっていた。

　傷だらけのキングが爪つめを振るう。正面にあった大きな影が突如、消えた。

　空を摑つかんだ竜人の右腕──その手首を、空間から伸びた魔手が摑む。キングの真横にはトンネルが出来ていた。空間に空いた穴から──

『ばぁ！』と、二三メートルの大悪魔が上半身を覗のぞかせる。

　六つのアイカメラに四枚のコウモリ翼。全身を漆黒で塗ぬられている。

　キングと闘っていたのは、ネイバー15番機【アモン】だった。

『よくも、魔術師マジシヤンを可愛かわいがってくれたな』

　絶対領域アンタツチヤブル──悪魔の六デーモン・シツクス・睦むつ見みアギトが、マリスの王を翻ほん弄ろうする。四枚の翼が大きく広げられた。

『ついでにいえば、アレに乗ってるのも旧知だ……落とし前くらい付けさせろ！』

　キングに赤と黒の雷が落とされる。景色が一瞬、黒と赤に染められた。帯電したキングが後ろへのけぞる。威嚇するように大口を開けた。

　しかしアギトは動じず『それに』と続ける。

『客もいっぱい連れてきてやったぞ』

　キングの背後には、大きな機影が立っていた。







　ここは日向ひなたたちのいる丘のふもとだ。戦せん騎き装そうが六機、マシンガンやグレネードランチャーを撃うっている。彼らは紫し貴きが要請したグラン二号の護衛部隊だった。

　丘の上ではグラン二号が未いまだに砲撃戦を続けている。

　グラン二号の背後では、柔じゆう呉ごの巌がん流りゆうがスイートビーを乱射していた。

『さすがにこっちもキツくなってきたな！　この！』

　足元に来たポーンを、特大ハンマーで潰つぶす。丘の下から抜けてきた子団だった。

　柔呉が戦闘に参加せねばならぬほど、この場所にはマリスの子団が集まってきていた。

『っ！　何!?』

　グラン二号から日向の声が上がる。上空にガスボンベのような爆弾が二本、打ち上げられていた。二つの爆弾は一定距離まで上がると……空中で破裂する。

　中から数百個の子弾がばら撒まかれた。

　爆発の大連鎖が起こる。丘の下一帯が火の海となった。爆発に巻き込まれたのか、兵士たちの叫び声が下方から聞こえてくる。

『あっぶねぇだろ！　誰だいったい！』

『今の、クラスター弾!?　条約禁止兵器じゃないですか！』

　二人は突然のことにうろたえる。すると、キャタピラの回る音がした。

『呼ばれて参上！　私・じゃーん！』

　頓とん狂きような声と共に【貯水タンクのような自走ユニット】がやってくる。自走ユニットは右サイドに『巨大な砲身』を下げていた。日向と柔呉は声を重ねる。

『『伏ふし見み（さん）!?!?』』

　謎なぞの自走ユニットのパイロットは氷ひ室むろ義塾の生徒だった。

　宇宙服のようなパイロットスーツを着る眼鏡少女──【兵器の四アームズ・フオー】の伏見飛鳥あすかである。氷室義塾のマッドサイエンティストにして、日向や月げつ下かのグランシリーズの生みの親である。モニターに映る柔呉は叫ぶように聞いた。

『おま！　どっから湧わいて出た!?』

「ほえ？　アモン丸の次元破壊跳躍だよ？　ちなみに一五分前まで寝てたから、まだ頭が眠ってるぜ！」

　飛鳥は寝ぐせをつけたままサムズアップをする。画面の日向は顔を曇くもらせた。

『アモンって……じゃあ睦むつ見みくんが？』

「そだよー。そろそろ厳しくなるから、助けにいくぞって叩たたき起おこされたの。ということで来たぜ！　お二人さん！」

　飛鳥あすかは無邪気にダブルピースを作って見せた。それから元気よく手を上げ、とんでもないことを言いだす。

「じゃあ今から、パンチャーを改造しまーす。柔じゆう呉ごちんも手伝って！」

　画面の二人が顔を引きつらせる。飛鳥は陰のある笑みを見せつけた。

「テンスの力を七〇パーセントだけお披ひ露ろ目めするよん……モタモタしてると死ぬぜぇ」







　続々と集結する規格外十番テンナンバー────キングの決戦場にもう一人が到着した。

　キングの首横にラージシールドが突き刺さる。横に吹き飛ばされたキングが、地面の土をめくり上げた。投とう擲てきした盾が、フリスビーのように左手に返ってくる。

　やってきたのは線滅型を撃破したショワンウーだった。

『ポセイドン２よりブレーン９。たった今、キングと接敵……併あわせて、声明文にあった、ネイバーと思おぼしき機体を二体確認』

　水す久く那なが確認したのは二つの機影──そのどちらもがネイバーだった。

『サクラノツルギの共闘声明は本当でした。これより彼らとキングを撃滅します』

　アギトの高笑いが、紫の盆地に響き渡る。

『遅かったな双そう条じよう！　先に始めさせてもらってるぞ！』

　アギトのアモンが躍る。アモンは左右に滑りながら、八や咫た烏がらすの弾をばら撒まいていた。機関砲から噴き出る火線がキングを牽けん制せいする。そして。




『神さまのヤツ、仕事があざと過ぎるだろう』──流れたのは平へい坦たんな男の声。




　その声は【白銀の人型兵器】から流れていた。

『再会がこんな場所とか』

　キングの顔面が勢いよく横に跳ねる。牙きばの隙すき間まから唾だ液えきの飛沫しぶきが舞った。

『元・神かん無な木ぎ大隊の男隊長、勢せい揃ぞろいと言った……ところかっ！』

　キングの腹に、白銀の足が蹴けり込まれる。吹き飛ばされたキングは四し股こで踏ん張りを利きかした。




　追撃の一太刀────キングの胸元から袈け裟さ切りに黒血が噴き上がる。




　キングは仰のけ反ぞり、傷口を押さえた。唸うなり声ごえと共に、目を血走らせる。

　キングの周囲をネイバー三機が取り囲む……まずはアギトが言った。

『超越者ってのは大変だ。いつの世も、多勢で雑魚が群がってくる』

　背後に、腕をダランと垂たらした悪魔が立つ。その六つ目が妖しく紫に光っていた。

『僕はあんまりこだわりとかないから、理に適かなっていいと思うけど』

　右手を阻はばむように、水神が大きな身体からだを置く。そして……最後の演者が言った。

『頂上生物さん。ちょっと歴史の話をさせてくれませんかね』

　大た刀ちが勢いよく肩に置かれる。キングの正面に立ったのは人型の巨大兵器。

『別の個体になるが……四〇年前のオペレーション・ヘラクレスでは、オマエのソックリさんの片腕を切り落した奴やつがいたんですよ』

　隆々とした剛腕は、四〇〇トンの背負い太刀を楽々と支える。人型の、固太りしたフォルムだ。そのボディは、凝縮した力を練り込んだかのような力強さを醸し出している。

『無能な科学者どもがこぞって、【脳足りんボーンヘツド】と評した機体が、歴史的敗戦で、唯一の爪つめ跡あとを残せたと言うんだから皮肉なもんさ』

　白銀の全身装甲が鈍い光を放つ。それは重騎士にも侍さむらいにも見えるネイバーだった。

『で、その機体というのがコレさ』

　畏敬を込めて語られるネイバー規格の中で、その機体だけは軍関係者から揶や揄ゆされてきた。しかし、同時にソレを崇あがめる者もいた。

　ネイバー７番機【明みよう星じよう】。

　半世紀もの間、アジアの最前線を守り抜いた英雄機であった。




　デストブルムのコックピットでセレンが涙を流す。

　──鬼灯ほおずきが闘っている。──紫し貴きの指示を出す声が聞こえてくる。──月げつ下かとスター小隊が敵を陽動している。──グラン二号の周りからは、飛鳥あすかと柔じゆう呉ごの声がした。

「みんなが、いる」

　セレンの窮きゆう地ちを救ったのは、もう会えないと思った仲間たち。

『俺のいた母校では、あのセレン金髪を苛いじめると、セットメニューみたいにブチ切れる奴がいてな……エイルンそいつの残務処理はいつだって俺の仕事だったんだ』

　存在しない規格外十番テンナンバー──影の七番は怒っていた。




『親友アイツの後輩、苛めてんじゃねぇよ』




　刀の七ブレイド・セブン・七なな扇おうぎ大和やまとも終ついに合流を果たす。

　人類の命運をかけた大一番に……【規格外十番テンナンバー】の全員が再結集した。






Ⅵ　隣人ネイバーと隣人愛ネイバーフッド









《どうすれば……勇気を出せる？》

　セレンは思い出す。かつて自分が聞いた、大好きな人の言葉を。

　そのとき彼は、自分の頭を撫なでてこう言った。

《それは人それぞれだ。自分が頑張れる理由を探せ。セレン》

　セレンは涙を拭ぬぐう。もう、死を求める魔女はそこにいなかった。彼女の顔に戻ったのは生気……心に芽生えたのは戦意だ。

「クロ……準備」

　セレンはデストブルムを休眠状態にする。コックピットが再び薄暗くなった。

「もう、零こぼさない」

　少女は始める。死ぬための戦いではなく、生きるための戦いを。

「もう、無くさない。もう、泣きたく……ないっ」

　みんなと帰るための戦いを始めるのだ。
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　キングとネイバー三機が闘う。アモンとショワンウーが補助に回る。メインの戦闘は明みよう星じようが一手に引き受けていた。

『雄雄雄雄雄雄雄雄ぉお雄雄雄雄雄雄雄雄雄雄ぉおっ！！！！』

　大和やまとの雄お叫たけびが轟とどろき、山々を抜ける。明星が嵐あらしとなって突き進む。

　専用装備【曙あけぼの丸まる】を横に薙なぐ。対するキングは四よつん這ばいになって回避……明星の足元に向け、尻尾しつぽが払われる。

『洒落しやら臭くせぇえ！』

　明星の喧けん嘩かキックがキングの顔にめり込んだ。キングが後頭部から地面に転がる。明星が力任せに背負い太刀を振り下ろす。キングは尻尾で地面を叩たたき、器用に身体からだをねじる。

　一太刀で、地面に断層が出来上がった。まさに剛力無双。

　明星のアイカメラは真っ赤だ。口部パーツは開き、熱風を吐き出している。

　キングはすぐに体勢を立て直す。飛ひ翔しようのごとき跳躍でその場から離脱した。

　一跳躍で一五〇メートルも上空へ……跳躍限界に達したキングは下を向く。

　半秒後、突風が下から吹き上げてきた。

『おい』

　キングは勢いよく上を向く……両手を頭上に上げ、明星が落ちてきた。

『逃げるな！』

　明星のハンマー落としがキングの脳天に叩きこまれる。

　キングが地面に落下した。爆弾でも落としたかのような噴煙が舞う。

　遅れて明星も着地する。キングは仰あお向むけに倒れていた。その尻尾を、明星が片手で引っ張り上げた。

『うぉらあぁあ！』──明星がキングを岩がん磐ばんに叩きつける。

　ネイバー個々の性能というのは、実はそこまで差はない。

　運用面・特殊機構・登録スロット数・操縦システム──総体的に見ればどのネイバーにも長所があり、短所がある。つまるところ、使う側が勝手に評価しているに過ぎない。

　その点で言えば明星というネイバーの評価はとても低い。

　ネイバーフッドを一人しか登録できない。ネイバー特有のブラックボックス兵器や特殊機構も備えていない。これといった特徴が無いのが特徴と言える。だが。

『害獣はっ！』

　明星の拳げん骨こつがキングの顔にめり込む。牙きばが一本、折れて飛んだ。

　この明星の長所を上げるなら『基本性能』──コレに全すべてが集約されている。

『駆除しないと！』

　キングが苦し紛まぎれの頭突きを放つ。明星は兜かぶと頭で真っ向から受け切った。

　耐久度──公式記録では、その装甲は四〇センチ艦砲射撃にも耐えたと残っている。

『ダメ、だよなぁ！』

　明みよう星じようがキングの首に腕を回し、巻き込む。柔らかな動きで首投げを食らわす。

　運動性と安定性──体操選手のようにしなやかでバネのある動きを可能にする。装備込みで五〇〇トンを超える自重でも、全く損なわれない運動性能と姿勢制御系を持つ。

『いいか元凶！』

　明星とキングが手四つにがっぷり組み合う。両者の膂りよ力りよくは完全に拮きつ抗こうしていた。

　そして出力──全すべての下地となっている圧倒的パワーだ。

『全世界で俺ほど、貴様を殺したいヤツは、そういないと思うぞ！』

　キングが徐々に腕を押され始める──そして、明星の性能を後押ししているのが、他ならぬ大和やまと自身だった。大和はここに来る前に、ジンから一つのアドバイスをうける。




《お前の持つ力について話しておく。お前の【呼応ボイス】は、あくまでネイバー用、明星に乗っている時にしか発動しないものだ》




『人間がただ、喰くわれるだけと思うなよ！』

　明星のアイカメラが真っ赤に光る。明星が押し、キングの上半身が更に沈む。

《理性を飛ばせ。ああ見えて明ア星レはかなり怒りっぽい。簡単に乗せられると思うぞ》

　明星が機体を反そり返し……思い切り額を叩たたきこむ。

『おらぁ！』

　キングの頭部──鋼のような堅甲に──大きなヒビが入った。キングは眼球を裏返し、背中から地面に倒れる。

　七なな扇おうぎ大和の異能──【呼応ボイス】

　ネイバーの出力限界を引き上げる力だ。現在の明星の出力値は、過去に観測された数値を、優に三割は超えている。限界突破することで互角以上にキングと渡り合えていた。

　形勢は人類側に傾いていると言える。エイルンコードの活躍で勝利は目前かに思えた。

『……なに？』

　水す久く那なが怪け訝げんそうな声を上げる。立ちあがったキングが急に棒立ちになったのだ。

　キングは突然、天に向かって咆ほう哮こうを上げる。

『なんて、声量っ！』

　明星が耳元に手をやる。キングの咆哮は音波兵器にも匹敵していた。足元の地面が割れ始める。

『うまく、行き過ぎたかっ』

　アギトの声が漏れる。キングは……みるみるとその形態を変え始めた。

　アギトは、大和と水久那に警告する。

『お二人さん。ここからが本番だ』

　島全体にキングの咆ほう哮こうが轟とどろく。

　それはマリスの王からの勅令────黙示録の始まりだった。

『死ぬ気で殺しにかかれ。さもないと……虫みたいに殺されるぞ』

　アギトは真剣な声音で言う。キングが形態を変えた時、ＭＩ02目標は本当の姿を現す。







　変化に、いち早く気付いたのは現場の将兵では無かった。

「これは……」

　茜あかねの表情が恐怖に染まる。茜はメインモニターを凝視していた。紫し貴きもまた、その映像を食い入るように見る。

　現在、ＭＩ02目標では隆起現象が数百カ所で起こっていた。メインモニターが映しているのはそのうちの一本である。

　隆起した大地は『まるで生物が絡み合い、編み合わさるように』して形成されていた。

「まさか、この一つ一つの模様みたいなのが……マリス？」




　紫貴が呟つぶやく中────────────マリス絶望が弾はじけた。




　隆起した大地から、まるで雨のように子団が飛び出す。

　陸面積の一部が真っ赤に染まる。そこから赤マーカーの粒が波のように広がり、マップを浸食していく。茜はそれを見て確信した。

「ＭＩ02目標は島そのものが……『マリスに変質』していたんだ」

　赤マーカーが激増を始める。敵が増殖する中、田た中なかが大声で別の報告をした。

「新たな親衛隊クイーンが地中から出現！　数九体です！」

　茜の顔が蒼そう白はくになった。ＭＩ02目標にはもともと一〇体のクイーンが観測されていた。投入したネイバーが、その数をなんとか七体まで減らした。

　しかし……クイーンの数がここにきて一六体に。しかも全すべて、通常のクイーンよりも強い個体となる。雷らい鳥ちようが指に挟んでいたタバコを握り潰つぶす。

「つまり私たちは……敵の腹の中で戦ってたってことかいっ」

　絶望は止まらない。悪意の牙きばは人間たちへと襲いかかる。







　右翼・中央エリア。

　紫色の大地で、鬼灯ほおずき・炎一號ごうが死に物狂いの攻防戦を繰り広げていた。

『なんなんだコイツ!?』

　ぶつかる剣と剣──剣けん閃せんの火花が瞬またたき、くるくると両者は回転する。互いに二刀をぶつけては、付かず離れずを繰り返す。鬼灯ほおずきが上半身を反そらして敵の剣を避ける。『離れな！』と、敵の腹部を蹴けり飛ばした。

　地面を削って止まる敵──その姿はまさしく鬼であった。

『これ……鬼灯？』

　外観だけではない。背格好も装備も……その全すべてが鬼灯・炎一號ごうによく似ていた。

『鏡映し』と表現してもよい。立ち塞ふさがったのは鬼灯を模した『肉人形』だった。

　クイーン【鏡体型】は、鬼灯・炎一號に襲いかかる。




『こいつ、どっから現れたんだよ！』

　山やま武たけ機がワイヤー機動で跳躍する。その真下を弾丸のスピードで巨大な何かが通りすぎた。数十メートル先にいた戦せん騎き装そうが潰つぶされ、爆砕する。

『やっぱり身体からだないよ！　これが本体ね！』

　オルソン機が崖がけを下りながらスイートビーで弾丸をばら撒まく。ブチュブチュと黒い血ち飛沫しぶきが舞った。傷口はすぐに再生する。それは『二〇メートルを超す巨腕』だった。

　腕だけのクイーン──【飛腕型】。大だい地ちはすかさず撤退命令を出す。

『全機・最大戦速で後退！　クイーンだ！　ずらかるぞ！』

　三人は離脱を開始する。飛腕型は周辺にいる人間を喰くらいながら、三機の後を追った。




『こんなの、反則だろ！』

　滑走するグラン三号から月げつ下かの怒りの声が上がる。その後方一キロメートル──

　肉の津波が襲ってくる。それは見渡す限りにひしめいたマリスの群れだ。

　概算にして数千匹の大行進……道中にいた戦車中隊は一瞬であの中へと飲み込まれてしまった。グラン三号は我が武む者しや羅らに逃げ続ける。

『こんなのいったいどうしろってんだよ！』

　足を止めた瞬と間きが、自分の最後だと月下は悟った。




　一方の盆地では、明みよう星じよう・アモン・ショワンウーとキングの戦いが再開していた。

　あれから一気に形勢は逆転する。

『調子ぶっこいてんじゃ、ねぇぞ！』

　宿儺すくなの叫びと共に、ショワンウーが大盾を掬すくい上あげる。盾の先はキングの腹に突き刺さった。甲高い金属音を鳴らして、盾が弾はじかれる。

　カウンターの尻尾しつぽがくる。鞭べん撃げきがショワンウーを頭上から襲った。

『くっ!!』

　ショワンウーは左の盾を真上に……尾と盾が激突し、大衝撃をもたらす。

　大亀の両足が踝くるぶしまで埋まった。キングはショワンウーの右側に回って爪つめを振るう。五本の刃がショワンウーの腹部に……深々と突き刺さる。

　ネイバー最強の防御力を誇る、ショワンウーの外装にだ。装甲面に鋭利なヒビを入れ、爪の半分までが機内に侵入していた。

　キングは頭をもぎ取る勢いで逆の手も振るう。ショワンウーは咄とつ嗟さに頭をガードする。キングの爪が弾はじかれた。ショワンウーは重量にものを言わせてキングを突き飛ばす。

『バージョア！』

　ショワンウーのポニーテールがヘビとなる。機械製の大蛇が三匹、キングを追撃した。

　刹せつ那な、横一文字に一いつ閃せんが走る。尻尾しつぽの一撃だ。三匹の蛇は、一撃で頭を切り落とされた。

　一方でキングは着地し、衝撃に耐える。

『死ね！』

　間髪いれず、キングの頭上からアモンがブレードを伸ばす。その上半身は空間に開いたトンネルから伸びていた。

　二丁剣銃・八や咫た烏がらすのブレードが、キングの後頭部にぶつかった。

『くっ！』──二本のブレードがへし折れる。

　刃が粉々になって舞う。アモンはすかさず、二門の機関砲と一発の榴りゆう弾だんを発射する。しかし銃・砲撃はキングに当たること無く、地面を吹き飛ばした。

『なっ！』

　逆に今度は、キングがアモンの頭上に現れる……アモンと同じように、空間の壁を割って現れていた。

「もう転移能力を！」

　シートに座るアギトは、即座に自らの異能【数秒予知ビジヨン】を発動した。

　アギトの両りよう眼めが黒に染まる。瞳ひとみは金色に変色した。これは数秒後の未来を視界に映すというものだ。アギトの視界に、血色のフィルターが掛かる。

『コックピットをキングの爪がぶち抜く光景』が広がった。

　アギトは即座に二本の操そう縦じゆう桿かんを内側に倒す。

　アモンが四枚の翼【ヨンマイコクイ】を重ねて展開、背中を徹底防御する。

『ぐああぁあああ！』

　折れたコウモリ傘のように二枚の翼が破られる。アモンが直下に叩たたき落おとされた。

　噴煙に地響きを混ぜ、アモンが地面に激突する。そのままキングがアモンに追撃をかける。背中を押さえ付け、ボロボロになった翼の一本を引き千切った。

　もう一枚に手がかかったところで、明みよう星じようが蹴けりを浴びせる。既すんでのところでキングを吹き飛ばした。曙あけぼの丸まるを正眼に構えて大和やまとが声を上げる。

『生きてるか！』

『幼生体なら、まだ食い下がれると……思ったんだがなっ』

　アモンが背中から火花を上げて立ち上がる。三機とも確実に損害を被っていた。

　対し、数百メートル先でキングが起き上がる。その口を大きく開けた。

　口内にピンク色の光が生まれる。光は収束を始めた。

　ショワンウーがアモン・明みよう星じようの前に飛び出す。瞬間、キングの口からピンク色のレーザーが射出される。

　間一髪……ショワンウーのラージシールドによって、電子砲は弾はじかれた。







　アカツキのブリッジでは、紫し貴きたちがリアルタイムに戦況を追う。

「線滅型の、荷電粒子砲までっ」

　規格外十番テンナンバーの三人が手も足も出ない。

　人類の最終兵器、ネイバーが三体がかりで……簡単に窮きゆう地ちへと追い込まれていた。

　それだけではない。鏡体型に足止めを食らう鬼灯ほおずき。飛腕型のせいで陽動任務を阻はばまれたスター小隊。またグラン三号を追う子団は一万に到達しつつあった。

「やっぱり、学習してるんだ……もう、それしか考えられない」

　茜あかねが自分のコンソール画面を操作しながら言う。

「紫貴さん！　バルゴ・ティアーズ、デストブルム、両方の戦闘映像を検証しました！　キングは任意に能力を発現させたり、体質を変化できるんだと思います！」

　茜が手元の映像をメインモニターと同期させる。画面内にキングの全身画像が三枚、横並びに表示された。キングは三段階に分けて、その体組織を変化させていた。

　大きさは、一六メートル　→　二一メートル　→　二五メートル。

　体組織は、爬は虫ちゆう類るいの皮膚から、古代生物のような堅甲。そして鉱物のような今のものに変わっていた。

「キングは戦闘の最中、その形状を変化させていました。形状を変えた途端、デストブルムのＩＭＥ兵器がまるで当たらなくなっていました！　またバルゴ・ティアーズとの戦闘中も、似たようなことが起こっています！」

　茜は光学キーボードを叩たたきながら解析を進める。メインモニターの隅に、複数枚のクイーンのデータサンプルが表示されていく。

「堅けん牢ろう型の外甲組織、敏びん捷しよう型の身体能力、線滅型の体内光学兵器、有ゆう翼よく型の飛行能力、跳躍型の超脚力、模倣型の学習能力と体組織構造変化！　分かるだけでもこんなに。しかも全部、過去に発見されたクイーンのものを凌りよう駕がしてる……これもう進化じゃん！」

　マリスはある意味で、たいへん攻略のし易やすい生態をしている。




　頭を潰つぶせば全すべてが終わる──構造としてここまで判わかり易いものはない。




　では何な故ぜ、人類は半世紀以上もキングを野放しにしてきたか？

　人類にそれをさせない究極の戦略こそ、この『超速の進化スピード』にある。

　メインモニターの中で、キングが明みよう星じようの太刀を上腕で受け止める。片腕一本だけで四〇〇トンを誇る、明星の曙あけぼの丸まるを完全に止めていた。茜あかねは慄く。

「やっぱりキングはもう、あの亀ネイバーかそれ以上の堅さになってしまっている」

　オペレーション・ヘラクレスの大敗後、国際連合はＭＩ01目標の制圧を諦あきらめる。

　以降は、核攻撃による廃棄へと方針をシフトさせた。

　アメリカが保有する核ミサイル──数にして二五〇〇本──を旧ハワイ島に向けて撃うち込み続けたのである。

　しかし、全てはキングの放った無差別物質消去ＩＭＥによって撃ち落された。

　本能による驚異の認識。最適な排除法の構築と実戦──それをキングは、まざまざと人類側に見せつけたのである。

　そして、キングに倣うかのようにクイーンも同じ行動を取るようになった。

　人は地球を百回滅ぼせるだけの科学力を手にした。しかしそれでも、【キング】という超生物には敵かなわなかったのだ。

　だから新たなネイバー可能性の出現を待ち、今日という日を迎えていた。

　紫し貴きはキングを見上げて立ち尽くす。

「こうなる前に……コイツを殺しきらなければならなかったのに」







　アメリカ・ニューヨーク──旧・国際連合本部ビル。

　各国のトップ陣が、光学画面を介して浮かぶ。

　地獄と化したＭＩ02目標に、勝算の見えなくなった攻略作戦──彼らは、その最終的な判断に迫られる。着地点と妥協点……それを巡り、議論は平行線を辿たどっていた。

『ＭＩ02目標に投入した、全ネイバーのノルブリンカを暴走させる。今作戦に参加したネイバー保有国の代表方には、それを決断して頂きたい』

　言ったのはロシアのアシモフ大統領だ。イギリスのデヴィッド首相が意見する。

『将兵たちはどうするんです？　まだあの島で一五万以上の兵士たちが闘っているんですよ!?　彼らを切り捨てるというんですか？』

『島そのものがマリスである可能性が出てしまったんだ。彼我の戦力差は一〇万を超えて、なおも増え続けている……厄介なクイーンがあと何体、眠っているかもわからない。実体化した化け物どもが、島の外へ出たとして、疲弊した各国の防衛能力でそれを凌しのげるとお思いか？』

　アシモフは客観的事実で突き離す。アメリカのジョージ大統領は参るように額を揉もんだ。

『一〇〇万規模の難民が出るぞ……隣国に受け入れの余裕がなければ国境間で戦闘は頻発するでしょう。そうなれば国家間紛争は連鎖的に勃ぼつ発ぱつする。ウォープロダクターの予言通り、人はマリスではなく、人との争いで、死滅の道に向かうことになる』

　それを聞いた中国の王ワン総督は、我関せずとばかりに言い放った。

『それは問題の拡大解釈でしょう！　これはバレッタ条約の責任範はん疇ちゆうを遥はるかに超えた話だ！　元を正せば欧州の問題であり、我々は人道支援の一環で仕方なく協力したに過ぎない！　それも我ら中国は、半ば強制的にだ！　欧州連合には、然しかるべき形でこの作戦を締める義務がある！　そうだろう！』

　王総督は唾つばを飛ばしてデヴィッド首相を指差す。片やアシモフ大統領は鼻で溜ため息いきをついた。王の顔を覗のぞいて、静かに問う。

『だから……どうやって？』

　その一言で、王総督は言葉に窮した。他のトップ陣もまた、王と同じ思いになる。

　大会議テーブルの真ん中にはＭＩ02目標の戦況が映し出されている。アシモフが言ったのは、この戦域マップを見ての話だ。

　ＭＩ02目標の島面積──その三割近くが赤色に染められている。赤の面積に対し、友軍を指す青マーカーはあまりにも少なく、小さい……その戦力差は絶望的だった。

『陛下に』

　沈黙を破ったのは欧州連合の代表でもある、デヴィッド首相だ。

『女王陛下と……通信を繫つながせていただきたい』

　日本と裏取引をしてまで守ろうとした、王家の血筋──それを犠牲にすることでしか、デヴィッドにはもう地獄の釜かまに蓋ふたをする方法が見当たらなかった。




「極限まで追い詰められても、糞くそのなすり付け合いでしか物事を解決できないのか」




　不意に、男の声が大会議場に響き渡った。

　正面ドアが勢いよく蹴けり開けられる。突然の乱入者を見て、常任理事国のトップたちは恐怖を顔に張り付けた。黒の外がい套とうを翻ひるがえし……黒衣の青年が我が物顔でやってくる。

「地球の一大事に、ずいぶん楽しそうな話をしているな」

　菓子折りの箱が会議テーブルに放ほうられた。静岡のご当地土産である。会議テーブルの空席に腰掛け、男は傲ごう岸がん不ふ遜そんにモノ申す。

「俺も混ざってやるよ」

　黒衣の救世主・ジン＝ナガトは、軽く玄関口から入るように世界の中枢へと殴り込んだ。







　ＭＩ02目標──東エリア山岳地帯・高所。

『待て待て待て待て！　ちょっと待てぇええ！』

　泣きそうな声を上げたのは柔じゆう呉ごだ。巌がん流りゆう・整備カスタムは上を見上げていた。

　この場所では飛鳥あすかによる、グラン二号の改修作業が依然、続けられていた。

　自走ユニット【グラン一号】からマニピュレーターが八本伸びている。飛鳥はグラン二号の頭に追加装甲を被かぶせているところだった。

『柔呉ちん！　今、手が離せないから、ソイツなんとかして！』

『できるかぁああああああ！』

　柔呉が大声を上げる。巌流が折り畳み式のランチャーを発射した。ロケットミサイルが直ぐ飛び、巨大な黒い影に当たって爆発する。

　三人のいる場所に子団の姿はない……否いや、次々と消されていた。

「ぶもぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　三人の前に現れたのは巨象──それも全長五〇メートルを超す象型のクイーンだった。

　親衛隊クイーン【乱食型】である。

　巨象は三本の長い鼻で、付近の生物を次々と吞のみ込こんでいく。食べるモノには見境がなかった。鼻の穴から次々とポーンが吞み込まれていく。また、長い鼻でルークを捕まえ、頭から上半身を齧かじり取った。

　丘の下では護衛部隊の戦せん騎き装そうも、柔呉と同じように射撃を繰り返している。

『伏ふし見みさん！　逃げましょ！　もう、こんなの無理ですよ！』

『あんねぇ。グランコレ作ったの僕よ？　パンチャーもフェニックスも足がすんごく遅いんだって！　逃げられないからこうやって、行けそうな線で頑張ってるんじゃん！』

『そういうことは早く言ってください！　アナタ！　グランに何か装備を！』

『ちょちょちょ！　勝手なことしないで！　耐火装甲つけたら、今度はメインアームに移らなきゃいけないんだから！』

　日向ひなたと飛鳥が言い争う。その間も巌流は目に付く武装を拾っては、乱食型に砲撃を繰り返していた。しかし、焼け石に水だ。その足は、まるで止まりそうにない。

『アカツキに救援要請はしたんだろ!?　でもアレとやるの、ネイバーでもきつくないか!?』

　乱食型の長い鼻が舞う。一歩を踏むごとに、深さ数メートルの足あし痕あとができた。三機との距離は一〇〇メートルを切る。巨象の鼻が三機のいる、丘の方へと伸ばされる。

『くそ──くっそ』

　巌がん流りゆうが巨大ハンマーを手に構える。

『こっち、くんなぁあ！』

　柔じゆう呉ごが、象の鼻に向けて玉砕覚悟の突撃をする。

『聖せいっ鎧がいのぉ──っ』

　突如、響いた男の声。空を裂き、ジェット噴射を燃やしてソレが急接近した。

『天てんっ拳けんっ！』

　聖鎧士パラデインの拳こぶしが巨象の頰ほおに突き刺さる。

　五〇メートルの巨体がグラつく。乱食型はゆっくりと体勢を崩し、地面へと崩れ落ちた。

　剛弾となった上腕が肘ひじに戻る。力強すぎる一歩を踏み出し……ソレは来た。

『もう大丈夫』

　戦場に再臨したのは欧州の最終兵器──白の王機・バルゴ・ティアーズだった。

『アカーネの友とは、貴公らか？』

『ああん!?　僕忙しいの！　誰だいアンタ！』

　飛鳥あすかが文句で返す。すかさず柔呉の巌流がグラン一号の頭を叩たたいた。

『バッカ！　この人！　じゃなくて！　このお方は！』

『バルゴ・ティアーズ……まさか、クリストファー皇太子!?』

　乱食型の前に、傷ついたバルゴ・ティアーズが立ちはだかる。ネイバーの修復機能で両腕は新品同様に復元していた。

　バルゴ・ティアーズから光の闘気【アームズエナジー】が昇り始める。

『アカーネに頼まれてな……トカゲの前に、象を退治しにきた』

　王機と巨象が睨にらみ合う。乱食型の全長はバルゴ・ティアーズの二倍以上はあった。

『え……なんか、この人、偉そうなんだけど？　何さま？』

『偉そうじゃなくっ、本当に偉いの！』

　巌流がまたグラン一号の頭部を叩く。それを余よ所そに、クリストファーは重い声音で宣言する。この絶望まみれの戦場に対して、彼はまだ諦あきらめていなかった。

『一〇万の戦力差？　余が一〇万の働きをすればよい。姿を現した別のクイーン？　全すべて余が屠ほふり去ってくれよう』

　バルゴ・ティアーズは右の巨拳を再度、耳後ろまで持ってくる。

『余も、あのモノも……まだ諦めきれないのでな！』

　バルゴ・ティアーズと乱食型の戦いが始まった。







　ジンが会議テーブルの上に両足を乗せている。耳元を手で押さえていた。

『中央管制室、制圧完了』『西棟、通信室制圧』『こちら強襲班ラインハルト。首都防衛の部隊を察知。これより遭遇戦に入る』『こちら──』

　作戦の成果報告が秒毎に入ってくる。この旧・国際連合本部ビルはサクラノツルギによって掌握されつつあった。ジンは腹の上で両手を組む。

「『地球上のどこにいようと、俺は貴様らを殺すことができる』と。前に、そんなようなことを言ったと思うんだが……今日はそれを実演してみた」

　この場に居合わせたトップ陣は息を吞のむしかない。要人がいないとはいえ、このビルは国連軍の再重要施設の一つである。その防備も完かん璧ぺきであらねばならない。しかし──

「少し地味な登場になってしまったことには謝罪しておこうか……まぁ許せ」

　常任理事国の大統領たちは顔が青い。中でもアメリカのジョージ大統領は殊こと更さらに動転していた。それもそのはず。作戦が始まる前に、ジン＝ナガトの殺害とサクラノツルギの鎮圧を各国に呼び掛けていたのだから。ジンはサングラスを中指で押し上げる。

「そう構えるな。別に今日、貴様らをどうこうしようなんて思っていない」

　ジンが首脳たちの顔を確認する。

　見たのは非常任理事国の……もっと言えばネイバーをもたない──バレッタ条約においては弱い立場にある──各国の首相たちだ。

「俺の数少ない欠点となるんだが……どうにも慈悲深くてな。沈みかけのＵ泥Ｎ船より、サクラノツルギこちらの船に飛び移りたい者もいると思ったんだよ。そこでデモンストレーションも兼ねた、宣伝に来たのさ」

　ジンは、ほくそ笑んでから始める。世界が求め続けてきた真実の暴露を。

「誰にも益えきのある話……今日はネイバーについて聞かせてやる」







　ＭＩ02目標──西ブロック・某所。

　ここは灰色に変色した、山岳エリアの一つだ。岩肌が粉砕され、巨大な洞どう窟くつが出来あがっていた。洞窟の奥で眠るのは────傷つき、疲弊した黒き魔獣。

『コンバータ安定。ブレイン・マシンインターフェイス接続良好。マゴノテ、修復完了・二八本。修復未了・四本。スグレモノ、ジェネレーター出力調整中。イメージ即応火器管制の四〇パーセントはマニュアル操作』

　洞窟の奥で灯ともる光──緑が赤に、そしてパールへと変色した。

『Neighbor -01、デストブルム。再起動』

　洞窟入り口の岩縁に……鋼鉄の蔓つるが何本も這はい出でる。巨大な魔女帽子が外に出た。

『行こう。クロ』

　アイカメラのパール光が強くなる。戦場に、もう一つの希望が舞い戻る。

　魔女セレンティーナ・エングヴィスと、魔獣デストブルム──魔女の零ウイツチ・ゼロが敵の海へと向かって出陣する。







　ジンが暴露し始めたのは、舞台の裏側にあった話。

「二〇一八年初頭。クイーンの攻略手段を持たなかった人類は、世界中に散らばったマリスのゲリラ的な襲撃に人口を削られ続けていた。百万人規模の難民に、治世を保てなくなった都市が続出。この世界では最もマリス被害が拡大した年といえる。そんな暗黒期──」




「登場したのがネイバーだ」




　常任理事国のトップたちはジンと視線を合わせない。

　今回、オンライン会議という形態を取った理由も、この事態を危き惧ぐしてのモノであったからだ。

「突如、世界各地で発見され始めたネイバー規格……深海深くに沈んでいた機体もあれば、古代遺跡の地中で見つかった機体もある。放射性炭素年代測定で四〇〇〇年前に存在した機体もあったことから、ネイバーは『古代文明の遺産』『海底人の作った兵器』と、お偉い学者さまに、本気のＳＦ話を論議させるまでに──っと」

　ジンは「すこし逸それた」と、肩をすくめる。

「まぁ、偶然見つけたみたいな話になってるが、本当は俺たちがネイバー各機の在あり処かを、効率よく運用できそうな国々に流していったのさ……マリス攻略のヒントと共に」

　立場の弱い各国のトップたちがざわめきだす。

　ネイバーを手に入れた国には、必ず『メッセンジャー』の接触があった。ある国は神。ある国は救世主。また、ある国は畏敬を込め【ブラックバード】と、彼を呼んだ。

　そのブラックバードこそ、ここにいるジン＝ナガトだった。

「だが……次第に歯車にズレが生じる」

　そう言うとブーツの踵かかとでテーブルを叩たたく。アメリカのジョージ大統領が驚いて面を上げた。ジンは圧の籠こもった視線でジョージを睨にらみつけていた。

「アメリカ貴様らの話だ。ちゃんと聞け」

　二〇一八年は、人類がマリス反攻の手立てを得た、歴史的一年となる。

　そして……米国神話が始まったのも、この年からだった。

「『人類存亡の危機』という大義名分を手に入れた貴様らは、クイーン撃破を理由に世界中で様々な武力介入を行う。散ったネイバーを血ち眼まなこでかき集め、世界中がマリス問題で右往左往する中、自利を獲得できた数少ない国とも言えるな」

　当時の人類は、核攻撃しかクイーン攻略の手段を持たなかった。それ以外の選択肢が生まれたということに、どれほどの軍事的価値があったかは、言うまでもない。

「そのメッセンジャーは、再三に渡って言ってきたはずだ。刻印を持つ者を集めよ。また刻印を二つ持つ者を探せ。そして……『人類一丸となって、マリスに対処せよ』と」

　しかしアメリカは、そのメッセージを無視する。それどころか、ネイバーとヘキサを利用し始めたのだ。自国の利潤を追求するために。

「神になったと勘違いした貴様らは、ヘキサとネイバーの秘密を公表せず、ヘキサを迫害する方へ、世界を誘導していった。そして一国、また一国とその尻馬に乗る連中も増えていった」

　ジンは常任理事国のトップたちに視線を寄せていく。

「そして人類は、オペレーション・ヘラクレスで手痛いしっぺ返しを食らうわけだ」

　究極的には人のエゴが、億人規模の犠牲者を出してしまったということになる。

　話に区切りがつくと、首脳の一人が口を開いた。

『なぜ……』

　ジンが発言者に視線を移す。それはスウェーデンの女首相だった。

『それが問題だったとしたら、何な故ぜ、あなた方は早期に秘密を公表しなかったのですか？』

　ジョージ大統領が彼女を厳しく睨にらみつける。ジンは鼻でせせら笑った。

「それをして失敗したことがあるからさ」

　ジンの言い回しに何人かが眉まゆを顰ひそめた。

「その失敗から俺たちは、与える情報は最小限にすることにした……未知で、分からないときほど人は慎重になる。事実、この世界の場合は、暴走した国も数カ国だけに抑えることができたしな。計画が遂行できる以上、リセットはかけなかったんだ」

　スウェーデン首相は話を止めるよう、手を振る。脂汗を浮かべて質問した。

『お待ちを。お待ちになって。アナタ「失敗した」とか「リセット」とか。どうしてこう、見て来たみたいに仰おつしやるの？』

　それは当然の疑問────そして、それこそがジンたちの秘密に直結していた。

　ジンはサングラスを取って、テーブルに放ほうる。ジン＝ナガト改め、氷ひ室むろ夏なつ樹きは──




「それは俺が、未来から来た人間だからさ」──初めてその正体を明かす。




「ネイバーは、未来の世界で作り、せっせと過去こちらの世界に送っていたというわけだ」




　戦場が燃える。燃える。紫色の大地は人間たちの死と、火薬がもたらした炎。そしてバケモノの大群で埋め尽くされていた。人の命を、想おもいを……マリスは容赦なく蹂じゆう躪りんする。

　アカツキのブリッジでは、その様子がリアルタイムで映されていた。

　──増え続ける赤マーカーが戦場マップを浸食していく。──島の周りの護衛艦の反応が一つ、二つと消えていく。──点在する青マーカーの塊かたまりは、赤マーカーに次々と包囲されていった。

　押し流される戦況に抗あらがうべく、紫し貴きは指示を出し続けていた。

「Ｅ５とＢ13の戦力を合流させなさい！　もうＣエリアは放棄する！」

『了解した』

　アポロニアスが紫貴のオーダーに応こたえる。紫貴の頰ほおや首筋からは汗が伝っていた。叫び続けて喉のどはカラカラだ。しかし紫貴は考えるのを止やめない。

　ここで自分が匙さじを投げたら、目に映る命の灯ともし火びたちは簡単に吹き消されてしまう。

「っ!?」

　紫貴は驚きに面おもてを上げる。他のクルーたちもその存在に気付いた。

　小さい一つの青マーカー──それが猛然と赤マーカーの群れに突っ込んでいく。

　青マーカーの種別はネイバー。その形は『魔女帽子』。

「セレンっ!?」

　魔女帽子のマーカーはスター小隊のいる戦場エリアへと向かっていた。







　オルソン機が痙けい攣れんするように頭部を震わせる。やがて力なく、風神カスタムは頭を垂たれた。オルソン機の腹部から下は、巨大な腕型のクイーン【飛腕型】によって潰つぶされていた。

『『オォルソォオン[image: ]』』

　大だい地ちと山やま武たけの悲鳴が響いた。

　オルソン機は飛腕型によって、崖がけに縫い付けられていた。その足元付近には子団マリスが集まってきている。ポーンは九〇度の崖を登り始めていた。

『返事しろって！　おい！』

『コックピットブロックは潰されてねぇ！　いくぞ！』

　ウイングダストを展開し、二機が岩壁に沿って直上する。併あわせてスイートビーが火を噴いた。崖を登りだしたポーンを潰していく。

　それを余よ所そに、飛腕型が手を開いた。一〇メートルを超える手の平には二つの口が備わっていた。飛腕型が、崖に縫い付けたオルソン機ににじり寄る。

『目ぇ覚ませオルソン！』『だめだ間に合わねぇ！』

　大地機と山武機が飛行速度を上げる。しかしオルソン機との距離は一〇〇メートル以上ある。そんな二機の背後を……弾道ミサイルが追い越した。

　ミサイルは崖の下部に着弾する。絶壁が崩れ出し、崖登りをしたポーンたちが落ちていく。縫い付けられたオルソン機も落下し、飛腕型の魔の手から逃れた。

　山やま武たけ機がスラスターを最大噴射──オルソン機へと向かう。

『間に…………っ、あったぁああ！』

　中空でオルソン機をキャッチする。その背中を守るように大だい地ち機がスイートビーを撃うちながら滑空、ホバリング停止した。

『この、反応は』

　三機の頭部が大きな影に覆われる。影は三機の上を抜け、飛腕型へと突撃した。

　デストブルムが最大噴射で飛腕型に体当たりをお見舞いする。逆に今度は、飛腕型が崖がけに縫い付けられた。デストブルムのマシンアームが飛腕型を拘束する。

『デストブルム!?』『チビスケか！』

　デストブルムから、セレンの決死の覚悟が流れる。

『もう誰も！　殺させない！』







「もともとネイバーの語源は隣人Neighborから来ている」

　ジンたちは、とある願いを込めて、ネイバーを過去へと送り続けた。

「国境も人種も国益も関係なく、人が手を取り合うことを前提にして、アレは作られた」

　飢えた二人の人に、一つのパン。パンをどうするかは当事者次第だ。

　一人が全部を食べることもできる。また、二人で分け合うこともできる。

「人の隣に立つ者……たとえ、どれほどの苦難が押し寄せても、最後まで共に進む。そんなセンチメンタルな願いを込めて、人類最後の砦とりでには【隣人ネイバー】という名が冠せられた」

　数量限定のネイバー希望──人はそれを、分け与えるのではなく、私欲に行使することを選んだ。

「そうしなければマリスに勝てないと分かったからだ」







『ぐぅうううぅう！』

　デストブルムが飛腕型と綱引きをする。飛腕型はデストブルムのマシンアームから逃れようとしていた。ブチン！　ブチン！　と、マシンアームが切れていく。

『クロ！　頑張る！』

　デストブルムのアイカメラがパールに光る。背後に浮かぶ、鉄塔の一本が勢いよく起立した。逃げようとする飛腕型の真下に、鉄塔が突き立てられる。

『すぐれもの！』

　鉄塔が『魔女の杖つえ』に変形する。ゼロ距離で黒い破壊光を生みだした。

『消っせぇえええ！』

　大口径ＩＭＥカノンが、黒い破壊光を発射……飛腕型はその存在を消却される。







「未来俺たちが、国境も人種もなく手を取り合えたのは、地球人口が五憶を切ってからだった」

　ジンは自じ嘲ちよう気味に笑う。各国のトップたちは息を吞のんで話に傾けい聴ちようしていた。

「国民性・優劣意識・既存の概念……共通の敵を前にしても、人は、人の持つ感情を制御しきれなかったのさ。人類の愚かさへの自戒も込め、その名は付けられている」

　言ってジンは手袋を取る。六角形の刻印に刻まれた【０】の数字を彼らに見せつけた。

「そしてネイバーを駆かる者は、道ならぬ道……無限の救済へと赴かねばならない」







　子団の大波を渡り続けるグラン三号──飛沫しぶきの一つ一つがポーンであり、ルークであり、雄ナイトだった。片腕を失った鋼鉄の獣に最期が迫る。

『ここで、終しまいかよっ』

　数十匹というマリスがグラン三号を押し潰つぶす……機体全部が肉の海に消えた時。

『月げつ下かぁ！』

　肉の海にマシンアームが三本、突き入れられた。デストブルムがマリスの海からグラン三号を一本釣りする。

『デストブルム!?　セレン嬢ちゃんか！』

　デストブルムはグラン三号を隠すように、腹部に括くくりつける。それから一斉にマシンアームを展開した。腹部には同じく、オルソン機のコックピットブロックが厳重に縛りつけられている。デストブルムの背中から、風神カスタムの二機が飛び出した。

『『うぉおおおおおおおおおおぉおお！』』

　大だい地ち機が左腕のグレネードを乱発する。山やま武たけ機が携けい行こう式のランチャーをぶっ放した。デストブルムの後頭部──ミサイルハッチ四四門───の半分が開く。

『みさいる！　最大効果で半分だけ！』

　デストブルムがアイカメラを光らせる。大量のミサイルが撃うち出された。併あわせて、黒い破壊光線が二三本、同時に伸びる。デストブルムは辺り一面を一斉に焼き払った。







「その献身は人々の範となり、守られる者たちもまた、奉仕によって操者に報いる。互いが互いを想おもう、『兄弟愛ブラザーフツト』に『隣人ネイバー』をかけ、ネイバー操者のことを『隣人愛ネイバーフツド』と呼ぶんだよ」

　ジンは今日、初めてその顔に怒りを見せる。

「それを貴様らは最下層へと追いやった……自らの手で救済の鍵かぎをドブに捨てたんだ」







　鬼灯ほおずき・炎一號ごうが宙ちゆう吊づりにされる。鬼灯モドキ【鏡体型】は、異様に伸びた両手で鬼灯の首を絞めていた。鬼灯のアイカメラの一つが弾はじける。

『放せ！　放せ！　放せ！』

　鬼灯がクイーンの顔を何度も踏みつける。しかし、鏡体型は怯ひるみもしない。鬼灯の頭部を模した鬼の顔──そのグロテスクな口が生々しく開いた。だが……鬼の肉人形に。

『だらしないね！　一番隊！』

　グラン三号肉弾戦車が体当たりをぶちかます。

　鏡体型が大きく体勢を崩す。鬼灯の双肩ブースターが火を噴いた。拘束が緩み、鬼灯が一気に離脱する。また、ほぼ同タイミングで、グラン三号の背中が縦に割れた。

『これで最後だ！　くれてやるよ！』

　獣の背中から散弾が吐き出される。鬼灯モドキの対表面から黒い血ち飛沫しぶきが上がった。

『今だエース！』

　グラン三号が鏡体型から距離を取る。鋼鉄の獣と交差したのは蔓つるの斬鉄刀。

『えぇええいっ！』

　デストブルムのマシンアームが鏡体型を、一刀のもとに両断した。







　アカツキのブリッジで、茜あかねは一人呟つぶやく。

「……すごい」

　単機だ。たった一機でこの絶望に抗あらがう者がいた。

「オーガ１！　モンスター５！　スター01・02・03の各員も！　バイタル確認がとれました！　クソ虫ども、全員生きてます！」

　田た中なかが早口で報告をする。紫し貴きも雷らい鳥ちようも意識を飛ばしてソレを見ていた。

「あんなに弱々しかった、あの子が」

　雷鳥は彼女を知っているからこそ、そう呟く。

「……セレン」

　その、勇ましく闘い続ける姿に、紫貴はかつての英雄の影を見た。

『うわぁあああああああああああああああああああああああああああ！』

　メインモニターの中でデストブルムが闘っている。

　敵は千か五千か一万か……。大群の海に浸つかり、デストブルムが奮迅の限りを尽くす。

　装甲を齧かじられても、マシンアームを抜かれても、外装をめくられても。

　デストブルムは止まらない。子団を粉砕すべく、我が武む者しや羅らに死体を積み重ねる。

　デストブルムの後方では、鬼灯ほおずき・山やま武たけ機・大だい地ち機が援護射撃を行っていた。

　セレンが懸命に守ってるのは、ここまで拾い集めてきた仲間たちの命だ。退路を断たれ、自ら大群の海にその身を投げ出していた。

　魔獣はどれだけ傷ついても止まらない。魔女はどこまでも進む。

『茜あかね！』

　メインモニターにセレンからの映像通信が入る。決死の形相に茜は一瞬吞のまれかけた。

『葵あおいたち逃がして！　これじゃクロ！　思うように戦えない！』

「で、でも！」

　茜が逡しゆん巡じゆんを見せた時だ。僅わずかに生まれた隙すきがセレンを追い詰める。

『きゃぁあああああああぁ！』

　セレンが左目を押さえて絶叫を上げる。メインモニター上ではポーンが、デストブルムの片目を潰つぶしていた。代わりに紫し貴きが即断する。

『葵！　一分後、四人を連れて後退しなさい！　支援砲火を回す！』

　メインモニターに葵の顔も映った。

『バ！　バカいうな！　こんなところにセレン一人、置いていけって言うのかよ！』

『馬鹿はアナタよ！　アナタがいなかったら誰がその四人を守るの！　亜あ賀が沼ぬまくんも江え藤とうくんも、とっくに限界を超えてるのよ！』

　紫貴が感情剝むき出だしに怒鳴り返す。葵は心底悔くやしそうな顔で唇を嚙かんだ。次第に涙を溜ため……セレンに言った。

『鬼灯、離脱する！　セレン！　絶対に死んじゃダメだよ！』

　映像のセレンは、左目から血の涙を流す。微笑ほほえんで、小さく葵に頷うなずいて見せた。

『アポロニアス！』

　紫貴の合図で、デストブルムの周辺に支援砲撃が行われる。葵たちは一斉に離脱した。







　ＭＩ02目標の状況は、安全保障理事会にも逐ちく次じ届けられていた。

　画面の向こう側で、王ワン総督に部下が報告をする。

『総督！　我らが守護龍りゆう、大太龍ダータイロンがクイーン三匹と交戦に！　後退は敵かなわず、その被害も甚じん大だい！　これ以上の戦闘は困難と！』

『クソッタレ！』

　王が激げき昂こうし、執務机を叩たたく。またイギリスのデヴィッド首相にも凶報が届けられる。

『クイーンエリザベスの回収部隊と連絡が途絶。運搬中のネイバーの残ざん骸がいは、子団の暴走に吞のみ込こまれ……現在は、捜索隊を編成中とのこと』

　デヴィッド首相が大きく項垂うなだれる。状況は時間が経たつごとに、数段飛ばしで悪化していく。アシモフ大統領は意を決したのか、画面上で小さく息を吸った。

　するとジンがタイミングを推し計ったかのように声をかける。

「そういえば……先ほどまでネイバーを自爆させるとかで話を進めていたな」

　アシモフ大統領が口を閉じる。ジョージ大統領は勢いよくジンの方を向いた。

「忠告だ。それは絶対に止やめておけ」

　ジンは声を重くして警告する。

「材料元に問題がある……おまえたちのやろうとしているのは『暴走』ではなく『開放』だ。爆発なんて起こさない。それどころかネイバーは、敵となって人類に牙きばを向くぞ」

　ジンの言葉に、ネイバー保有国のトップたちは色を失う。ジョージが一人、零こぼした。

『じゃあ……やっぱりネイバーは』

　ジンは、自分の持ってきた土産物に手を伸ばす。箱の包装紙を破り始めた。

「本当なら感謝してほしいくらいだ。貴重なネイバーを、ウスラトンカチ共の早とちりで失わせないため、わざわざこうして出向いてやったんだから」

　場所を違え……安全保障理事会にもやっと絶望が訪れる。

「死体蹴げりとなってしまうが……貴様ら、マリスをなめすぎだ」




　人類には既に────反攻の手立てなど残されていなかったのだ。




　アカツキのブリッジではセレンの援護をすべく、紫し貴きが部隊の手配を行っていた。

「エリアＰからＯの部隊をデストブルムの支援に向かわせなさい！　早く！」

『再考。部隊損耗率三〇パーセント。移動中に全滅する確率八四パーセント。落ち付け母よ』

　アポロニアスが応こたえる。紫貴は苛いら立だちを隠さず、オペレーターを怒鳴りつけた。

「ならばもうエリアＬから出させなさい！　再編命令を！」

「無理言うない！　さっき引かせたばかりだろ！　何千匹に囲まれてると思っとるんだ！」

　老オペレーターもまた怒鳴り返す。その最中、田た中なかが報告した。

「フリューゲル艦！　イージス艦！　共に轟ごう沈ちん！　会長ダメです！　艦砲支援も潰つぶされました！」

　紫貴が人差し指の肉を嚙かむ。美しい指を血の線が伝った。

「特務！　もう十分です！　お願いだから、もう引いて下さい！」

　その脇では、ずっと茜あかねがセレンに撤退命令を出していた。

「もう良いっつってんでしょ！　言うこと聞けこのバガァ！」

　涙交じりの懇願を……ずっと。

　正面モニターでは依然、デストブルムが単機で大群を堰せき止とめていた────

（殺す！）

　──鋼鉄のワイヤーが弾はじけるように、デストブルムのマシンアームが抜かれた。

（殺す殺す！）

　──黒いボディを覆うように、ポーンが這はい上がってくる。

（みんな殺して！　クロ！）

　──大口径ＩＭＥカノンの砲身が、二匹のルークに嚙かみ折られた。

（みんな殺して！　一緒に帰る！）

　後頭部ハッチが開き、最後の弾頭群が撃うち出される。業炎がデストブルムごと子団を焼き払った。炎を纏まとい、傷だらけの魔獣が新たな敵の海へと飛び込んでいく。

『うわあぁあああああああぁあああああああ！』

　セレンの悲痛な叫びが、孤独な戦場に響き渡った。







　ジンは黄色いスポンジケーキを口に運ぶ。

「今、世界中は活発化したマリスの侵攻で大わらわだ。かく言う俺も、ネイバーフッドの本分を全うしなくてはならない。すぐにでもあの大ドンパチに付き合いたいところだが」

　ジンは指についたクリームを舐なめ取る。戦域マップを人差し指で指した。

「この状況こそ、避けては通れない関所となる」

　既にマリスの数は三〇万に到達していた。対して友軍は一〇万を切っている。

「人の感情が強ければ、強いほど……アレは強くなって戻ってくる」







　同時刻──某所。

　真っ暗な空間に光が点ついている。それはサクラノツルギが秘ひ匿とくする、軍事兵器の制御管制室だった。交互に二つの英文が、コンソール盤に表示されていた。

『Select code』『Eirun Bazzat』

　不意に……真っ暗な空間に画面が点く。画面は勝手にアニメーションを流し始めた。







「男どもは何をやっているのよ！」

　ブリッジにいる紫し貴きが声を荒らげた。すぐ正面モニターの映像が切り替わる。

　すると、雷らい鳥ちようを含めるクルーたち全員が絶句した。

「ネイバー16番機、15番機……共に沈黙」

　田た中なかが捻ひねりだすような声で報告する。映ったのは地面に横たわる、ショワンウーとアモンの姿だった。そして明みよう星じようもまた──

「七なな扇おうぎ、さんまで」

　茜あかねが唇を震わせる。画面では明星がその四肢を力なく垂たらしていた。

　英雄機の腹を貫き……キングが高らかに右腕を上げていた。







　明星・アモン・ショワンウーの敗北は、安全保障理事会の耳にも届いていた。

『エイルンコードのネイバーを以もつてしても……ダメかっ』

　ジョージ大統領は搔かき毟むしるように、頭を抱える。他のトップ陣の顔も真っ青だった。

　この場にいる全員は正しく、冷酷に理解した。




　今、この瞬間────人類の完全敗北が決まったのだ。




「……やっと貴様らにも、現実が正しく伝わったようだ」

　消沈する彼らの顔を眺めるジン。それから戦域マップを見直した。

「貴様らがそういう顔になれたということは、あの戦場ではさぞ、兵士たちの恐怖が渦巻いていることだろう」

　ジンは組んでいた脚を床に付ける。外がい套とうを翻ひるがえして立ちあがった。

「恐怖とは本能からくる心の叫び。人の持つ、剝むき出だしの生存欲求だ。想おもいの純度は強く、堅いものになり易やすい……だからアレは、恐ソ怖レを指標にする」

　手袋を嵌はめ直なおし、ジンは戦闘準備を始める。

「集めた恐怖に見合い、打ち勝てるだけの『記号コード』を選択する」

　ジンは最後に机上のサングラスを手に取った。

「故にアレは……【悪夢の破壊者ナイトメア・ブレイカー】と名付けられた」




　セレンはふと……ずいぶん前のことを思い出していた──





　　　　＊＊＊＊＊






「クロ！　返、すぅ！」

　セレンが頭上に手を伸ばし、ピョンピョンと跳ねている。セレンの手が近づく度に、白いアザラシのヌイグルミがひょい、ひょいと遠のいた。ヌイグルミの尾にはデストブルムのマシンアームが巻きついていた。セレンは目を三角にして両腰に手を当てる。

「クロいじわる！　ヤキモチかっこわるい！」

　その日、セレンは洗ったばかりのヌイグルミを格納庫に持ってきていた。

　綺き麗れいになったヌイグルミをデストブルムに見せ付け、可愛かわいがっていると、デストブルムがヌイグルミを取り上げたのだ。セレンに怒られたデストブルムはアイカメラの色をパールから青にする。マシンアームを伸ばし、セレンにヌイグルミを返した。

　セレンはヌイグルミを受け取るも機嫌を直さない。「む～」と怒って見せる。

　しかし……デストブルムのアイカメラを見ていると、どこか悲しんでいるように思えた。

　罪悪感が怒りを追い越す。セレンはヌイグルミを足元に置き、万歳をした。

　決め事であるかのようにデストブルムはマシンアームを伸ばす。セレンの身体からだを優しく持ち上げた。するとセレンが「もっと近く」と催促する。

「もっともっと」と催促は続き、セレンはデストブルムの顔の前──魔女帽子の内側──まで運ばれる。手を伸ばし、デストブルムの鼻先を「よしよし」と撫なでた。

「いつも助けてくれてありがと」

　セレンが微笑ほほえみかけると、デストブルムは動物の声に似た駆動音を鳴らす。

「シロと同じくらい……クロも大好き」

　そうしてデストブルムのアイカメラは綺麗な真珠色へと戻った──





　　　　＊＊＊＊＊






　三六〇度のモニターは所々がひび割れている。画面も幾つか潰つぶれ、ノイズを上げていた。機内照明は切れかけている。

　潰れた画面が発する淡い光が、傷だらけのセレンを照らしていた。

（そう、いえば）

　セレンはいつからだろうと思う。大切な半身のことを見返らなくなって。

（いっぱい、褒めて、あげないと）

　セレンは痙けい攣れんする右手をゆっくりと伸ばす。ひび割れた水晶ユニットを力なく撫でた。

「よ、し、よし」

　消えてしまいそうな掠かすれた声で……セレンは心からデストブルムを褒めた。

「すごく、頑張った、ね」

　左目から血を流す。

　生体操作端末バイオリモコンになって以降、デストブルムとの痛覚リンクは大幅に緩かん和わされている。それでも今、セレンの全身には生皮を剝はがれたような激痛が走っていた。

「さ、クロ」

　セレンは満まん身しん創そう痍いのまま、ヒビ割れた水晶ユニットに手を乗せる。

　朦もう朧ろうとしながらも違和感に気付く。水晶ユニットに触れても────デストブルムは反応しなかった。

「……クロ？」

　セレンは水晶に二度、三度と触る。しかしデストブルムは応こたえない。

「行く。起きて」

　訪れたのは寂しさだ……どうして自分は気付いてあげられなかったのか。

　セレンの右目から涙が零こぼれ始めた。

『クロ、とっても……優しいから』

　どこまでも死し骸がいが広がる戦場に、セレンの声が木霊こだまする。

『いつも、助けてくれる。みんないなくなっても……クロだけは、ずっと傍そばにいてくれた。そんなの、当たり前じゃ……ないのに』

　セレンの声は次第に涙に濡ぬれていく。

　マシンオイルとマリスの血で汚れたデストブルム──その損害は凄すさまじいものだった。隻眼となったアイカメラは消灯している。

　三二本のマシンアームは、過半数を失った。外装のところどころが捲まくられ、齧かじり取られていた。四本の鉄塔のうち、三本は潰つぶされてスクラップになっている。

　生きているマリスはいない。デストブルムは、一万強の子団を、この短時間で殲せん滅めつしていた。しかし──

『クロ。ずっと、痛かった。苦しかった……私、自分のこと、ばっかりで』

　セレンの咽むせび泣なく声がデストブルムから漏れる。

『クロのこと、なんにも、考えて、なかった』

　死体の上で漂ただよう、傷だらけの魔獣──既にデストブルムは機体限界を迎えていた。

「クロ、私を守ってくれてた。ずっと……私がっ、死なないようにって」

　コックピットで、セレンは泣きじゃくる。

「それなのに、私、ずっと、死にたい、なんて……ごめん、なさい。ごめん、なさぁいっ」

　不意に……別ウィンドウが開く。ノイズの走った戦域マップが映った。

　この場所に向け、大量の子団マーカーが近付いてくる。敵の増援だった。

　更に────正面モニターに、巨大な物体が幾つも投げ込まれた。

「…………」

　セレンは涙に濡れる顔を上げる。デストブルムの前に投げ込まれたのは中破した明みよう星じよう・ショワンウー・アモンの三機だった。最後に……ソレが降こう臨りんする。

　鋼の堅甲と竜の尻を持つ。ドラゴンの翼を生やした黒竜人。

　現れたのは絶対種・キングだった。

『金、髪っ、逃げろ』

　壊れた通信機からひび割れた声が届く。眼前で倒れる明星からのものだった。

『動ける、か……動けるなら、すぐ、離脱しろ！』

　モニター上で明みよう星じようが立ちあがる。大和やまとの声がコックピットに響いた。

『お前の逃げる時間くらい、なんとかしてやるっ』

　錆さびた鉄を擦り付けるような音を鳴らし、明星が曙あけぼの丸まるを手に取った。

（もう……おしまい？）

　右目から涙、左目から血の涙を流し……セレンは自問する。

　世界はやはり残酷で、また全すべてを自分から奪い去ろうとしている。

（これで、終わっちゃうの？）

　セレンの右目から、大粒の涙がこぼれる。どうしようもなくいたたまれなかった。

　悔くやしくて、悲しくて、寂しくて……胸が張り裂けそうになった、その時だ。

『俺は月からやってきた』

　突如、一つの映像が再生される。セレンは一瞬、頭が真っ白になった。

『この世界とは違う月から、エルフィーナに乗ってこの島に来た』

「……夏なつ樹き？」

　それは氷ひ室むろ夏樹こと、エイルン＝バザットの遺のこしたビデオレターだった。







　ジンが再びサングラスを掛ける。

「暗黒期……人はいつの時代も『象徴シンボル』を求める。シンボルとは時々で神であったり、英雄であったり、先導者であったり。つまるところ、自分たちの思い描いた救いに適合する『記号』を描き、その登場を心底から望み始める」

　安全保障理事会の面々は、黒衣の救世主の後ろ姿を黙って見る。

「俺たちは、そこに活路を見み出いだした」

　ジンの目には怒りと喜び──相反する二つの感情が混ざり合っていた。

「マリスを根絶させるのに、最も適した記号コード……20番機はそれを人の思念から抽出する」







『セレン。俺はこの星からマリスを一掃する。必ずだ。そして君や、何の罪も無い人々を救って見せる』

「クロ？」

　セレンが語り掛ける。デストブルムは言葉の代わりに、映像を流し続けた。

『約束する。誰にも、どうしようも出来なくて……もしも君が泣かされていたら。世界中のどこに居たって駆かけつける。君を泣かす奴やつは、俺が星の彼方かなたまでぶっ飛してやる』

　セレンにデストブルムの意図が伝わる。この従順な魔獣は『彼を呼べ』と言っていた。

「だから……もういないの。夏なつ樹き」

　セレンは寂しそうに呟つぶやく。ビデオレターが終わるとデストブルムは勝手にチャプターを巻き戻した。

『俺は月からやってきた』

　セレンは何度も言い聞かせてきたことを口にする。

「死んじゃったら、来れないの。助けに、きてくれないの」

　セレンはこの目で見てしまった。彼が目の前で殺されるのを。

　あの時、デストブルムの観測データが、直接セレンの脳に流し込まれた。

　そのデータが彼の死を動かぬものにしてしまった。心が反論する前に、真実をセレンに突き付けた……彼はもう、自分の元へは帰ってこないのだと。

『金髪、早く行けぇえええええ』

　コックピットに大和やまとの怒号が響いた。即座にモニターが切り替わる。

　明みよう星じようがキングの腰に抱きついていた。両足の踵かかとが死し骸がいの肉を搔かきほじる。その下にある土を掘り返していた。大和は残りの力を振り絞ってキングを押さえようとしていた。

『オマエ、死なせたら……エイルンアイツに顔向けできないだろうがぁ！』

　大和の上げた怒号には……涙が混じっていた。
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　ジンは耳元を押さえ、通信回線を開いた。

「俺だ。これより本作戦を始動する……月ムーンを降ろせ」

『こちらアドゥルフ。了解した。デストブルム血まみれの姫君を救たすけに行くとしよう』

　ジンが耳元から手を離す。血相を変えて王ワン総督がジンに質問した。

『何をするつもりだ！　今、20番機と言ったのか！　作戦とはいったいなんのことだ！』

　ジンは右手を水平に広げ「来い！」と叫ぶ。

　魔人の黒腕が大会議場を貫く。列車のようなアトメントの腕がジンの背後に到着した。

「生命の危機に追い詰められた者が取る選択は限られている。諦あきらめ、死を受け入れるか。はたまた、生を欲して獣に戻るか……もしくは──」

　ジンはニヒルな笑みを貼はり付けたまま、最後の言葉を紡ぐ。

「他者神に、願望ねがいを託すかだ」

　ジンたち、サクラノツルギの思惑は最終局面を迎えていた。







（このままじゃ……死んじゃう）

　紫し貴きも、葵あおいも、茜あかねも、大だい地ちも、オルソンも、山やま武たけも、月げつ下かも、日向ひなたも、柔じゆう呉ごも、雷らい鳥ちようも、飛鳥あすかも、大和やまとも、みんなみんな……。彼らを守ってくれる人が、ここにはもういないのだ。

　このままではキングに。マリスに全すべてを壊されてしまう。

「そんなの、ヤ……絶対、イヤぁ」

　セレンの心は、行き場を無くした子供に還かえる。その時にまた。

『セレン』「っ！」

　再度、ひび割れた画面に────大好きな人が映った。

「なつ、き」

　セレンに涙が込み上げる。名を口にすると、もう感情を止められなかった。

『約束する。誰にも、どうしようも出来なくて……もしも君が泣かされていたら。世界中のどこに居たって駆かけつける』

「ごめん、なさい」

　セレンは画面のエイルンに喋しやべりかける。もう、ソレしか思いつかなかった。

『君を泣かす奴やつは、俺が星の彼方かなたまでぶっ飛してやる』

「私、じゃ……ダメなの」

　セレンの涙が落ちては、膝ひざに溜たまっていく。セレンの表情は大きな悲しみに覆われる。

「なつき。夏なつ、樹きぃ」

　自分が泣いていたら、この人は必ず駆けつけてくれる。

　この涙を止めに……自分が愛してやまなかった彼は絶対にやってくる。

「お願い、します」

『君が出会った夏樹は……君だけの味方だ』

　氷ひ室むろ夏なつ樹きは。否いや、エイルン＝バザットはいつだって。




「助けて、夏樹ぃいいいいいぃ！」────セレンの味方だったのだ。




　真っ暗な空間に、アニメーション映像が流れる。

　アニメメーションとは【ドール・ワルツ・レクイエム】の一期と二期。その中のシーンを切り取ったものである。映像は早回しするように、くるくると流れ続ける。

『助けて、夏樹ぃいいいいいぃ！』

　真っ暗な空間の中に、セレンの声が響き渡った。

　画面の光量が増していく。アニメ映像は光に吞のまれて見えなくなった。光量は最高潮まで達し……黒い空間を白に染め上げる。

　次第に光が止やむ。黄色いバックモニターは別の電光文字を表示させていた。

『発射完了Launch complete、ネイバー20番機Neighbor No.20【悪夢の破壊者Nightmare Breaker】再起動Re-Operation』

　そこには一人のキャラクター名が明記されていた。
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『選択記号Selectcode──エイルンEirun＝バザットBazzat』




『ぐおおぅおおおぉ！』

　明みよう星じようが数百メートル先の岩壁に吹き飛ばされる。その身体からだが岩壁の中へと埋まった。

　邪魔者を排除したキングがデストブルムへと近寄る。

　しかしキングは不意に…………………………頭を空に向けた。

　空にはいつの間にか曇天が広がっていた。そして雲海の中を稲光が走っている。

「……ぐるるる」

　キングが睨にらむのは曇天──渦を巻いている雲海の中心部だった。







　キングと同じように、雷らい鳥ちようたちもまた異変を察知していた。

「なんだい、こりゃあ？」

　ＭＩ02目標の上空に黒雲が広がっている。中心部では大渦を巻き、稲光を帯びていた。

　一方、最下段の通信席に座る茜あかね、中段の指揮スペースに立つ紫し貴きは、戦域に蔓延はびこるクイーンの様子を注視していた。

　デストブルムの前にキングが立つ。また大太龍ダータイロンやバルゴ・ティアーズと交戦していたクイーンも、その様子がおかしかった。

　激変した空模様を眺めているかのように……怪物たちは空を仰いでいるのだ。

「空を見ている。いや……警戒している？」

　紫貴が声を曇くもらせる。

「観測結果、きました！　ＭＩ02目標の上空に大規模なＣＡＴが起こっている模様！」

　田た中なかが背後を振り向く。一方の雷鳥は耳を疑った。

「田中、アンタ今……なんて、言った？」

「え？　……だからＣＡＴと！」

　ヨーロッパ時間にして一六時五六分──ＭＩ02目標の上空に突如、雲海が広がる。

　雲海を運んだのは【大規模なＣＡＴ（Clear Air Turbulence）】だった。

　雷鳥は知っている。この現象に酷こく似じした事象が起こったのは過去に二回。

　一回目はネイバー０番機【アトメント】が初めて現れたときのことだ。この機体はマリス襲撃の真まっ只ただ中なか、彗すい星せいのように降ってきた。

　そして、二回目は二〇七〇年の春──氷ひ室むろ義塾の上空で起こった。

　そのときアカツキのクルーたちは目撃する。雲河の大渦から、一筋の赤い光が飛び出したのを。紫貴は、その光景に目を奪われる。

「いったい何が……起こっているというの？」

『メインモニターに当該映像を投射する』

　アポロニアスが言う。中央のメインモニターが切り変わった。真っ赤な物体が飛来してくる。大気圏を突入してきたのか、物体は赤いフィールドに包まれていた。

「隕いん石せきか!?」

「いや……青い光が見える。ありゃたぶん、推進系のジェットだ。減速を図っている」

　老兵たちが飛来物について意見を交わす。画面映像が更に鮮明になった。

　飛来物はアルファベットのＡのような全体像フオルムをしていた。底面部に砲塔が四門。飛来物は隕石ではなく、機動兵器だった。田た中なかが解析データを報告する。

「全長四一メートル！　戦闘機のようにも見えますが……このフォルムは」

　戦闘機というよりは『宇宙船』と称した方が正しいのかもしれない。まるでＳＦアニメの一カットを現実に持ってきたような……そんな代物だった。その最中、茜あかねが気付く。

「見て下さい！」

　飛来物の周りに黒い球体が現れては消える。一発や二発ではない。シャボン玉を大量に吹き出したような量だった。

　クイーン種の持つ、無差別物質消去ＩＭＥである。

「無差別物質消去ＩＭＥです！　もしかして、あの飛行機を狙ねらってるんじゃないですか!?」

「待てい、お嬢ちゃん。ならどうして無差別物質消去ＩＭＥが当たらない？　アレに当たらずに済むのは、国連の18番機しか前例はないぞ」

　意見が交錯する。その一方で紫し貴きは言葉を失っていた。逸はやりだした胸元に手を乗せる。

「まさか……」

　紫貴は知っている。この腐ってどうしようもない世界に、一つだけ例外があったことを。

「まさか」

　心に思い描いていたのは、鮮烈なまでに眩まばゆい……紅の後ろ姿。







　キングは動かない。ただ空を見上げていた。

　赤い光は、肉眼でも見えるところまで近づいてきている。無差別物質消去ＩＭＥは依然、シャボン玉のように現れては搔かき消きえていた。




　流星群────飛来物からシャワーのように、青い光が島全土に降り注いだ。




　それも一〇〇〇や二〇〇〇ではない。数万本という、とんでもない量の大流星が島の全土に飛び散っていく。

　キングは両腕で顔を防ぐ。数本の青い光がキングの膝ひざに焦げ目を入れた。

「ぐるっ」

　その一本一本が、指向性の高出力レーザーだった。

　他の箇所では、光の矢が子団の頭を貫いていた。光に貫かれたマリスは、炭化して消し炭となる。その攻撃がキングに敵てき愾がい心しんを抱かせた。

　キングの両りよう腿ももに、血管のような管が無数に浮き出る。爆発的に、大だい腿たい筋きんと脹脛ふくらはぎが膨ふくれ上がり……キングは飛来物めがけて跳び上がった。

「グォオ！」

　マッハを超える跳躍スピードだ。飛来物がキングの視界の中で、超倍速で大きくなっていく。キングは右の爪つめを振り上げた。絶対領土の侵犯者に罰を与えるべく。

　飛来物とキングの距離が縮まる。交差の瞬間、キングは打ち落とさんと爪を払った。

　飛来物は敢あえ無なくバラバラに崩れ去る…………はずだった。




　拳撃痕────キングの横っ面に、見えない『何か』がめり込んだ。




　キングが爪を振り下ろすよりも先──かつて経験したことのない衝痛撃みがキングの頰ほおを襲う。吹き飛ばされる刹せつ那な、キングの眼球が捉とらえていた。

　一瞬を一〇〇回で割った光の世界で……物体に空いた穴から、腕何かが引っ込んでいくさまを。キングの巨体が飛ばされる。竜人は数キロ先に墜落した。その間も飛来物は落下する。落下の衝撃が地面を吹き飛ばし、ＭＩ02目標を揺らした。

『な……に？』

　肩装甲の一つを無くしたショワンウーから水す久く那なの声が上がった。

『おっせぇ、よ』

　翼をもがれたアモンから、アギトの悪態が漏れる。それぞれのコックピットで彼らは見た。デストブルムの前方には巨大なクレーターが出来上がっていた。




　戦場には一輪の【薔ば薇らの花】が咲いていた。




　その薔薇は機械でできている。花弁の隙すき間まからは青い光が明滅を繰り返していた。やがて、巨大な薔薇が花開いていく。

　デストブルムのコックピットでは、セレンが画面を摑つかみ取とるように手を伸ばしていた。

（な、に？）

　セレンの意識が、急速に遠のいていく。

　霞かすむ世界に、鮮やかなまでの『真紅』が咲き誇っていた。

（私……まだ、起きて、たい）

　見覚えのある造形。見覚えのある後ろ姿に……セレンは彼の背中を重ねていた。




　降下ポットは『花の連台』に変形し……【全長一七メートルの淑女】が立っていた。

　パラソルスカートの前で手を組む。スカートには薔ば薇ら飾りが四つあった。しなやかな腕はドレスの袖そでのようなデザインだ。ドレスの袖やスカートの裾すそにフリルをあしらう。フリルカチューシャに、貴婦人が好みそうなツバ広の帽子。

　ドレスの色は鮮やかなまでの『真紅』。




　──葵あおいが涙して口元を覆う。──水す久く那なが目を丸めて額を押さえた。──茜あかねが涙を垂たらして「噓うそ」と呟つぶやく。──雷らい鳥ちようが鼻水を堪こらえて泣きそうになるのを我慢する。──田た中なかは我慢できず、涙が溢あふれた。──「マジですか、おい」と、大和やまとは口端を広げる。──紫し貴きは床にへたり込み……仮面の隙すき間まから落ちた滴が、彼女のスカートを濡ぬらした。




『モード・ファラリカから、モード・エルフィーナへ移行チエンジオーバー』

　お人形を思わせるロボットの顔──ミッドナイトブルーの瞳ひとみがぱっちり開く。

　頭部ユニットから伸びる、ロングヘアー状の衝撃排出路ブロンドテクトが髪のようにたなびいた。やがて流れたのは、少年の声。

『遅れて……すまなかったっ』

　一つのロボットアニメがある。

　そのアニメには『かませ犬』と揶や揄ゆされたサブキャラクターがいた。

　彼は主人公を持ち上げるためか、不遇の運命を辿たどり続ける。

　何度も無様に負け続けた。裏切り者の汚名を被かぶり、愛する人も守れず死なせてしまう。

『どうか俺を、許してくれ』

　しかし、そのサブキャラクターはアニメ二期の最後に報われる。

　不屈の精神で主人公を追いかけ、終ついには肩を並べるまでに至いたった。

　一度目は、英雄の仲間に名を連ねる。

　そして二度目は、四つの星を怪物たちから救った三人のうちの一人となった。

『またココに来たということですね、ムッシュ』

　そのサブキャラクターの活躍には、相棒とも呼べる愛機の存在があった。愛する人の忘れ形見。少年を頂いただきまで導いた女神の機体だ。

　愛機【エルフィーナ・ルインレーゼ】はゆっくりと背後を向く。

　そこには大破したデストブルムの姿があった。エルフィーナに向け、マシンアームの一本を伸ばしている。その隻眼は弱々しいがパール色に光っていた。

　エルフィーナは連台にしゃがみ、マシンアームを手に取る。

『あなたの忠義に敬意を……頑張りましたね、黒帽子』

　エルフィーナが言う。デストブルムは力尽きたようにアイカメラを滅灯させた。

　誰かの涙を止めるために軍人になった少年兵。

　弱くて泣く。理不尽に奪われて泣く。全すべての弱者のために闘い続けた男。

　そんな、架空世界からやってきた勇者を────子供たちだけが知っている。




『ジイイィイイイイイイイイイィイイイイイイイイイイイイイイイイィン！』




　紅の勇者【エイルン＝バザット】と、真紅の淑女【エルフィーナ・ルインレーゼ】。




　天を貫く怒号を以もつて……この世界に再来を示す。
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　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエムⅡ　　第二五話　〔母なる星へ〕


２０７０年７月５日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　海を一望できる丘に、大きな樫かしの木が生えている。

　樫の木の前には、闘いを終えた三人の戦士が一堂に会していた。

　黒衣の主人公【ジン＝ナガト】がヒビ割れたサングラスを外す。

「これももう、必要なさそうだ」

　ジンはサングラスを捨て、それを踏み潰つぶす。口元には穏やかな笑みがあった。

「ジンさんが……笑った、笑った！」

　セーラー服にピンク髪のヒロイン【サクラ】が、手を合わせて涙を浮かべる。「きゃー！」と、後ろからジンに抱きついた。そんなジンたちを、他の者たちが微笑ほほえましく眺める。

　白いローブにインテリジェンス眼鏡をかけた青年──

　アニメ一期のラストボス【アスタニア王】が言う。

「さて、我々も行くとしよう」

「そういえばアスタニア王。あなたはあの戦い以降、どちらに？」

　サブ主人公【エイルン＝バザット】が聞く。赤い軍服の胸元には栄誉勲章が輝いていた。

　エイルンが聞くと、アスタニアの背中から褐色肌の幼女が出てくる。

「餃子ぎよーざ屋さん」

　人工妖精【ビロウ】が言う。エイルンは屈かがんでビロウに聞き返す。

「餃子？　あの地球にあった、料理の？」

「そう。ジンとの最終局面の会談で使われた、定食屋さんの餃子をアスタニアは美お味いしいと思った。しかし餃子という料理は地球でしかまだ広まっていない。そこでアスタニアは星々を渡り、餃子を売っている」

　アスタニアはローブの中に手を入れる。

「継承の儀は執り行われ、王位は愚弟に移った。四星間の平和をどのように築き、維持していくかは、もう奴やつの仕事だ……気が向いたら来い。きさまなら歓待してやってもいい」

　チラシを渡され、エイルンは苦笑する。

「全宇宙の覇者から……料理人に転職ですか」

「あと、お前は来ても絶対に作ってやらん」

　アスタニアはジンに意地悪を言う。ジンは「残念だ」とまた笑った。ジンの背後では、ビロウがサクラにチラシを渡している。

　ビロウはアスタニアのローブを子供みたいに摑つかむ。二人がまず、歩き出した。

「アスタニア。帰りに地球で黒豚さんを大量買いしていくのを薦める。地球産黒豚ギョウザという新メニューを考えた。地球産と黒豚さんの組み合わせはキャッチーだと思う」

「ふん、小こ賢ざかしい……採用だ」

　そうして二人が振り返る。アスタニアの顔には、かつての険しさがなかった。

「せいぜい幸せに生きて、老い、人並に死んでいけ」

　ジンの横でサクラが手を振る。それを見てビロウは微かすかに笑った。

　次のアニメカットで、ボロボロになった白い巨神像【グリムガント】が、アスタニアとビロウを手の平に乗せて飛び去る。

「お前はこれからどうする」

「よかったら、私たちと一緒にこない？」

　ジンとサクラに言われ、エイルンは後ろを振り返る。数歩離れたところではチビフィーナが控えるように立っていた。チビフィーナは微笑ほほえんで小さく頷うなずく。

「俺の一番守りたい人はもういない。それに俺は、戦うことくらいでしか、誰かの力になれない……だから──」

　エイルンはチビフィーナと手を繫つなぐ。

「どこまで駆かけ抜けてやるさ。二人で」

『アブソリュータージン、ポンコツサクラ。お二人の門出に心からの祝辞を。どうかお幸せに』

　次のカットで、エルフィーナ・ルインレーゼが二人の元を飛び立っていく。

「……じゃあ私たちも行きましょうか」

「ああ」

　腕を組んでサクラがジンに寄りかかるとエンディングテーマが流れ始めた。スタッフロールが画面の左半分を流れていく。後日譚のシーンが流れ始めた。




　廃はい墟きよとなった街を悪徳軍隊が闊かつ歩ぽする。街を占領された市民たちは、軍隊パレードに平ひれ伏ふしていた。ボロを着た女の子が空を見上げる。空に輝く、紅あかい光。

「なんだ！　アレは！」

　戦車の上で胡坐あぐらをかいていた軍人が身を起こす。軍隊パレードの中にいた、シュプリームドールがマシンガンの銃口を上に向けた。

　天から一七メートルの淑女が降ってくる。

　カットが切り替わり、成長したエイルンがエルフィーナのコックピットで叫んだ。

「銀河連合義勇軍！　特別派遣教導隊所属！　コスモフィリア執行管理官！　エイルン＝バザット！」

『並びにコスモフィリア執行管理官補佐、エルフィーナ・ルインレーゼ』

　軍隊パレードの前に、真紅のシュプリームドールが地響きを立てて降り立った。

　パレードの後列に連なるのは、鎖で繫つながれた難民奴隷たちである。

「エイルン、バザットって……あのっ、紅の闘神!?」

「バーダイムを滅ぼした伝説の一人が、なんでこんな辺境に！」

　悪役たちが声を裏返らせる。エルフィーナが軍隊パレードに人差し指を向けた。

『銀河連邦法・人倫保全条約に則のつとり！　きさまらを人じん為い戦災として処断する！』

　Ｖ字の仮面が輝く。真紅の淑女が拳こぶしを振り上げた。

『歯を……食いしばれぇえ！』─────

　廃はい墟きよの街に煙が上がる。解放された奴隷たちが、涙して市民たちと喜びを分かち合っていた。その様子をエイルンが遠くから眺める。そして一人、立ち去ろうとした。

「お兄さん、いっちゃうの？」

　先ほどのカットで入った少女がエイルンを呼び止める。軍服の裾すそを翻ひるがえし、エイルンが振り向く。微笑ほほえむエイルンの顔がアップで映し出される。




「どこかで誰かが泣いているのなら……それが俺たちの戦場だ」






Ⅶ　架空世界より戦場へ







　　　　＊＊＊＊＊






　少年の視界が開ける。モニターには美しい緑の星、地球が広がっていた。

「急に景色が？　……宙域が変わった？」

　少年改め、エイルン＝バザットは愛機のコックピットで困惑の声を漏らす。

「さっきまで木星軌道にいたのに……もしかして次元震に巻き込まれたか！」

　身長は一八〇近い。一〇代後半から二〇代前半くらいの少年である。巨大戦闘機スペースシツプと同じ、真紅のパイロットスーツを着ていた。肩や胸部分のプロテクターが印象的だ。月の形のエンブレムが右手の甲に付いている。

「ぐっ！」

　エイルンは額を押さえる。濁流のように、記憶が頭の中に流れ込んできた。

　それは今まで忘れていた記憶の断片。

　エイルンは記憶の想起から解放される……驚きにその両りよう眼めを震わせた。

「俺はどうして……こんな大切なことを」

　思い出したのは、決して忘れてはならない思い出の数々だった。

　──異界の地で出来た仲間たち。──育はぐくんだ尊とうとい絆きずな。──為なさねばならぬ自分の使命。

　不意に通知音が鳴った。エイルンは下のサブモニターを見る。通知のアイコンをタップすると、フォルダアイコンが画面に表示された。

「記憶メモリに、四二三個のファイルを追加……じゃあ彼女も？」

　エイルンはだんだん状況が摑つかめてくる。

　真正面を向くと、地球が画面いっぱいに拡ひろがっていた。

「地球……おそらくは別世界の。じゃあ俺は、またここにやってきてしまったのか」

　エイルンはすぐ、サブのコントロールパネルを操作する。

「地球の時間軸にセット、今は……二〇七一年？　あれから一年しか経たっていない？　俺の世界では、既に三年が経過しているのに」

　体感時間の齟そ齬ごに当惑するも、エイルンが思い出したのは一人の少女。

　アザラシのヌイグルミを抱えて泣く、セレンのこと。

「セレンはどうなった？　それに……皆もあれからどうなったんだ？」

　エイルンは居ても立ってもいられなくなった。

「っ……レ・ファラリカ起動！」

　少年は画面のタッチパネルを叩たたき始める。

「因果律フィールドを展開！　自機航行の安全を最優先に！」

　コックピットモニターの右端にアニメアイコンが浮かぶ。デフォルメのベッドの絵には「ＺｚｚＺ……」と、眠りを示すスペルが動いていた。

　アニメアイコンの下には、二〇分〇〇秒というタイマーが表示されている。

「フィールド内の時間速度を一〇倍に設定！　機嫌を損ねないでくれよ！」

　カウントを刻んでいた数字が急速に回り始める。これは指定した空間内の時間を速め、エルフィーナの『起動時間を短くした』のだ。

　エイルンは操そう縦じゆう桿かん・横のキーパットを高速で弾はじき始める。

『レ・ファラリカを緊急降下形態に！』

　巨大戦闘機スペースシツプ──【レ・ファラリカ】からエイルンの声が上がった。

　戦闘機が変形を始める。前頭部が直下を向いた。下から渦を巻くように、装甲板が起き上がる。起き上がった装甲板は、花弁の一枚一枚を象かたどっていた。

　レ・ファラリカは【薔ば薇ら型の降下ポット】にその形状を変える。

『いっくぞぉおお!!』

　エイルンを乗せた降下ポットは地球へと落下していった──





　　　　＊＊＊＊＊






　ＭＩ02目標に降り立った、エイルン＝バザットとエルフィーナ・ルインレーゼ。

　コックピットではエイルンが怒り狂っていた。

「ジン！　見ているんだろう！　どうして俺をまたここへ呼び出した！」

　唾つばを飛ばし、ここにはいない戦友の名を呼ぶ。

「何か考えがあったから！　俺を向こうに追い返したんじゃないのか！」

　エイルンとエルフィーナは一年前（エイルンの体感時間では三年前）──

　この世界で【アヴァンアリス】と思われる、ジンのネイバーに殺されかけている。あの戦闘で起こった大爆発が起因となり、元の世界に戻ったとエイルンは推理していた。

　ジンの手によって追い返された……とも今では思っている。

「それなのになんだ！　これは！」

　モニターに映るのは傷ついて倒れる仲間たち。島中に跋ばつ扈こするマリスの群れだ。

「ここは、君の生まれ育った星だろ！　アリスがあって、どうして救わない！　どうしてまだバーダイムが！　マリスが生きているんだ！」

　更には、ドール・ワルツ・レクイエムの主人公、ジン＝ナガトの正体は、この世界に存在していた【氷ひ室むろ夏なつ樹き】だったのだ。

　理由は分からないが、氷室夏樹はエイルンの世界に流れついた。そこでアリス（＝アトメント）を駆かり、向こうの世界で英雄となった。エイルンはそう考えている。

『ムッシュ。バーダイムの反応を確認しました』

　コックピットモニターの縁が赤く点滅した。

　エイルンは悔くやしそうに口を閉じる。意識を切り替えた。

　周辺はマリスの死し骸がいで溢あふれ返っていた。エイルンは眉まゆを曇くもらせる。

「これは全部、セレンがやったのか？　……デストブルムや軍がいるということは、マリス戦の只ただ中なかに落ちてきたということか」

『同意いたします。個体種名・クイーンの反応も一四体、確認しました。また氷室義塾関係者と思われる『黒帽子』、『二本角』『ウサギ耳』『牙目』に酷こく似じした機体を発見。以前に闘った『甲羅野郎』『兜かぶと顔』『四枚羽』もそこにいます。それと──』

　エルフィーナが横を向く。ミッドナイトブルーの瞳ひとみが収縮した。

　エルフィーナは、十数キロ先にドラゴンの形をした生物を確認する。

『寝起き様に何かを殴った気がしたのですが……ムッシュは御存じですか？』







　茜あかねたちはエルフィーナとのコンタクトを試みようとしていた。

「チャンネルが一緒だったら──っ」

　茜は自分のコンソール画面に忙せわしなく触れる。電話帳のように羅ら列れつされる通信チャンネルを掘り返していた。田た中なかは「早く、早く」と横でそれを見守る。

「あった！」

　茜あかねはエルフィーナのチャンネルを見つける。すぐにアカツキとの回線を繫つないだ。

　少年の顔が映し出される。茜は一瞬、誰か分からなかった。

　エイルンは一年前に比べ、ずいぶんと大人びていた。対するエイルンは、突然のことに息を止める。やがて安あん堵どしたように表情を柔らかくした。

「氷ひ室むろさん……なんですか？」

『ああ。良かった無事で』

　エイルンの声を聞き、茜に涙が込み上げる。茜は、我慢できず泣きだしてしまう。

「氷室さん、生きて、たんだ」

　田中が急に「氷室隊長！」と立ちあがる。

「田中ですっ。覚えて……いらっしゃいますか？」

『田中か！　見違えて一瞬、誰か分からなかったよ』

　エイルンは嬉うれしそうに声をかける。反して田中は表情に陰を落とした。

「自分はあの日、氷室隊長を……我が身可愛かわいさに売って、しまいました」

　田中が言っているのは、エイルンが義塾の罪を一人で被った日のことだ。その時、田中は自衛隊側に付き、仲間たちと対立した。エイルンは首を小さく横に振る。

「君は、君の任務に従っただけだ。だからなにも気にするな」

　田中は唇を震わせる。小さく「はい」と応こたえた。エイルンは紫し貴きの方を見て『九重ここのえか？』と聞く。紫貴は床にへたり込み、ずっと泣きじゃくっていた。コクコクと頷うなずいて応える。

『すまない。心配をかけた』

「おがえり、なさい」

　紫貴は嗚咽おえつ混じりに返す。エイルンは『ただいま』と言葉を贈る。

　それから顔を引き締め、雷らい鳥ちようの方を向く。雷鳥は額に脂汗を浮かべていた。

「坊や。感動の対面は後にしてもらえるかい。毎度、情けない話だがピンチだ……それも過去最大級のね。力を貸してくれるかい？」

『もちろんです』

　エイルンは即答し、通信を切る。するとハイルマン提督が通信を送ってきた。

『ウォープロダクター、作戦の続行は可能か。また……今の彼はいったい？』

　雷鳥は冷や汗を流す。この絶望下に一いち縷るの希望を見み出いだしていた。雷鳥は引きつった笑みを、ハイルマンに送る。

「宇宙一頼りになる助すけっ人とさ」







　エルフィーナのコックピットでエイルンは戦闘の準備に入る。

「エルフィーナ。最終決戦ウエデイングドレスは？」

『使用不可。コスモフィリアの出力が上がりません。原因は不明』

「わかった。一対一デユエルでいく。武装変更ドレスチエンジを承認！」

　起動ワードで、コックピットモニターに『四つのトランクアイコン』が表示される。

「一対一デユエルドレスっ、セレクト！」

　エイルンは、右端のトランクアイコンに、親指の腹を当てた。

　外ではエルフィーナがしゃがんだ姿勢から一回転、剝むき出だしの大地に着地する。

『かしこまりました。武装変更ドレスチエンジを開始します。ファラリカっ!!』

　エルフィーナは右腕を高く上げ……その指を鳴らす。連台からトランクが射出された。

　同時にエルフィーナのパラソルスカートが割れる。カーテンを収納するように背部にスライドした。頭上では打ち上げられたトランクが開放──青いスポットライトがエルフィーナを照らす。エルフィーナのドレスがまとまり、トランクの中へ。

　代わりに他の武装ドレスパーツがトランクから射出された。

『多目的武装変更ドレスアタツチメントっ！　承認！』

　エルフィーナの両腕に、射出された武装ドレスパーツが合着される。拳こぶしから肘ひじまでを覆ったのは『拳けん闘とう装甲』だ。貴婦人帽子が回転、ブーメランのように飛ぶ。エルフィーナのロングヘアーが、ポニーテールに髪型を変えた。

『一対一デユエルドレス、完全作動アクテイベイト』

　頭上のトランクから『イナズマ型の仮面』が降ってくる。エルフィーナの顔に仮面が装着された。飛び出した貴婦人帽子が再び頭に戻る。

　スカートを脱ぎ去り、その美脚が露あらわに。真っ赤なヒールが大地を踏む。淑女が一転、エルフィーナは拳闘士にその姿を変える。

『エルフィーナ・一対一兵装デユエルオプシヨンに換装完了ドレスアツプ』

　エルフィーナがボクサーグローブを打ちつける。接触面に激突の火花が散った。

　一方で、コックピットのエイルンが目を閉じる。静かに意識を集中させた。こめかみをぶん殴られるような感覚がやってくる。

　波紋が広がるように、エイルンの髪と瞳ひとみが『紅』に染まった──

　エイルン＝バザットは新人類である。

　月の天才科学者・ドクターツルギに、改造人体を与えられた超人戦士。

『鋼鉄よりも堅い進しん化か鎧がい骨こつ格かく』『絶対に破裂しない蛮弾力内臓』『爆発増加する強化人工筋肉』『何百倍の伝達速度を誇る超敏化神経系』

　エイルンは、理不尽な悪と対たい峙じする時、迷うことなくこの力を行使する。

『髪と、目が』

　ハイルマンがエイルンの変身に啞あ然ぜんとなる。

　更にエイルンは新しい力を呼び起こす。心臓を摑つかむように胸元に手を当てた。

「コスモフィリア……点火コンバツシヨン！」

　ドクン！　と心臓が跳ねる。

　エイルンの目が見開かれた。溶岩のような熱が込み上げ、体内を灼しやく熱ねつが駆かけ巡る。

「うわあぁああああああああぁああ！」

　エイルンが絶叫を上げる。ハイルマンだけでなく、雷らい鳥ちようたちも息を吞のんだ。

　エイルンの心臓が内側から赤く光り出す。鼓動に併あわせて光は強弱を見せた。その紅あかい光は、暖かな暖炉の明かりを彷ほう彿ふつとさせる。エイルンは大きく息を吹き出した。

『ムーンシェル、臨界点リミツトレベル。ルイン・ウィールをダブルフィリアに再セットアップ』

　エイルンに連動するようにエルフィーナの胸元も赤く光り出す。

『燃焼限界に注意。癒着化が始まった時点で強制的にダブルフィリアを解除いたします』

　エルフィーナがキングの方へと身体からだを向けた……ちょうどその一秒後。




　轟ごう音おん────エルフィーナの眼前に、数キロ先にいたはずのキングが降ってくる。




　竜人は、自分を殴り飛ばした淑女を血走った眼めで見降ろす。

　対するエルフィーナの顔は涼しいものだ。中からエイルンの声が流れる。

『お前か……セレンをあんな目に合わせたのは』

　エルフィーナとキングが睨にらみ合う。やがてエイルンは宣誓をした。

『俺の全部で……今度こそ世界を救う。そうして君を、助け出す』

　芯しんのある声音でエイルンが言う。更にその声に、怒気が込められた。

『化物……俺は今、本気で怒っているぞ』

　エイルンは軍務規定にある、開戦の告知を高らかにあげる。

『第一〇一銀河連合義勇軍！　特別派遣教導隊所属！』

　エルフィーナがゆっくりと右の拳こぶしを引く。併せて右のヒールを後ろへ引いた。

『コスモフィリア執行管理官、エイルン＝バザット！』

『並びに、コスモフィリア執行管理官補佐、エルフィーナ・ルインレーゼ』

　キングとの体格差は三周りはある。キングからしてみれば、子供が前に立ったようなものだ。しかし、キングの本能はかつてない警鐘を鳴らしていた。

『この星を起原絶滅危き惧ぐ指定に認定！』

　エルフィーナがボクシンググローブを腰溜だめに構える。

『現時点を以もつて、銀河連邦法・救星保護項とは関係なく！　この戦闘に、介入するものとする！』

　キングの本能は細胞レベルで直感する────『拳こぶしを握る』……たったそれだけの挙動が、暴圧的なまでの威圧をキングに与えていた。

『この戦いは……俺の信念に基づくものだっ』

　現実こちらの世界の最強生物と、架空むこうの世界の頂上三位──互いが互いを殺戮領域キルゾーンへと納めた。




　アカツキのブリッジでは、茜あかねが再三に渡って撤退を進言していた。

「司令！　もう後退しましょう！　撤退を決断してください！」

　茜の懇願に雷らい鳥ちようは顔を曇くもらせる。

「氷ひ室むろさんに援護してもらえば、きっと特務たちも脱出させられます！　いくらエルフィーナでも！　キングと闘わせるなんて自殺行為です！」

「茜……」

「もう逃げましょう？　いいじゃないですか、みんなで逃げれば！　戦犯にされたっていいです！　私が考えますから！　マリスが暴れて、国連の機能もこれだけ麻ま痺ひしている！　世界全体が無法地帯みたいなものなんだから……きっと逃げ切れますよ！　ね？」

　茜は同意を求めるように、紫し貴きや田た中なかにも愛想笑いを配る。

「だって、やっと！　……やっと皆に会えたんですよ!?　また別れるなんて、私、嫌なんですよ」

　茜はパンツスーツの裾すそを摑つかむ。その足元に、また涙の滴が落ちた。

「エルフィーナがネイバーを超える性能なのは知ってる。でもキングは……キングの力はもう、そういう次元の話じゃない」

　キングは爆発的にその生態を進化させる。現代兵器など歯し牙がにもかけない。

　バルゴ・ティアーズ、デストブルム、ショワンウー、アモン、明みよう星じようとの戦闘経験を経て、その戦闘力はネイバー規格を圧倒するまでになってしまった。

　敵を、自分たちの手で強くしてしまったのだ。もしキングが、エルフィーナすらも超える強さを手に入れてしまったら……そして、たとえ殺されると分かっていても、彼がどういう行動に出るか……茜には簡単に想像がついてしまうのだ。

「私はもう……氷室さんが死ぬところなんて、二度と見たくないんですよぉ」

　濡ぬれる目元を茜が拭ぬぐった、その時だ。

　このブリッジに、誰も想像しなかった光景が広がる。

　──田中が口を半開きにした。──狼ろう牙がが鋭い両りよう眼めを丸くする。──雷鳥が拳を思わず握りしめた。──オペレーターの老人・老ろう婆ばが、食い入るように身を乗りだす。

　──紫貴が思わず息を止め……両手でガッツポーズをした。

『コマンダー茜』

　不意に響く、エルフィーナの声──茜は呼ばれるように後ろを振り向く。

　メインモニターに拡ひろがる光景を見て……茜あかねは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「……………………うそ？」

　メインモニターにキングが映る。その眼球は半分飛び出ていた。ワニ口は目一杯に開けられている。懐にいるのは、キングよりもずっと小さなエルフィーナ。




　キングは顔を痙けい攣れんさせる────わき腹に深々と刺さるのは『女神の剛ごう拳けん』。




『その発言は本機のスペックを過小評価するどころか、私の搭乗者ダンスパートナーさえ侮辱するもの』

　ズム！　と、女神の拳こぶしが、奥まで沈む。




　大吐血──黒い血が間欠泉みたいにキングの口から噴き上がった。




『訂正を所望します』

　淑女はそのまま拳を振り抜く。二五メートルの竜人は、クレーターの外へと殴り飛ばされた。

　バウンドしたキングの巨体──その真下でエルフィーナがまた拳を振り上げる。

『ハァ！』

　キングの身体からだが一発の砲弾に変わる。戦域マップに映るキングのマーカーが、セレンたちのいるエリアから猛スピードで離れていく。これは縮約した地図上で起こっていることだ。茜は画面に吸い寄せられ……瞬まばたきもせずに、こう言った。

「アニメみたい」







　見渡す限り白い凍土が広がる。雪山地帯までキングは殴り飛ばされていた。

　雪原を踏み締め、キングが着地する。飛ばされてきた直線上からは雪煙が濛もう々もうと上がっていた。両手のボクシンググローブを顎あごの前に構え……エルフィーナが猛然と走ってくる。

『ムッシュ。ご命令をどうぞ』

　対するキングが跳躍する。空中を滑空しながら右の爪つめを振り上げた。

『この悲しみを打ち砕く！』

　真っ赤なヒールが凍土を踏み割る。右のグローブがミサイルになった。




『エイルン＝バザットオレと！』──拳と爪がぶつかった。




　激突の衝撃が凍土をめくり上げる。拮きつ抗こうする爪と拳……淑女が『ふん！』と強引に爪を弾はじき返かえす。キングは浮かんだ状態で大きく仰のけ反ぞった。




『エルフィーナお前で！』──キングの胸に、返しのコークスクリューが突き刺さる。




　キングがまた天高く舞う。フルアクセルで殴り飛ばされた。

　吹き飛ばされる最中、ドラゴンの翼が広がる。一度の羽ばたきで突風が起こった。キングは真横に、猛スピードで退避する。四よつん這ばいで地面を削りながら前を向いた。

　地面を摑つかむ四肢から、雪煙が上がる……その合間に見えたのは『真紅の装甲板』。

『ルイン、シャワー』

　エイルンの声が低く響く。キングの眼球が、ギョロリと動いた。

　眩まばゆく光る、左の大拳グローブ────駆動音を鳴らし、小刻みに振動する。

　キングの懐では既に、エルフィーナが待っていた。

『セット』

　エルフィーナが左腕を絞る。左腕の震動が最高潮に達する。

　女神の左ひだり拳こぶしが上に向けて今……解き放たれる。




『ＧＯ！』────一拍・億打の大連撃。




　一〇〇万個の拳の残像が、キングにぶつかる。キングの全身──鼻先・爪つま先さき・尾の先に至いたるまで──余すところなく、拳けん打だが撃うち込まれていく。

　飛ひ燕えんを落とし、疾しつ風ぷうを抜き、迅雷を打ち破る、光のマシンガンだ。

　キングの身体からだが宙に浮いていく。堅甲にヒビが入り始めた。

　拳打の大衝撃が放射状に雪原をめくり上げる。

　エルフィーナの髪が金色に輝く。金色がオレンジに、オレンジが赤になった。

　左の二の腕から、機関車のように蒸気が吹き出す。

『乱打限界まで一〇秒を切りました』

『ルインハンマー！　セット！』

　エルフィーナは、空いた右みぎ拳こぶしを弓なりに引く。それだけで大砲を向けるような威圧感があった。エルフィーナの右前腕が縦に割れる。内部のシリンダーが青色に回転を始めた。

　左手で無限の豪雨を繰り出し……右手に必貫の豪打を展開する。

『展開完了』

『ふん！』──エルフィーナの右ストレートがキングの腹筋をぶち抜く。

　キングが音速を超えて吹き飛ばされる。後を追うようにして、ソニックブーム現象が地面の表層を抉えぐっていく。キングは一直線に飛ばされ、見えなくなった。

　エルフィーナの両りよう肘ひじから、排熱の蒸気が噴出される。

『堅いですね』

『ああ……だが──』

　突如、遥はるか遠方から桃色の光点が瞬またたく。

『『ッ!?!?』』

　真正面からの荷電粒子砲に、エルフィーナの全身が搔かき消きえる。ピンク色の光が周辺を一色に染め上げた。一拍を置いて、大爆発を起こす。




　数キロ先で、キングは光線を吐くのを止める。

　ドラゴンの眼球は注意深く前方を向いていた。全身の皮膚は破れ、血が垂たれている。腹に空いた風穴から、ブチュと血の塊かたまりが噴き出た。

　赤い景色に吞のみ込こまれたエルフィーナ。キングは炎の揺らぎを見つめていると……尻尾しつぽを踏まれたみたいに上体を上げる。

　炎を裂いて現れるエルフィーナの雄姿──エルフィーナは荷電粒子砲を完全に回避していた。エルフィーナが地面を蹴けって飛び上がる。

『グリムガントの装甲は！　もっと堅かった！』

　キングの横っ面にエルフィーナのヒールが刺さる。

　キングが仰のけ反ぞった。だが別に意思を持っているかのように、キングの尻尾が動きだす。

　尻尾はエルフィーナの脳天に振り下ろされる。

　エルフィーナは着地と同時にキングの足を払った。体勢を大きく崩し、尻尾の軌道が僅わずかにズレる。スレスレのところに鞭べん撃げきが落とされた。

　接地と同時に、一〇〇メートルの断層ができあがる。

『直撃は危険だぞ！』

　二連ジャブ──体勢を崩していたキングの腹に、瞬撃の二発が沈む。

　キングが目を剝むき、雪原を何回転も転げ回った。







　アカツキ・ブリッジ。

　メインモニターではキングとエルフィーナが闘っている。一匹と一機による、無差別・異種格闘技戦が繰り広げられていた。

　エイルンが戦闘を始めてから、雷らい鳥ちようは戦況の立て直しを命じる。

　しかし、友軍戦力はまさに風前の灯ともし火びだ。

　圧倒的な数の暴力に、戦場にいる兵士たちにも限界が見え始めている。三〇万いた軍勢が既に一〇万を割っているのだ。対して敵は今も無尽蔵に増え続けている。

　限界という名のカビが、戦場を腐食しつつあった。

『陽ひ葉よう！』

　エイルンから音声通信が届く。

『戦況はどうなっている！　簡単にでいいから教えてくれ！』

　茜あかねは正気かと思う。彼は今、あのキングと闘っているのだ。一撃でネイバーの装甲すらも抉えぐる怪物である。そう思いながらも、茜はすぐに応こたえた。

「わ、私たちは！　一四カ国総動員でマリスの群生地の一つ！　ＭＩ02目標へ、一いちか八ばちかの電撃作戦を敢行しました！」

　紫し貴きや田た中なかを始め、クルーたちは防衛線の再構築に着手していた。

「エイルンコードの！　規格外十番テンナンバーの皆さんの介入で、なんとか持ち直したんですが……投入したネイバーの悉ことごとくが、そのキングに破れてしまったんです！」

『だ、ろうな！』

　画面のエルフィーナがバック転をする。キングの頭突きが凍土に落ちた。二体の周囲に地割れと地響きが起こる。

「しかも！　この島そのものがマリスだったんです！　戦力差は二〇万強！　紫貴さんが先ほどから、指示を流してるんですが、思うように部隊が動いてくれなくて！　おそらく……現場の兵士に限界が来ているんだと思います」

『分かった！』

　エルフィーナの膝ひざがキングの鼻がしらを叩たたく。

『この通信を、戦いに参加する全兵士に中継させることはできるか！』

「え？　……あ、はい！　言葉も翻訳装置を介してなら伝わると思います！」

　エルフィーナのダブルパンチがキングの背中を穿うがつ。

『俺の方から問いかけてみる！』

　茜はエルフィーナのチャンネルを、全部隊の回線に繫つなぐ。







　ＭＩ02目標・平原。

　この戦場では、戦せん騎き装そうの二個小隊が、完全に孤立していた。

『なんで支援がこねぇんだよ！』

　七機の戦騎装が、大きな岩盤の上でマシンガンを乱射する。背後・数十キロ先には、迎撃ポイントの一つがある。彼らは防衛線維持のため、ここに送りこまれていた。

『撤退許可を！　もう七機しか残っていないんです！　引かせてくれ！』

　臨時で隊長職に就ついた青年が叫んだ。隊長は既に殺されていた。最初は一五機いた隊も、半数まで減らされている。周囲には埋め尽くすほどのポーンがこの場所に押し寄せていた。

『撤退は認めない！　こちらに戻ってくれば、敵ごと撃うち殺すぞ！　前線を維持しろ！』

　後方の迎撃ポイントから、現場指揮官の指示が返ってくる。

『中尉！　残弾三割を切りました！』『クソクソ！　もう切れる！　弾がねぇ！』

　弾はなく、支援も無い。全滅は時間の問題だった。その中で、一人の隊員が恐慌する。

『もう！　もう無理だ！』

　一機が低空飛行で飛び立とうとした。背後から別の一機が肩を押さえる。

『敵前逃亡だぞ！』『こんなのやってられるかぁ！』

　逃げようとした者は泣いていた。そのとき通信を通して、見知らぬ男の声が流れた。

『この戦地に赴く、全兵士に告ぐ！』

『……なんだ？』『どこからの通信だ？』

　部隊に動揺が広がる。エイルンは全軍の兵に向かって、こう言った。

『逃げたければ逃げろ！』

　この場にいる七人に衝撃が走る。副隊長の青年が怒りに声を震わせた。

『……どこの馬鹿だ！　皆聞くな！　今、撤退したら仲間に殺されるぞ！』

　副隊長機が、他の六機に呼び掛けた。その間も謎なぞの通信は続く。

『氷ひ室むろさん何を言ってるんですか！』

『蝕むしばまれた恐怖は、自分だけでなく仲間をも殺す！　恐怖に打ち勝てないものはここから去れ！　いても邪魔なだけだ！』

　それを聞いて、先ほどの逃げようとした一機が動き出す。

『やった！　許しが出た！　俺は行くぜ！』『待てジャック！』

『だが心しろ！』

　逃亡を制止するようなタイミングでエイルンの叱しつ声せいが続く。

『今、感じている恐怖は全すべて！　あなたの愛する者に向かうぞ！』

　逃げようとした一機が、ガクンと動きを止めた。

『周りを見てみろ！　目を凝らし！　その醜しゆう悪あくな光景を目に焼き付けるんだ！』

　逃げようとした戦せん騎き装そうは、岩盤の上からポーンの群れを一望する。隙すき間まなく人型が押し寄せていた。一〇〇も二〇〇もある口は、獲物を求めて涎よだれを零こぼし続ける。

『逃げればそいつらの牙きばが、愛する者を食い殺しにいくんだ！』

　七人の兵士に更なる衝撃が走った。逃げようとした一機から男の声が漏れる。

『エマニエル……ジュニア』

『この大規模作戦に負ければ、各国の防衛能力は著しく失われることだろう！　あなたの親も妻も子も！　この化け物どもは容赦なく喰くい荒して回るぞ！　大切な戦友たちを食い殺したように！』

　他の者たちも息を吞のむ。先ほどまでの内うち輪わ揉もめが噓うそのように止まっていた。

『それでいいのか！　あなた方は兵士なんだろう！』




　薔薇の蓮台レ・フアラリカの直上に、キロメートル単位の『超巨大モニター』が投影されている。超巨大モニターには、キングと闘うエルフィーナの姿が中継されていた。

　エイルン＝バザットの声はＭＩ02目標にいる、全兵士に伝わっていく。




　機兵部のいるエリアまで退避を完了させた五番隊──

　グラン三号を筆頭に、風神カスタムの二機が修理と補給を受けていた。

『その耳で聞いたはずだ！　仲間たちの断末魔を！　それを、戦えない者たちに！　愛する者たちに上げさせていいのか!?　守りたい人がいて！　貫きたい正義があったから、あなたがたは兵士になったんじゃないのか!?』

「あれって……」

　グラン三号の足元で月げつ下かが呟つぶやく。山やま武たけと大だい地ちが駆かけ寄ってきた。

「姐あねさん！　アレ！　アレ見てください！」

　山武が声を裏返らせ、空を指差す。上空にはエルフィーナの姿が映っていた。大地もまた、見るからに動揺していた。

「もしかして……隊長さん？」

　月下は死んだ父母と会ったような錯覚に襲われる。すると、マリーナに肩を借り、頭に包帯を巻いたオルソンがやってくる。

「誰か……僕に疾しつ風ぷうを貸してよ」

　オルソンは覚悟の表情で、大地を見る。大地は言葉を吞のみ込こみ……重々しく頷うなずいた。




『今一度、問う！　あなたたちは本当にそれでいいのか！』




　グラン二号の改造を終えつつある、日向ひなた・飛鳥あすか・柔じゆう呉ご──

　バルゴ・ティアーズの姿はない。乱食型を撃破するや、クリストファーは別のクイーンの殲せん滅めつに向かっていった。高台にいる三人も、エイルンの戦いを観戦している。

『一歩下がれば仲間が死ぬぞ！　二歩下がれば故郷が壊され！　三歩下がれば、愛する誰かが殺される！　これはそういう闘いだ！』

「うそ……うそぉ」

　グラン二号のシートで日向は喜びに泣きだす。映像通信で飛鳥と柔呉の顔がモニター横に映っていった。飛鳥が吼ほえるような歓声を上げる。

『うひょおおおおお！　ヒムロン！　生きてたぁああああ！』

　柔呉が鼻水を垂たらして号泣する。

『いぎでだなら、電話の一本ぐらい、ぐれだって！』




『魂を死なせるな！　一歩を踏み出せ！　吼ほえろ！　駆かけ出せぇ！』




『俺たちの軍では、一人が二〇人を殺すまで死ぬことは許されなかったぞ！　地球の軍隊はその程度か！　武器が無いくらいで折れてしまうのか！　あなたたちの心は！』

　死し骸がいに埋もれていたショワンウーが、うつ伏せの格好で起き上がる。そのアイカメラが再び黄色に光った。

『双そう条じよう……起きれるか』

　傍そばに立ったのは明みよう星じようだ。刀を杖つえに、この場所まで戻ってきていた。

　そんな二人の下へ、別の人物から通信が入る。

『ネイバー各機に告げる。全員聞け。すぐにネイバーを休眠状態にするんだ』

　通信主はアギトだった。水す久く那なと大和やまとはアギトの声にも耳を傾ける。

『キングアレは、人にはどうすることもできない。だから、神バグにはアニメバグで対抗する……キングの相手はあいつに任せろ』

　アギトのアモンは既に片かた膝ひざをつき、待機状態に入っていた。

『ここを凌しのげば欧州を救える。いや、勝てるぞ……マリスに』

　大和と水久那が息を吞のんだ。アギトは付け加える。

『じきに援軍もくる……一〇〇万の騎兵隊も霞かすむ、史上最強の軍団がな』




『弾がなければ石を拾え！　石がなければ拳こぶしを握れ！　腕がもがれたら足を！　足をもがれたら喉のど笛ぶえに嚙かみついてやれ！　どうせ死ぬなら今日を笑って死んでいけ！』




　アカツキ・ブリッジ。

　六面の光学画面を見て、紫し貴きが「すごい」と漏らす。マップの青マーカーを通し、戦場の変化を肌で感じ取っていた。老兵たちも口々に言う。

「よーし。指示が通るようになってきたー」

「若いヤツは単純だ。死にそうな時ほど、ああいうのは響く」

　徐々に……そして確実に、友軍部隊の士気が回復している。

　メインモニターでは依然、エルフィーナとキングの激闘が続いている。

『その代わりに約束する！』

　キングの腹に蹴けりが沈む。キングは腹を押さえてたたらを踏んだ。

『コイツは絶対に俺が倒す！』

　エルフィーナのフックがキングの鼻に落とされる。

　茜あかねは頰ほおを叩たたいて気合を入れた。田た中なかは五番隊に新たな任務に伝える。

「駒こまを立てなおす。西半分はアナタがなさい」

『了解だ。元気が戻ってうれしいぞ、母よ』

　紫し貴きはアポロニアスγと協力して友軍戦力の立て直しを図る。







　雪原では、エルフィーナとキングが闘う。

『そして、これは俺個人の願いだ！』

　キングの尻尾しつぽが、下から上に振り上げられる。エルフィーナがくるりとターンした。剛風を巻き上げ、鞭べん撃げきが空を切る。尻尾を回避すると同時に、キングの懐へと接近した。

『生きろ！』

　エルフィーナのエルボーが腹に沈む。

　キングは目を剝むき、吐血する。背中から地面に激突し、一回転してから地面に伏せた。

　右みぎ拳こぶしを引き、左のヒールを前に出す……エルフィーナが静かに構えを取る。




『どうか生きて……愛する者たちに会ってやってくれ』




　立ちあがったキングは目に見えて疲労していた。

　全身の皮膚は乾いたようにひび割れている。腹の穴からは血が小川のように流れていた。舌を下した顎あごから垂たらし、両りよう眼めを血走らせている。

　戦闘経験の蓄積を経ても戦況が変わらない────キングは既に限界を迎えていた。

　エルフィーナは、キングの持つ進化の限界値を純粋な戦闘力でねじ伏せたのだ。

　キングは大きく後方へと飛とび退のく。エルフィーナは警戒して、上体を下げた。キングはそれからも十分に距離を取る。腹を押さえたまま、狼おおかみのような遠とお吼ぼえを上げた。

　エルフィーナのコックピットで、エイルンが顎の汗を拭ぬぐう。

「……なんだ？」

　胸の赤い光は先ほどよりも強くなっていた。エルフィーナが言う。

『ムッシュ。周辺のバーダイムが集まってきています。数二〇、八七、一三〇。うちクイーン種と思われる個体が三体』

　エイルンは口を引き結ぶ。あの遠ぼえは手下たちを呼ぶものだった。

『当該ドレスでは不利な状況と判断します。一時離脱を進言』

　エイルンは冷や汗をかく。無意識に燃える心臓を握った。

　今のエルフィーナでは、エイルンの体内にある【コスモフィリア】の燃焼時間に制限があった。癒着──エルフィーナとの一体化──が始まると、強制的にコスモフィリアを止めることになってしまうのだ。

　コスモフィリアの力無しで、キングに勝てるとは思えない。エイルンは決断する。

「すまないエルフィーナ……時間がない。俺のワガママに付き合ってくれ」

『予測回答。強引なお方です』

　エイルンが覚悟を決めて操そう縦じゆう桿かんを握る。胸の赤い光が更に強くなった。

　エルフィーナの全方位からは走破音と煙が上がっていた。キングの下へマリスたちが集まってくる。エルフィーナが四し股こを踏む。胸部の赤い光はエイルン同様、強くなった。

『来い！　何匹とだってやってやる！』

　エルフィーナが両りよう拳こぶしを腰に構えた時だ。

『その必要はありません！』

　紫し貴きの鋭い声がする。次の瞬間、キングの周辺で砲弾の雨が降った。







　アカツキのブリッジでは、紫貴が再び指揮棒タクトを取っていた。

「アポロニアス！　ここで全部を出し切る！　何人死んでもいい！　どれだけの損耗もいとうな！　絶対、彼に敵を近付けないで！」

『了解。現存兵力でオペレーション・デスサイズを再試行する』

　それから紫貴は鬼灯ほおずきと通信を繫つなぐ。

「葵あおい！　起きなさい！」

『起きて、るっつの』

　サブモニターに鬼灯・炎一號ごうが映し出される。

　鬼灯もまた、先の撤退戦で大きく損耗していた。左ひだり肘ひじから先はない。胸部装甲には鋭い爪つめ跡あとが刻まれている。角の一本は折れ曲がっていた。

　鬼灯は右の鞘さやから太刀を抜く。それを地面に突き立てた。

『言ったでしょ？　あの人は生きてるって。やっぱカッコイイなぁ』

　左の刀筒から、今度は小太刀を抜く。突き立てた太刀と小太刀の柄をくっつける。二つの柄が接合した。二刀は『双頭刃』に形態を変える。

「言われなくても知っているわ。で？　やるの？　やらないの？」

『みりゃ分かんだろ』

　モニターの鬼灯が隻腕で、熱伝導刀剣ヒートブレイド【灯づき】を構える。双頭の刃に熱が通った。オレンジ色に刀身が光り出す。葵は喜びと怒りを混ぜて返事をした。

『やるに決まってんじゃん！』

「そ」

　モニターの葵が獰どう猛もうに笑い、紫貴が表情を凍いてつかせる。

「茜あかね！　鬼灯ほおずきをポイントＢ－12に！　損害は無視して構わないそうよ！　今のこの子なら、殺しても死なないわ！」

　紫し貴きの指示に、茜は弾むような返事をする。

「『さぁ！　鬼ごっこの再開よだ！』」

　二人の鬼が再びタッグを結ぶ。

　しかし、雷らい鳥ちようの顔色は優れない。彼我の戦力差があり過ぎた。今、子供たちは熱に浮かされて周りが見えていないだけだ。物量差には天地ほどの開きがあった。

（紫貴がやるには、弾も、駒こまも足りなすぎる）

　雷鳥の鼻筋を汗が伝った。そのとき前触れもなく……秘ひ匿とく回線で雷鳥に通信が入る。

「……っ！　アンタは」

　雷鳥は心臓が止まるかと思う。映像通信を送ってきたのは思いもしない人物だった。







　低空飛行でアモンとショワンウーが飛ぶ。アモンが先頭、ショワンウーが左だ。ショワンウーと肩を並べるように、明みよう星じようが走って付いてくる。

　アモンの翼は四本とも元通りになっていた。明星の外装も新品同様に戻っている。二機よりもずっと修復が為なされていた。ショワンウーは途中、甲羅装甲を拾って肩に戻す。

　ネイバーの自己修復機能である。

　ショワンウーのコックピットモニターに茜の指示が流れる。

『ネイバー各機に通達します！　７番機・15番機・16番機は、子団との戦闘を避け、スカーレット・レディに向かう、三匹のクイーンを止めて下さい！　厳しいとは思いますが……どうかお願いします』

　水す久く那なは通信を通して茜の成長を感じていた。茜は昔、こういう相手を思いやる言動ができない子だった。でも今は違う。

『それと、16番機の人……出来れば映像通信を繫つないでもらってもいいですか？　リアルタイムにモニタリングしたいので』

　茜のお願いに、水久那は慌てる。水久那と宿儺すくなの場合、事情が複雑だ。アカツキとの通信は紫貴のみとやり取りを行っていた。水久那は足元の仮面を拾おうとするが……小さく笑って拾うのを止やめる。素顔のまま映像通信を繫いだ。

　茜の顔が映る。茜は一瞬、表情を和らげ……すぐ愕がく然ぜんとなった。

『す！　すすす！　水久那先輩!?』

「大きくなったね、茜ちゃん……それに強くなった」

『なんで!?　緑みどり先輩のときに死んでっ！　それに、どうしてその機体に？』

（ほーら。混乱してるじゃねーか）

「あとでゆっくり話そう。全部……全部を話すよ。だから道案内、お願いね」

　水す久く那なは柔和に微笑ほほえむ。茜あかねは声を裏返らせて『はい！』と応こたえた。

（ったく。気がつけばいつも、誰かの踏み台、尻しり拭ぬぐいか）

　宿儺すくながぼやく。サブモニターに映るエルフィーナを、水久那は横目で見た。

『それでも……できることがあるならっ』

　ショワンウーから水久那の声が流れる。ショワンウーが背中のバーニアを噴かした。

　前方にまた、紫色の大地が広がっていく。見えてくるのは子団の大群だ。子団の壁の向こう側に、クイーンもまた迫ってきていた。

『アイツと一緒にいると、三枚目を演じさせられるのなんなの？　ホント勘弁して下さいよ、俺の出番なんだったの？』

　明みよう星じようがショワンウーと肩を並べた。二機の前方を飛ぶアモンから、アギトの指示が飛ぶ。

『一匹に三機で当たる。確実に潰つぶして回るぞ』

　進軍中、前方に特大の武装コンテナが投げ込まれた。墓標のように立った武装コンテナから二丁のグリップが飛び出す。アモンは減速せずにコンテナを通り過ぎる。

　交差の瞬間、鋭い重音が鳴った。

　アモンはコンテナから新品の八や咫た烏がらすを引き抜く。

『注文があれば今のうちに言って下さい！　混戦になったら配送できなくなります！』

　三機をオペレートする茜が言った。

『自前がっ、あるんですよ！』

　明星が二機の前を行く。地面をめくってブレーキをかけた。腰を捻ひねって、大太刀を振り被かぶる。明星の二の腕が盛り上がった。

『うぉらぁああ！』

　曙あけぼの丸まるがぶん投げられる。前方に拡ひろがる大群へ、四〇〇トンのブーメランが投げ込まれた。噴煙と共に、大量の敵が粉砕される。

　明星の肩を台座に、アモンがしゃがむ。アモンの頭上にある空間が割れた。

『先に行く！　一番手前のクイーンからだ！』

　空間にできたトンネルにアモンが飛びこむ。大悪魔は忽こつ然ぜんと姿を消した。

『アイツもいちいち格好つけて！　何!?　今それ、流は行やってるの？』

　明星の右手に曙丸が戻ってくる。その前に、盾を構えたショワンウーが飛び出した。

　水久那が叫ぶ。

『大和やまとも変わったよね！　なんかこう……キモくなった！』

　ショワンウーがブースターを最大加速──先行団の数百に体当たりをぶちかます。

　子団が木こつ端ぱ微み塵じんの肉片になった。機動城じよう砦さいとなった水神が子団の壁に穴を空けていく。明星は大おお股またで、ショワンウーの作った道を走る。

『お前も、サラッと毒吐くとこ直ってないよな!?』

　大和やまとは律儀に突っ込む。白銀の英雄機は背負い大だ刀ちを振り上げた。

『まぁでも……昔みたいで良いよな、神かん無な木ぎ！』

　瞬現の翼、不動の盾、英雄の刀が、三匹のクイーンに襲いかかった。







　雪原エリア。

　エルフィーナがキングの尻尾しつぽを両手で摑つかむ。髪をたなびかせながら背後を向く。

『ふん！』

　エイルンの掛け声と共に、キングが投げ飛ばされる。キングが雪山の峰に叩たたきつけられた。エルフィーナの仮面に青い線が走る。

『兜かぶと顔・甲羅野郎・四枚羽がクイーンと戦闘を開始しました。一一時方向の敵増援を堰せき止とめています。またその奥でも、二本角がステージに立ちました』

『一いちノの瀬せたちか！　心強い！』

　エイルンが嬉うれしそうな声を上げる。だが今度は、右側から新たな反応だ。

『右翼からも増援を確認。推定二七〇』

　エルフィーナが警告する。コックピットモニターのサブウィンドウに別の敵団が拡大表示された。

　エイルンは緩みかけた気持ちを引き締める。対処法を考えながら拡大映像を見ると──

「……なんだ？」

　こちらに向かってくる大群の進路が逸それていく。大きく二つに分かれて分断されていた。

　更に先頭団の映像が拡大される。敵の大群の前に三つの機影を確認した。

「これは……」

『ヒャッハーっ！』

　山やま武たけ機がゲレンデのように雪山を下っていく。山武の後ろには大だい地ち機とグレーの疾しつ風ぷうの姿もあった。山武・オルソン・大地から映像通信が送られる。

『スター小隊、参上よ！』

『俺らを忘れてもらっちゃ困りますよ総隊長！』

「オルソン、江え藤とう！　……それに亜あ賀が沼ぬまも！　来てくれたのか！」

　エイルンは顔を綻ほころばせる。スター小隊の三人は目を潤ませた。

『総隊長よ！　本当に総隊長よ！』

『くぅうう！　目から汗が出やがんじゃん、もー！』

　泣きだした二人を、大地が『気を緩めんな！』と叱しつ責せきした。

『総隊長、ここはうちらが』

　かく言う大だい地ちも、目元に涙を溜ためていた。

『すまない！　頼む！』

　三人が映像通信を閉じる。すると今度は月げつ下かの顔が映った。




　子団の片翼を分断させたのは、腕を付け替えたグラン三号だった。

　コックピットでは月下が快笑していた。通信を介してエイルンに言う。

「隊長さん！　あは！　そうかアンタ、生きてたか！」

『やはり君か、伍いつ橋はし！　ああ！　悪運の強い性分でな！』

　画面の中でエルフィーナが、キングの喉のどに手刀をお見舞いする。

『また戻ってきた！』

「そうかい！　じゃあそのトカゲ、とっととしばいちまってくれよ！」

　月下が操そう縦じゆう桿かんを押す。グラン三号が雪山を飛び上がった。その背後を子団が追いかけてくる。雪に足を滑らせ、数十匹が雪山を転げ落ちた。

『ケツ持ちは五番隊に任せな！』

　月下とスター小隊はエイルンから敵の増援を引ひき剝はがしていった。




　エルフィーナが地面を蹴ける。

　股間・鳩尾みぞおち・喉・顎あごに拳足が打ち込まれた。頭上を飛び超える際、キングの脳天に肘ひじが落とされる。正中線五連撃という、空手の離れ業だった。

　キングの後頭部が地面に沈む。エルフィーナがバック転を二回……キングと距離を取った。エルフィーナがバックステップの際、上を向く。

　コックピットでエイルンが新たな敵影を確認する。

「っ！　飛行!?　資料にあった空を飛ぶヤツか！」

　雪山を飛び超えてくる黒い鳥影と魚影──雄ナイトと雌ナイトを中心とする、飛行型の子団だ。エイルンは飛行子団を初めて見る。敵団はこちらへと向かってきていた。

「次から次へと！」

『任せて下さい！』

　焦ったエイルンに、突如通信が入った。すぐモニター画面にオレンジ色の光が混じる。

　今度は別の少女の叫び声が轟とどろいた。




『ファイヤアアアアアアアアアアアア！』──空の敵をオレンジの大熱線が吞のみ込こむ。




　空を横断した大熱線はゆっくりと角度を変える。空のマリスを次々と焼き払っていった。

「……すごい」

　上空をオレンジ色の光が走り去っていく。モニターに映る撃破カウンターが、カジノのスロットみたいに回る。カウンターは『２０３０』で止まった。

「二〇〇〇体を一撃！」

『超高温による光学兵器です。推定温度は四〇〇〇度。最大放射のブラスト銃剣ルイン・ブレスの、三・二倍の威力。四・一倍の効果範囲に相当します』

　二人はその戦果に目を見張る。砲撃地点の映像が新たに追加された。

　映ったのは、グラン一号と合体したグラン二号の姿だった。

　球体状の動力と冷却ユニットを背負う。機体前面には、多重耐火装甲を付けていた。耐火装甲は頭部まで拡張している。頭全部を隠すデザインだ。モニターに二人の女子が映る。

『助けにきたぜ！　ヒムロン！』

『本当に……氷ひ室むろさんだ』

　飛鳥あすかと日向ひなたである。日向が涙を浮かべ、飛鳥は今にも小躍りしそうな様子だ。

『ヤフー！　どうだいどうだい！　僕のカレイドコロナ！』

　右腕をすっぽり包む、可変式熱砲塔【カレイドコロナ】から煙が上がる。

『一発で二〇〇〇キルだって！　もうこれ、エルフィーナちゃん越えじゃね？　僕、やっちゃったんじゃね!?　ヒャホーイ！』

『くっ、本機のコンセプトは白兵戦にございます。スペックの判断は総体評価で行われるべきかと、ドクター飛鳥』

　そう言うも、エルフィーナの声音は悔くやしそうだ。エイルンは内心で胸を撫なで下おろす。

「伏ふし見み・八や雲くも、助かった！　今のエルフィーナは空中戦ができなくてな！　正直どうしようかと──っ」

『オ・レ・もっ！　いるわぁあああああああああああぁ！』

　通信に割り込み、柔じゆう呉ごが太い怒声を上げた。エイルンだけでなく、飛鳥や日向もぎょっとする。エイルンは「柔呉!?」と驚きの声を漏らした。







　巌がん流りゆうのコックピットでは柔呉が鼻水を垂たらして泣いていた。

「生きてたんなら！　電話の一本くらい！　よこしなさい！　どんだけ、俺が心配したと」

『……すまん』

　映像のエイルンが謝る。柔呉は鼻水をごしごしと拭ぬぐう。無理してニカっと笑った。

「早く終わらせて帰ってこい。終わったらラーメン喰くいにいこうぜ」

　柔呉は調子を戻す。「お前の奢おごりでな」と付け加えた。エイルンは元気よく『ああ！』と通信を切る。柔呉は再び、操そう縦じゆう桿かんを握った。

『さぁ、もうひと踏ん張り行こうか。二人とも』

　巌がん流りゆう・整備カスタムから柔じゆう呉ごの声が流れる。両手持ちで特大ハンマーを構えた。

　傍そばではグラン二号がカレイドコロナの形態を変える。長距離カノン砲は、巨大ガトリング砲に銃口を変形させる。グラン二号が背負うグラン一号から飛鳥あすかの声が上がった。

『ふひひひ！　テンスなめんなよ……葉っぱぁ』

　二機のいる高台を、有ゆう翼よくの子団が取り囲んでいた。

『こいつら全員、皆殺しです』

　単眼の狙そ撃げき手しゆは新しい銃ちからを手に、その狂気を振ふり撒まく。







『けどヒムロン、安心しないでよ!?　うちらは崖がけの上に立たされて、今も棒でチョンチョン突つつかれているんだから！』

　コックピットモニターに映った飛鳥が言う。別の映像を映し出した。

「……これはっ」

　エイルンが絶句する。飛鳥が映したのは島全域のマップだった。その三割以上が赤色に染め上げられている。エイルンはここにきて、正しく敵との戦力差を知った。

　エイルンたちのいる場所は遥はるかにマシだ。防衛線の構築された戦闘エリアは地獄と化している。赤マーカーの海に、友軍が今にも流されそうになっていた。

『伏ふし見みさん！　アナタ、余計なことを！』『はにゃ！』

　紫し貴きが慌てて通信に割り入ってくる。紫貴たちはエイルンに心配の種を作らぬよう、情報を封鎖していた。紫貴は凛りんとした声で言う。

『エイルン！　あなたはキングだけに集中して！　他のことは考えなくていいわ！』

「しかし！　そうは言っても！」

　エイルンの胸に焦燥が芽生える。すると、また別箇所から通信が入った。




『精神論ばかりに寄るから、そういうことになるんだ』




　ＭＩ02目標──高度二五〇メートル地点。

　黒い球体が現れては消えていく。クイーンの無差別物質消去ＩＭＥが悉ことごとく外れている。

　上空には甲板が浮いていた。

　それは直径数キロにも及ぶ、『空母艦』だった。船首部分には埋め込まれるように、18番機【メルキセデク】がユニットと一体化を果たしている。

　この機体は制空権掌握型のネイバーだ。地球上で唯一、クイーンの無差別物質消去ＩＭＥから逃れることができる。ロイヤルガードから奪だつ取しゆされた機体だった。

　メルキセデク専用オプション【ノア】──ネイバー運搬用の外付けユニットとなる。

　甲板中央にはジンのアトメントが、腕を組んで立っていた。

『ジンか！』

　エイルンの怒声が届く。アトメントからジンの声が流れた。

『やはりオマエが呼び出されたか……まぁ今のその機体なら文句はないか』

『何を言っている！　今更現れて、いったいなんのつもりだ！』

『そう喚わめくなよ。一応、戦友って設定なんだろ？　仲間の仲間を守るために、仲間面で、戦争をしにきたんだよ』

　アトメントの凶きよう貌ぼうに影が差す。その背後には、巨大な五機の機影があった。

『サクラノツルギは今作戦において、エイルンコードに全面協力を確約する』

　ジンの宣言が合図となる。メルキセデクが面制圧を開始した。地面に広がるマリスの海に加重砲撃の雨を降らせる。




　アカツキのブリッジで田た中なかが報告する。

「メルキセデクです！　他にも未確認のネイバーと思おぼしき機体が五機！」

　メインモニターでは、サクラノツルギのネイバーが次々とマリスを駆く逐ちくしていく。更にＭＩ02目標の周海上にも、船影が接近していた。

「他にも連合艦隊規模の船団を確認！　飛行甲板から続々と戦せん騎き装そうが上陸を始めている模様！　船団は自らを、サクラノツルギと名乗っています！」

　田中の報告を聞き、茜あかねは指を追って思考を巡らす。

「ネイバー七機に、およそ八万規模の強襲船団っ……行ける！　行けますよ紫し貴きさん！」

　茜が表情を明るくして振り返る。紫貴は面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「アポロニアス。こいつらも駒こまにして使う……船団に、私たちの指揮下に入るよう電文を送りなさい。できるだけ高圧的なやつよ」

『心配するな母よ。既に向こうから要請がきている』

　紫貴は「チッ」と舌打ちした。







　エルフィーナが前傾姿勢で飛び込む。あまりのスピードに、背後では衝撃波が生まれた。

　突如、キングの皮膚が泡立つ。内側から盛り上がった肉の泡は突起物に変わった。

　キングの身体からだから千本の角が、槍やりとなって飛び出す。

　角の千本槍だ。一七メートルの淑女は、右目から踝くるぶしまで無残にも串刺しにされる。

　串刺しにされた淑女が陽炎かげろうのように揺れる。エルフィーナの身体が消え去った──それは残像に映像を被かぶせた『蜃しん気き楼ろう』である。キングの背後に本物のエルフィーナが現れた。

『遅い！』

　エルフィーナが角の生えていない背面に回り込む。その上半身を捻ひねった。

　ポニーテールが跳ね、剛腕が唸うなる。キングのわき腹に深々とボディブローが沈んだ。

　キングは眼球を剝むき出だしにした。しかし今度はエイルンたちが驚く番となる。

『なにっ！』

　キングの後頭部や背中から、ドラゴンの顔と腕が生えてくる。身体からだの前後を入れ変えたような光景だった。エルフィーナの両腕が、とうとうキングに摑つかみ取とられる。

　即座にエルフィーナは、けたたましいアラートを鳴らした。

『貞操の危機を感知。自律迎撃に移ります』

　ヒールの踵かかとから丸ノコギリが飛び出す。ノコギリが高速回転、青く光り出した。同時に、エルフィーナは地面を蹴ける。

『本機の踊り相手ダンスパートナーは変更できない仕様となっております』

　サマーソルトキック──ヒールの爪つま先さきで顎あごをかち上げ、高出力ブラストソールイン・カツターがドラゴンの顔を引き裂く。キングは顔を両手で覆った。

　エルフィーナは残像を残して背後に回る。腰に手を回し、がっしりと両手を結んだ。

　竜人の身体がぐるんと背後に引かれる。

『ごめんあそばせ』

　キングが後頭部から凍土に叩たたきつけられた。

　ジャーマンスープレックスである。キングの眼球から一瞬、瞳ひとみの色が失うせた。

『はしたないぞ、エルフィーナ！』

『問題ありません。本機の情熱的なところも、あなた様は好いておられます』

　勇者と淑女の舞踏会──その舞踏は武踏であり、武闘。優雅に、苛か烈れつに、清廉に。

　紅の勇者と真紅の淑女は止まらない。相手も、場所も、時も選ばず。

　勇者はただ、掲げた信念に殉じるのみ。淑女はただ、勇者に添い遂げるのみ。

　弱きを守る……涙を止める……その為ために自分たちはここにきた。

　キングのひび割れていた皮膚組織は、ポロポロと剝はがれ始めていた。赤い肉──皮下組織──が覗のぞいている。億を超える、女神の拳こぶしが絶対生物をここまで追い込んでいた。

　エイルンが静かに言う。

『分かるか化物。たとえどうしようもない絶望に襲われても、人は──っ』

　エルフィーナは地面すれすれまで拳を下げ……一気に掬すくいあげる。エルフィーナのアッパーカットがキングの下顎から直上へ突きぬける。

『それに抗あらがう力を持っている！』

　牙きばが折れて舞う。エルフィーナが垂直にジャンプする。仮面から青い軌跡が生まれた。

『可能性を模索する、心の力──っ！』

　エルフィーナが錐きりもみ回転……勢いと体重を乗せ、その身をドライバーに変えた。

『人はそれを勇気と呼ぶ！』

　女神のドロップキックがキングの腹にめり込む。

　インパクトの刹せつ那な、キングの腹の堅甲がバラバラに砕ける。キングの身体からだが吹き飛んでいく。エイルンとエルフィーナは武踏に幕を下ろすことにした。

『ルインレーゼ・サザンクロスを展開します』

　エルフィーナは右みぎ拳こぶしを縦に構える。左ひだり拳こぶしを横に重ねた。エルフィーナの両腕が十字クロスを描く。ボクシンググローブ──手の甲──が縦に割れ、中からシリンダーが現れた。

　この拳は、数え切れないほどの魔を屈服させてきた勇者の剣だ。

『今できる最大限をぶつける！』

『ルイン・ウィール……二重最大回転ダブル・ローテーシヨン、ムーンシェル、臨界点リミツトレベル』

　エルフィーナの胸元──コスモフィリアを搭載する主機関【ルイン・ウィール】の回転数が速まる。暖炉のように暖かな光が、より強くなった。

「燃えろコスモフィリア……もっと！　もっとだ！」

　コックピットのエイルンが自分の胸を押さえる。紅あかき心臓【コスモフィリア】は紅ぐ蓮れんの輝きを増す。エイルンの髪と瞳ひとみも、より深い紅に染まっていく。

　エルフィーナの両りよう拳こぶしから青色の粒子が舞い上がる。一つ一つが蛍ほたるの灯あかりに似ていた。

『展開完了……願わくばこの拳に彼の信念ワガママが宿りますように』

　機体にインプットされた、母親ツルギの声が再生される。

「願わくばこの拳に月の女神ルインレーゼの加護オモイが宿らんことを！」

　赤い光を纏まとってエイルンも叫んだ。エイルンは操そう縦じゆう桿かんを最さい奥おうまで押し出す。

「行くぞ！　エルフィーナ！」

『お心のままに』

　二人の声が今、重なる。エルフィーナの背部スラスターが唸うなりを上げた。

　エルフィーナが両拳を腰に構えて突貫する。キングが咄とつ嗟さに尻尾しつぽをしならせた。

　音速の鞭べん撃げきが淑女の顔を襲う……淑女は紙一重で尻尾を避け切った。

　──茜あかね・田た中なか・雷らい鳥ちよう。──月げつ下か・大だい地ち・オルソン・山やま武たけ。──日向ひなた・柔じゆう呉ご・飛鳥あすか。──アギト・水す久く那な・大和やまと。──紫し貴きと葵あおい。

　そしてデストブルムの中で眠るセレンのため。

　信じる人の想おもいを乗せ……エイルンは今、勇者の拳ツルギを振り上げる。

『「月の女神ルインレーゼの名のもとにぃ！」』

　キングの腹に光の左拳が炸さく裂れつする。鋼の皮膚組織が完全に砕け散った。身体が直上に浮く。

　エルフィーナは勢いを殺さずに回転……凍土を蹴けって急ブレーキをかけた。

　一歩で氷が砕け、結晶が舞う。粗野にして美しきスノーアートが飛散した。

　縛った金色の髪が跳ね、女神が返しの右みぎ拳こぶしを振り抜く──




『「星に還かえれぇえぇええええええええぇ！」』




　巻き起こる女神の弾劾──キングの身体からだがＭＩ02目標を飛び越える。大衝撃が島全体を覆っていた赤紫色の瘴しよう気きを吹き飛ばす。一瞬で緑の視界が晴れ、青い空に切り替わった。

　天まで届く雪の柱を立て続け……キングは地平線の彼方かなたまで飛ばされる。

『これがツルギの遺のこした……俺の月の女神ルインレーゼだ』

　ボクシンググローブから覗のぞくシリンダーが回転を止める。エルフィーナはゆっくりと姿勢を正した。金色の髪が、次第にクリーム色に戻っていく。舞踏会は静かに終わりを迎える。激闘の末に立っていたのは……燦さん然ぜんと輝く希望だった────




　キングの撃破後、欧州連合の作戦司令部からは、全軍に通達が回っていた。

『エイルンコードがキングを撃破した。また、マリスの増殖は完全に鎮静した。以降は掃そう討とう戦に移行。繰り返す──』

　エイルンがエルフィーナの手の平に乗り、降りてくる。

「了解。こちらも救護作業が終了次第、クイーンの撃破に向かいます。エンゲージは──」

　エイルンは右手の甲──万能多目的ツール【エンブレムクロック】──に向かって応答する。通信先は茜あかねである。用件を済ますと、エイルンは手の平から飛び降りた。

《素敵な夢を見た》

　エイルンが降り立ったのは大破したデストブルムのテールユニットの上だ。

　外装の所々が剝はがれている。しかしアイカメラは修復済みで、両りよう眼めは元に戻っていた。エイルンはデストブルムを見上げる。

「ありがとうな。セレンを守ってくれて」

　デストブルムのアイカメラが緑からパールに変わる。マシンアームの一本が勝手に動きだす。猫みたいにエイルンの胸元に擦り付いてきた。

「ははっ、外見はずいぶん変わったのに、中身は甘えん坊のままか」

　エイルンはデストブルムのマシンアームの上に乗った。するとデストブルムはエイルンを胸元──コックピットハッチの前──に連れてくる。自動的にハッチが開放された。

《また闘いに行く。厳しくて、たいへんな闘い。そこで自分は死ななくてはいけなくなる。でも、そしたら……お別れをしたはずの友達たちが来てくれたの。みんな一緒に》

　コックピットの中にエイルンが入る。シートの上でセレンが眠っていた。

「っ！　セレン！」

　エイルンは慌ててセレンに駆かけ寄る。首に指を当てて脈を確認した。耳を澄まして呼吸音も確認する。無事の確認が取れて、エイルンは安あん堵どした。

《皆を守るために戦ったの。けど勝てない。皆が殺されると思ったら心が痛くなった。別れるのがイヤで……どうしてもイヤで、あの人を呼んだの。私だけの王子様を》

「良かった、無事で。しかし……見違えてしまったな」

　エイルンは両りよう膝ひざに手を当て、眠るセレンを覗のぞき込む。外からエルフィーナが声をかけた。

『もう立派なレディですね』

　手足は伸び、その顔もずいぶんと大人びていた。エイルンはかつての彼女と今の彼女を重ねる。胸がじんわりと温かくなった。

「さぁ帰ろう。皆が待ってる」

《そしたら、あの人が空から降ってきた……私の涙を止めに、遠いところからやってきた》

　エイルンはセレンを担ぎ上げる。しなやかな腕が垂たれ、黄金の長い髪がキラキラと輝いた。エイルンは大事そうにセレンを抱えて歩き出す。




《怖いのを全部やっつけて、最後に約束をしてくれる》




「俺の全部で世界を救う。もう二度と……君を泣かせたりしないよ」

[image: ]




　一五時間後【オペレーション・リミットブレイク】は人類側の勝利で終わる。

　世界中で活発化したクイーンの侵攻は、サクラノツルギの活躍によって大部分が沈静化させられていた。更に、逆転を可能にしたのも彼らの活躍があってこそだった。

　計画によって失われた人命は四八万人。上陸したクイーンによって潰つぶされた都市も決して少なくはなかった。この事件を契機に、人心はサクラノツルギへと向いていく。

　世界は救世主────ジン＝ナガトの存在を知ってしまうことになる。

　諸悪の根源たる、マリスの二大群生地【ＭＩ目標】の一つを制圧するも、人々の心は離れ、割れていく。しかしこの勝利が人類の大いなる飛躍となったのは紛まぎれもない事実だ。

　そして、この戦いで人類を勝利に導いた英雄は、もう一人いた。




　その英雄とは……………………彼の名は──






エピローグ









　キングが撃破されて一三時間が経たつ。

　瘴しよう気きの晴れたＭＩ02目標では、依然、戦闘が繰り広げられていた。現在のソレは子団の掃そう討とう戦に当たる。全すべてのクイーン種は、ネイバーとエルフィーナによって撃破されていた。

　勝利が確定した段階でエイルンコードは隊員たちを回収。離脱の準備を進めていた。

　エイルンコード所有艦・揚陸戦艦【アカツキ】並びに、ネイバー輸送戦艦【アリアケ】。

　セレンは数時間前にアカツキの医務室に運ばれている。まだ目を覚ましていない。

　アカツキの横には真紅の巨大戦闘機スペースシツプ【レ・ファラリカ】が着水していた。甲板には激戦を潜くぐり抜ぬけた少年・少女たちが勇者を待っていた。

「来ましたよ！」

　茜あかねが空を指差す。エルフィーナがゆっくりと甲板に着艦する。

　エルフィーナの手の平に乗り、真紅のパイロットスーツ姿のエイルンが降りてくる。

「隊長[image: ][image: ][image: ]っ！」

　すると列から飛び出し、葵あおいが走ってきた。

「一いちノの、瀬せ？　うぉ！　はは！」

　葵あおいが問答無用で抱きついてくる。エイルンは抱き止めながら思わず笑った。

「えぐ、ぶえっぐ」

　葵は鼻水を垂たらして大泣きしていた。無言の訴えをエイルンにぶつける。

「心配をかけた……あの時は助けてくれてありがとうな」

　エイルンは葵の頭を優しく撫なでる。葵はエイルンの胸もとに両手を当てた。

「あだじ、あだじ、隊長のごとぉ」

「それじゃ、なんて言ってるか分からないよ」

　エイルンがハンカチを差し出す。葵はそれを取って「チーン！」と洟はなをかんだ。

　でもまた感極きわまって「うぇえええん」と泣きだす。子供みたいにエイルンに抱きついた。

「はは、弱ったな」

「邪魔よ」「ぎゃあ！」──紫し貴きに尻を蹴けられて、葵が横へと飛ばされる。

（抜け駆がけして、この雌ライオン）

　舌打ちをして葵を見下ろす。それから紫貴は紫の鉄仮面を取る。視線を上げると……頰ほおは朱色に染まった。

「九重ここのえも……やっと会えた」

　紫貴は後ろに手を組む。はにかみ、目に涙を溜ためる。万感の思いでエイルンに言った。

「おかえりなさい」

「ああ。ただいま」

　紫貴はエイルンの首に手を回す。エイルンは「九重!?」と声を上げた。紫貴は無視して、エイルンの頰に唇を近付ける。

「おかえし」

「ブホ！」──紫貴のわき腹に葵のキックが刺さった。

　わき腹を押さえ、紫貴が葵を睨にらみ上げる。葵は両手を腰に当てていた。

「ごほ！　せっかく、キス、できそう、だったのに！」

「やることが狡ずるいんだよ、この女め狐ぎつね」

　少女二人が手四つで組み合う。エイルンが止めようとすると皆がやってきた。

　エイルンの顔が綻ほころぶ……この世界でできた、大切な仲間たちが並んでいた。

「みんな……」

　──月げつ下かが笑っている。──オルソンに肩を貸す大だい地ちと山やま武たけ。三人とも泣いていた。──柔じゆう呉ごと日向ひなたが幸せそうに寄り添う。──飛鳥あすかがＶサインを作って見せた。──泣いている茜あかねの両肩に、後ろから水す久く那なが手を乗せる。──田た中なかが眼鏡のブリッジを上げて、マリーナは観察するようにエイルンを見る。──大和やまとも背を向けて、グスっと洟はなをすすっていた。──エイルンの両脇には紫貴と葵が寄りそうように立つ。

「死んでから蘇よみがえるのは、ヒーローの特権かい」

　正面に立ったのは雷らい鳥ちようだ。雷鳥は右手を差し出す。エイルンはその手を握り返した。

「またお世話になります。塾長」

「ああ。よろしく頼むよ。坊や」

　その言葉に、光景に……エイルンは疲れが吹き飛ぶ思いだった。

　しかし────その再会を遮るように声が響き渡る。

『また会えて嬉うれしいよ、エイルン＝バザット』

　エイルンたちを巨大な影が覆う。エイルンが振り返り、顔を引き締めた。他の仲間たちもまた臨戦態勢に入る。エルフィーナが低い声を漏らし、立ち上がった。

『アリス』

　アカツキの甲板には、ジンのアトメントが着艦していた。また、傍そばに控えるようにサクラノツルギのネイバーがアカツキの周りに降りてくる。

　アトメントのアイカメラが一瞬光る。すると、エイルンたちの対面上の空間が割れた。

　割れた空間の中からジンと、サクラノツルギのメンバー五人が現れた。

「これだけ複数だと……さすがに負荷が強い」

　ジンが酔いを醒さますように頭を振った。すると左隣のパイロットスーツを着た少年が後頭部に両手をやる。軽薄な口調で言った。

「仕方ないっしょー？　ジンさん一人だけとか絵的に映えない的な？　だから、ここは俺らも一緒じゃなきゃダメっしょ？　いや、やっぱりダメダメっしょ！」

　バレーナが半眼で、彼のことを見る。

「どーでもいいけど、アンタ今、何回『しょ！』って言った？」

　ジンの仲間の中には、額に大きなサンマ傷を作った老兵も含まれていた。

「アドゥルフ、どうしてアンタが」

　雷鳥がその老兵を見て我が目を疑う。サンマ傷の老兵・アドゥルフは静かに頷うなずく。

「久しぶりだ、雷鳥。やはり、いつみても美しいな。あなたは」

　ジンは肩をすくめる……外がい套とうを翻ひるがえして歩き出した。

「……」

　エイルンもまた、歩き出す。二人はずんずんと近寄っていく。肌を刺すような緊迫感が甲板上に広がった。息を吞のむエイルンコードの面々。それに対し、サクラノツルギのメンバーは見物を楽しむように二人を眺めている。

　ジンとエイルン──二人の歩みは、鼻先数センチのところで止まった。

「まずはお礼を言っておこうか。キングの討伐ありがとう」

「嫌いや味みのつもりか。君のアリスなら、あの程度、どうとでもなったろう」

「こっちにもいろいろと事情があるのさ……で、本題だ。エイルン＝バザット」

　サングラスの奥でジンの瞳ひとみがぎらつく。

「俺たちサクラノツルギの大目的は、マリス種の根絶。そのためならば対立も統治もいとわない。立ちはだかる者は完膚なきまで叩たたき潰つぶしていくつもりだ」

　その言葉を聞き、エイルンの瞳ひとみにあった怒りが強くなった。

「どうしてっ……四星大戦のときみたいに、俺と君が手を取り合えばいいじゃないか！」

「止やめてくれ。お前みたいなアニメ脳を引きこみでもしたら、邪魔にしかならん……シナリオ通りにいかないのが現実だ。あんまりここで夢は見るなよ、サブキャラ君」

　エイルンの表情が更に険しくなる。ジンは威圧を込めて言った。

「俺がオマエを再び呼んだのは、単純な『暴力装置』の働きを期待してだ。もしも俺の障害になるようなら迷わずまた叩き返す」

「……いつにも増して攻撃的だ。それに、風邪でも引いたか？　声が変だぞ」

　ジンとエイルンがしばし睨にらみあう。それから二人は同時に背を向けた。

「ああ。そうだ──ジン。一つ良いか？」

　不意にエイルンが声をかける。気安く、親しげな感じだ。ジンが呼ばれて振り返る。




　怒りの鉄てつ拳けん──メリと音を立てて、エイルンの右みぎ拳こぶしがジンの頰ほお骨ぼねを砕く。




　サングラスにヒビが入った。ジンはエイルンの拳を真っ向から受け、それでも踏みとどまる。即座にサクラノツルギのメンバーがエイルンに銃を向けた。

　同じく、エイルンコードのメンバーも、一斉に拳銃を抜く。

　ジンが手を上げて仲間を制す。エイルンもまた、手を水平に伸ばして制止した。

「君はエルフィーナを傷つけた。そのことについては、この一発で水に流してやる。でも……次は絶対に許さない」

　ジンは、口をもごと動かす。折れた奥歯を「ぷ」と吹き出した。

「歯三本までは許してやるつもりだった……やはりその甘さ、気に食わんな」

　今度こそ二人は踵きびすを返かえす。まっすぐ自分たちの居場所へと戻っていく。

　二人が戻るまで、両陣営は銃を下げない。ジンが仲間たちの下に行くと、再び空間がガラス破片のように割れた。

「俺を失望させてくれるなよ……エイルンコード」

　闇やみの中へと消えていくサクラノツルギ。ジンは背中越しで手を振る。サクラノツルギが消えると、アトメントを始め、ネイバーたちはこの場から離れていった。

　その姿が遠くなり……エイルンは息を吐いた。エイルンが振り返ると仲間たちは銃を降ろす。大だい地ちが慎重に口を開いた。

「総隊長、あのグラサンは？」

　エイルンは複雑な笑みを浮かべる。仲間たちに言った。

「君たちに……聞いて欲しい話がある」

　エイルンは始める。またここから。噓うその自分ではなく……本当の自分として。

「君たちにとっては荒こう唐とう無む稽けいな話になるかもしれない。けど、それでも聞いてほしい」

　偽りの存在【氷ひ室むろ夏なつ樹き】ではなく、本当の自分【エイルン＝バザット】として。




「俺の本当の名前は」────そうして子供たちは、勇者の本当の名を知る。




　二週間後・昼──第だい弐に富ふ士じ・第三市街地ブロック。

　第弐富士の繁華街はかつての盛況を取り戻していた。閉鎖されていた娯楽施設や飲食店には人が戻ってきている。

　活気のあるショッピングモールを氷室義塾生たちが楽しそうに歩く。

　休暇中の自衛隊員と、談笑している生徒がいた。買い物袋を幾つも両手に下げる女子生徒。フードコードで全店の料理を買ってきた男子生徒たち。恋人の二人が、映画館の前で見る映画について迷っている。

　生徒たちは皆、私服姿だ。ショッピングをしたり、思い思いのものを買って食べたり。

　みんな笑っていた。中には涙を浮かべる者もいた。

　機兵部を始めとする、戦闘科の生徒たちである。また……ここ連日、本土からは元生徒のヘキサたちが、続々とこの第弐富士に帰ってきていた。

　戦闘科生徒には一年の慰労も兼ね、使いきれないほどのお小遣いと一週間の休暇が与えられる。もう普通の人と同じ……彼らには自由があり、尊厳があった。

　氷室雷らい鳥ちようが半世紀をかけて実現したユートピア──人とヘキサが分け隔てなく共存できる場所。神かん無な木ぎ緑みどりが愛して止やまなかった大事な家。




　第弐ヘキサ保管領東富士人工島・通称【第弐富士】に、本来の姿が戻っていた。




　そして、規格外十番テンナンバーの生徒たちも帰還を果たす。

　──バイクで楽しそうにツーリングする月げつ下かとスター小隊。──柔じゆう呉ごが婚約指輪の値段に糸目をクワっと広げた。隣では日向ひなたが女性店員と嬉うれしそうに話をしている。──マリーナと葵あおいがクレープを食べ、その代金を水す久く那なが払わされている。──設計図の前でペンを立てる飛鳥あすか。──雷鳥と武蔵むさしが、高級そうなレストランで食事を摂とる。──田た中なかと紫し貴きが本土からのヘキサの受け入れ作業をする。仕事をしたくなさそうな紫貴を、茜あかねが得意顔でたしなめる。少し離れたところでは大和やまとが業者にペコペコ頭を下げていた……そして──

「セレン……放してくれないか」

「イヤ」

「嫁入り前の女の子がはしたない。言うことを聞──」「ヤ」

「こほん……君はもう、立派なエースの一人なんだから、もっと自覚をだな」

「ムー！　ムームー！」

　セレンが癇かん癪しやくを起こしたところで、エイルンは説得を断念する。

　エイルンは劇中に出てくる、赤い軍服を着ていた。既に正体は明かし、出自は皆の知るところとなっている。そんな彼の背中には、コアラのようにセレンが抱きついていた。

　白いワンピース姿で口をムの字にしている。その顔は、頑として離れない、セレンなりの決意表明である。一年前と違い、セレンの外見は大人へと成長している。手足は伸び、顔つきも『可愛かわいい』から『綺き麗れい』に変わっていた。

（まさか一年で、こうまで変わってしまうとは）

　エイルンはセレンを異性として意識してしまっていた。しかもセレンは、ＧからＩカップに成長している。エイルンは自身の背中でその成長を半強制的に感じさせられている。

　エイルンはいかんいかんと、仕事に戻る。バインダーのチェックリストにチェックマークを書き記していく。二人がいるのは港の埠ふ頭とうだ。

　現在、二人はデストブルムの搬出作業を行っていた。

　完全修復したデストブルムがタンカーに乗せられていく。デストブルムが二人の方を向くと、セレンが手を振った。それからセレンは、今更過ぎる質問をエイルンにする。

「どこいくの？」

「そうか。君は昨日まで入院してたからな」

　エイルンはバインダーを下げる。後ろを振り向こうとした。セレンもエイルンの顔が見えないので、背中から離れる。代わりに左腕に抱きついた。

「本土の生徒の受け入れが完全に終わったら、第だい弐に富ふ士じはこのまま日本を出ていく……まぁ、平たくいえば亡命か」

　氷ひ室むろ義塾とエイルンコードは、日本政府と袂たもとを分かつ。国連に縛られることなく、サクラノツルギにも属さない。あくまで中立の第三勢力としてマリスと闘うために。

　日本の国土防衛については『安全保障理事会テメーらでなんとかしろ』と、雷らい鳥ちようがオペレーション・リミットブレイク時に、国連側に条件を吞のませている。

　エイルンは海の向こう側を見る。

「世界中の涙を止めに行く……エイルンコードオレたちみんなで」

　こうして勇者は新たな闘いを始める。自分を信じ、ついてきてくれる仲間たちと共に。

　陽ひを浴びる海は、宝石のように輝いていた。潮風が頰ほおを撫なで、無む垢くな少女の瞳ひとみに涙はない。勇者は空を仰いで……ふと、笑みを零こぼす。

　昼間の空には薄ぼんやりと、月がせっかちにも昇っていた。


ＦＩＮ








あとがき　　　　（注：本編の余よ韻いんを楽しみたい方は、時間をお空け下さい）









　皆さまお久しぶりです！　金髪巨乳に心臓を捧ささげた東あずま龍りゆう乃の助すけです。

　今回もまた半年刊行になってしまいました。待ってくれていた方、申し訳ございません。

　あと相も変わらずの未婚です。担当さま！　東はいつでも、同僚の美人編集さんの紹介を待っておりますよ！

　さてさて。本編をお読みになられた方は気付いたかもしれませんが、６巻と７巻は上下巻の構成でお送りいたしました。初めての試みでしたが、これが意外にもハマり……。

　５巻までは単巻締めで話を練っていたので、今回の二冊はとても作り易やすかったです。

　プロットもエイルン史上、最短で通ったくらいですので。ただ７巻は、草創期からやりたい話でもあったので、盛りに盛っていたらまた発刊が伸びてしまった次第です（苦笑）

　東は王道展開が大好きです。それも奇をてらわない、ど真ん中のヤツですね。

　しかし、誰もが簡単に予想できるコテコテ展開を『面白く』提供するのって、すんごく難しいことなんだなーと、プロになってからはよく痛感するようになりました。

　しかしまー、これが東の作風であり肝きもでもありますので、本を書かせてもらえるうちはこの命題と戦い続けようと思います。夢・希望・感動・元気を与えられるエンタメを！

　では謝辞に移らせていただきます。

　担当さま！　これを書かせてくれてありがとうございました！　これで東、ばっち成仏できます。でも若干、燃え尽きた感あります。八巻どうしましょう（疲れた目）。

　みことさま・汐せき山やまさま。７巻も素敵なイラストをありがとうございました！

　またサイン会では鉄壁のフォロー、マジで助かりました。せっかく面も割れたことですので、今度三人で映画でもどうでしょう！　どうぞ八巻もよろしくお願い申し上げます。

　校正さま・出版関係者さま。此こ度たびも陰ながらのご尽力、まことに感謝です。皆さまのお力添えでまた新刊を出すことができました。次回もまたよろしくお願いいたします。

　最後はまた読者さまに戻りまして。

　今回もお付き合い頂き、まことにありがとうございます！　もし店頭でこのあとがきを読んでいるようでしたら、そのままレジに持って……いただければっ（血涙）。

　一人でも喜んでくれた方がいれば、これ以上の喜びはありません。魂を削り、傷口をえぐり返した甲か斐いがあったというものです。

　これからも、一人でも多くの人に喜んで頂けるよう一筆入魂！　努力・精進してまいります。それではまた、８巻でお会いいたしましょうね！


東龍乃助
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